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「花いちりん」に寄せて 

令和元年度 諏訪地区 PTA 連合会 

会長 雁木周平（茅野市立東部中学校） 

 

「花いちりん」が本年度も刊行されました。刊行にあたりご協力いただいきました皆様、一年間ありがとう

ございました。今年度も県 PTA との共催となった「陽だまり懇談会」をはじめ指導者研修会等、様々な研修会

を通じ皆様と多くの活動を行ってきました。一口に PTA 活動と言っても子供たちと直接接する活動から地域

の勉強会など、実際に関わってみることで見えてくることが多くおかげさまで充実した一年間の任期を全う

することができました。「ひとりひとりが関わること」で大きな力になる PTA 活動。 

今後も役員の皆様だけでなく一人一人の会員が少しずつ関わっていただくことで、よりよいものになって

いくかと思います。最もたくさんの方のお力添えをいただいた私自身からのお願いでもございます。 

協力いただきました仲間の皆さん・先生方、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

令和元年度 諏訪地区 PTA 連合会 

子育て委員会 委員長 小飼明子（茅野市立東部中学校） 

 

初めてお目にかかる顔ぶれで、不安 90％と期待 10％の自分がいました。３月から子育て委員が発足され、

月１回のペースで委員会が開催されました。 

大きな活動として、５月下旬に『指導者研修会』・１０月下旬に県と共催の『陽だまり懇談会』を行いました。準

備から当日まで、皆が皆を支え～各分担に責任を持ち、役員と先生方の大きな協力により素晴らしい時間～

を刻むことが出来ました。 

この【花いちりん】という冊子があることを存じていない保護者様が沢山おられます。 

自分も役員になり目を通しました。各学校の活動内容が載せられ、個々の感想も共感出来ます。 

当初、役委員の口から「役員になって、大変だ！」と不安ばかりの声が「助け合って協力し合えて楽しかっ

た！」の言葉になっていました。 

～集結～身に沁みて心温まりました。 

多くの保護者様の目にこの冊子【花いちりん】が行き渡り、役員を楽しんで欲しいと願います。 

 

 

 

 



『ONE TEAM』・・・・ 

令和元年度 諏訪校長会 PTA 係 

 小野英幸（下諏訪社中学校） 

 

眼下に諏訪湖を望む標高八百七十四、四メートル。ここに下諏訪社中学校があります。諏訪湖の海抜が七百

五十九メートルですので、その差はなんと、百十五、四メートルにも及びます。斜面を切り開き造成した本校は、

昭和五十七年に開校しました。当時植栽した木々は三十八年の歳月を経て十メートルを超えるまでに成長し

諏訪湖を臨むことができなくなるまで成長しています。 

子ども達に諏訪湖の眺望を見せたいという願いをあちこちで発してきた結果、今年度予算をいただき、十

月に松の木の伐採が始まりました。その結果、各教室からは見事な諏訪湖の姿を臨むことができる環境が再

生しました。環境の変化によって見えるものは諏訪湖だけではないように思います。そこには、視界だけにと

どまらず、心の再生の地として癒やされたりエネルギーを得たりする環境に生まれ変わったのです。 

さて、ラグビー日本代表のスローガン『ONE TEAM』が新語・流行語大賞年間大賞に選ばれました‼     

ジョセフ HC 就任時に、チームを一つにという想いで選手・スタッフで考案した言葉が、多くの方に愛されての

受賞だと思います。偶然の出会いで集まった郡PTAの仲間たち。それぞれの立場で情報を出し合い共有する

中で、まさに『ONE TEAM』となって子ども達の健やかな成長を願って数々の活動に取り組んで来ました。 

子ども達をとりまく環境を整えることで次の時代を切り開く子ども達の育成に向け、この精神に学びたい

と思います。 

「蓬生麻中、不扶自直」 

（よもぎまちゅうにしょうずれば、たすけずしておのずからなおし） 
令和元年度 諏訪地区ＰＴＡ連合会事務局長  

杉村 秀樹（茅野市立東部中学校） 
                             

『荀子』『史記』等に取り上げられている言葉です。ねじれたり、曲がったりして伸びていく『蓬』も、まっすぐ

に伸びていく性質のある『麻』の中で育っていくと、何も手を加えなくても、麻と一緒になってまっすぐ伸びて

いくという意味があります。この言葉は、学校教育においても学級づくりをはじめとするあらゆる教育活動で

大切に語られています。「環境が人を育て、人が環境をつくる」という言葉もありますが、学校や家庭の一番

の役割は、一人ひとりの子どもが大きく伸びるためのより良い物的環境・人的環境づくりです。 

我々教師そして保護者の皆さんは、子どものより育ちにとって一番大切な「環境」であり、その環境づくり

につながる取り組みが郡・市・各校ＰＴＡで積極的に行われています。本年度事務局として携わらせていただ

いた、諏訪地区ＰＴＡ連合会にも「ＰＴＡ指導者研修会」（家庭教育や学校と家庭・地域の連携について考え合

う）、「陽だまり懇談会」（保護者自身の子育て力の更なる向上を目指すため、自分を見つめ直し、子育てをし

ている仲間同士として応援し合う）など、すばらしい取り組みを続けていただいております。また、各校ＰＴＡ

でも環境整備作業、資源回収、登下校の見守

り活動など、本当に多くの環境づくりに取り

組んでいただいています。今後も、学校・家

庭・地域が「どのような子どもに育てたいか」

という目標やビジョンを共有しながら、一体

となって取り組んでいくことを大切にしてい

きたいと思います。 

最後になりましたが、諏訪地区ＰＴＡ連絡協

議会の運営にご協力いただいた役員の皆

様、 各校ＰＴＡの皆様に、心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。 



令和元年度 

諏訪地区ＰＴＡ連合会 活動報告 

 

 

 
葛飾北斎 「富嶽三十六景」信州諏訪湖 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者研修会 長野日報 2019 年 5月 28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陽だまり懇談会 長野日報 2019 年 10 月 28日 



2月 19日(火） 新旧役員引継ぎ会 申し継ぎ事項、会計引継ぎ 新旧会長・副会長 (諏訪教育会館）

24日(日） 単位ＰＴＡ新役員研修会 会長・副会長 (塩尻市ﾚｻﾞﾝﾎｰﾙ)

3月 4日(月） 新旧役員引継ぎ会 申し継ぎ事項 新旧会長・副会長 (諏訪教育会館）

4月 15日(月） 諏訪地区Ｐ連　第１回三役・理事会 事業計画、予算案等立案、研修細案 三役・理事 (諏訪教育会館）

20日(土） 県Ｐ 南信ブロック会議 南信地区役員選出、意見交換 新旧会長・副会長 (諏訪地区:紅や）

23日(火） 県Ｐ 陽だまり懇談会 新旧母親委員長・委員等　3名 (信濃教育会館）

県Ｐ 重点研究委嘱PTA説明会 下諏訪社中PTA会長 (信濃教育会館）

5月 9日(木） 諏訪地区小中学校生徒指導連絡協議会 第１回総役員会 会長・副会長 (諏訪教育会館）

14日(火） 諏訪地区Ｐ連　第１回代議員会 申送り事項、事業計画予算案承認 各単P会長・各校校長　　 (ｼﾃｨﾎﾃﾙ成田屋）

ＰＴＡ指導者研修会運営について 郡P役員

　 20日(月） 諏訪地区Ｐ連　第２回三役･理事会 ＰＴＡ指導者研修会について 三役・理事・担当者 (茅野東部中学校）

分科会役員打ち合わせ 分科会ごと打ち合わせ

　 22日(水） 諏訪地区図書研究協議会 調査研究の打ち合わせ 会長 (原村）

　 26日(日） 令和元年度　ＰＴＡ指導者研修会 第1～第７分科会　　２２０名参加 (茅野東部中学校）

講演：「　聞こえますか　子どもたちの心の叫び　」

講師：下伊那郡松川町元教育長　鋤柄　郁夫　先生

  28日(火） 南信地区薬物乱用対策推進協総会及び研修会 会長 (伊那合同庁舎）

　31日(金） 県Ｐ 長野県ＰＴＡ連合会定期総会 事業、会計、報告、承認 会長・副会長 (信濃教育会館）

6月12日(水） 諏訪地区教育七団体連絡協議会 第１回役員事前打ち合わせ、要望等 (諏訪教育会館）

　   13日(木） 県Ｐ 第１回理事会・第１回総務委員会 １６郡市PTA連携懇談会、他 会長・副会長 (信濃教育会館）

　 17日(月） 県Ｐ 郡市Ｐ連事務担当者会 今後の報告事項等について 事務局 (信濃教育会館）

　 　23日(日） 薬物乱用防止ヤング街頭キャンペーン 啓発資材の配布 会長 (レイクウォーク）

７月 1日(月） 諏訪地区Ｐ連　第３回三役・理事会 ＰＴＡ指導者研修会反省 三役・理事 (諏訪教育会館）

　   3日(水） 諏訪地区教育七団体連絡協議会 第2回役員事前打ち合わせ、要望等 会長 (諏訪教育会館）

　   10日(水） 県Ｐ 教育連携委員会 会長 (信濃教育会館）

　 18日(木） 諏訪地区教育七団体連絡協議会 第1回役員会、県教委への要望等 会長 (諏訪教育会館）

　 26日(金） 長野県将来世代応援県民会議 会長 (諏訪合同庁舎）

　 30日(火） 諏訪地区図書研究協議会 調査研究報告 会長・小飼副会長 (諏訪教育会館）

8月23日(金） 県Ｐ 第67回日本PTA全国研究大会兵庫大会　 長野県人会参加 会長・伊藤副会長 (兵庫県神戸市）

 ～24日(土） 県Ｐ

 　　　26日(月） 諏訪地区教育七団体連絡協議会 第2回役員会、要望内容の決定 (諏訪教育会館）

9月 2日(月） 令和元年度諏訪地区生徒指導講演会 会長 (諏訪教育会館）

　   5日(木） 県Ｐ 教育連携委員会 会長 (信濃教育会館）

　 7日(土） 第66次諏訪地区教育研究集会 各分科会見学 会長 (富士見小・中）

   　11日(水） 諏訪地区教育七団体連絡協議会 県教委へ要望書提出 会長・小飼副会長 (長野県庁）

　19日(木） 県Ｐ 県小中学校校長会　懇談会 会長 (信濃教育会館）

30日(月） 諏訪地区Ｐ連　第４回三役・理事会 合同研修会計画 三役・理事 (諏訪教育会館）

10月 8日(火） 県Ｐ 教育連携委員会 会長 (信濃教育会館）

諏訪地域の高校の将来像を考える協議会 会長 (信濃教育会館）

　 26日(土） 県Ｐ 陽だまり研修会(県Pと共催) 陽だまりカフェ、懇談会　　　計93名 三役・理事、子育て委員・各校 (諏訪教育会館）

11月12日(火） 県Ｐ 第２回理事会 県教委との懇談会 会長 (信濃教育会館）

15日(金） 諏訪地区小中高生徒指導連絡協議会 いじめ、不登校、スマホについて 会長・副会長 (諏訪教育会館）

23日(土） 県Ｐ 南信ブロック会議 意見交換 会長・副会長 (岡谷市）

12月 2日(月） 諏訪地区Ｐ連　第５回三役・理事会 中間報告等 三役・理事 (諏訪教育会館）

1月14日(火） 花いちりん・実践事例集印刷作業 子育て委員会正副委員長 (諏訪教育会館）

20日(月） 諏訪地区Ｐ連第６回三役・理事会 事業報告等 三役・理事 (諏訪教育会館）

2月3日(月） 諏訪地区Ｐ連　第２回代議員会 事業報告・決算報告承認・申し送り事項　 各校P会長・校長、三役・理事 (ミラノサローネ）

2月14日(金） 県Ｐ 第３回理事会・地区協議会・第４回総務委員会 新役員研修会について、他 会長 (信濃教育会館 ）

23日(日） 県Ｐ 単位ＰＴＡ新役員研修会 会長・次期各単位ＰＴＡ役員 (レザンホール)

3月2日(月） 諏訪地区Ｐ連　新旧役員引継ぎ会 申し継ぎ、委員会引継ぎ、会計引継ぎ 新旧役員 (諏訪教育会館）

　　 教育七団体役員会

教育七団体学校訪問

3月24日(火） 諏訪地区Ｐ連　会計監査会 監事・教頭・会長 (諏訪教育博物館）

24日(火） 三者合同事務局会計監査会他 会長 (諏訪教育会館）

平成31年・令和元年度　諏訪地区ＰＴＡ連合会事業報告



県Ｐスローガン

　　―「学びと連携」により、信州モデルのPTAを創造しよう!―

諏訪地区PTA子育て委員会テーマ

目指すもの

　　・上記テーマをもとに、心身共に元気な子供を育てるため、望ましい家庭のあり方や父親・　

　　　母親のあり方を学習しその資質を磨く。

　　・家庭教育や学校教育に関する理解を深め、学校と家庭が協力して綿密な連携を図る。

　　・子供の心理を理解して、より多くのコミュニケーションをとり、家族の心が和む存在に

　　　なれるような活動をしてゆく。

　　・この活動を通して、自己の人間性を磨き、親として自信を持って子育てができる力を養う。

事業内容

　(１)　会　合

　　　子育て委員会　 ３月２５日（月）  第１回委員会

年間８回開催 　　　　　　　　　（事業計画立案）

＊三役・理事会関係の会議を除く ４月２４日（水）　第２回委員会

５月２０日（月）　第３回委員会（東部中）

　　　　　　　　　（分科会打合せ）

７月　１日（月）　第４回委員会

９月３０日（月）　第５回委員会

1２月 ２日 (月) 　第６回委員会

１月１６日（木）　第７回委員会

３月　２日（月）　第８回委員会(引継ぎ)

　(２）諏訪地区ＰＴＡ指導者研修会 ５月２６日（日）会場：茅野市立東部中学校

第２分科会担当　　

　(３）陽だまり懇談会 １０月２６日（土）県PTA連合会と共催で開催

会場　諏訪教育会館　３階　　　94名参加

　(４）市町村Ｐとの情報交換 通　年

２．「子育て委員会だより」 年２回

　　　おやの芽・この芽の発行

３．「子育て委員会報告書」の作成 ２月

　　　　花いちりん(含む:実践事例集) (原稿〆切は12月下旬)

５．長野県ＰＴＡ連合会への参加

　　　 陽だまり研修会 ４月２３日（火）　　信濃教育会館

　　　 陽だまり懇談会(上述) １０月２６日（土）　　諏訪教育会館

平成３１年・令和元年度　諏訪地区ＰＴＡ連合会　子育て委員会事業報告

チーム信州ＰＴＡ!

「親子で考え、共に学び、成長しよう!」



2019 年度 諏訪地区ＰＴＡ指導者研修会開催要項 

 
１ 趣 旨  小中学校ＰＴＡ活動の望ましいあり方について研修し、会員・役員 

としての資質向上をめざす。 
２ 主  催    南信教育事務所  諏訪地区ＰＴＡ連合会 
３ 期  日    2019 年５月 26日（日） 
４ 会  場   茅野市立東部中学校 (〒391-0011 茅野市玉川 10030 ℡0266-79-5050) 
５ 日  程        

  12:25 12:45  13:00            14:30 14:45                  16:25 16:30 

受
付 

開会 
行事 

研 修 Ⅰ 
講  演  (90) 

休
憩 

研 修 Ⅱ 
分科会 (100) 

閉会
行事 

 
  
 

６  研修テ－マ  「笑顔で学び 笑顔で育てよう」 

７  内  容 (1) 講 演  下伊那郡松川町 元教育長 鋤柄
すきがら

郁夫
い く お

さん 

演 題 「聞こえますか 子どもたちの心の叫び」 

(2) 分科会                                                          

分科会 分 科 会 テ ー マ 話題提供者・助言者・司会者 

１ 

各学校のＰＴＡ活動について思いを 
熱く語ろう 

～PTA役員の情報交換 
     PTA活動を活性化させよう～ 

話：平成30年度諏訪P連会長 駒場 豊さん 
助：岡谷市立岡谷東部中学校長 池田秀司さん 
司：2019年度諏訪P連副会長 黒河内孝行さん 

２ 
【子育て委員会提案】 
家庭教育について考えよう 
～単Pでも使える話し合い方法の体験～ 

話：平成30年度諏訪P連母親委員長 寺澤尚子さん 
助：富士見町立本郷小学校長 矢島俊樹さん 
司：2019年度諏訪P連子育て委員長 小飼明子さん 

３ 
インターネット犯罪の現状 

～子どもたちを取り巻く現状の課題～ 

話：セーフティネット総合研究所 南澤信之さん 
助：下諏訪町立下諏訪社中学校長 小野英幸さん 
司：2019年度諏訪P連副会長 伊藤 淳さん 

４ 
PTA広報紙づくりは面白い！ 
～思わず読みたくなる紙面づくりの 

コツをシェアしよう～ 

話：グラフィックデザイナー 富岡史棋さん 
助：諏訪市立中洲小学校長 小林みゆきさん 
司：2019年度諏訪P連副会長 高井秀一さん 

５ 

【茅野市立永明小学校提案】 
「永明小学校型コミュニティースクール

の取組について」 
～各学校でのCSの取組を学び合おう～ 

話：平成30年度永明小学校PTA会長 細田 博さん 
助：茅野市立泉野小学校長 松岡一成さん 
司：2019年度諏訪P連副会長 小林洋一さん 

６ 
学級レクに活かせる 

集団ゲームや運動遊び 
～みんなで楽しくアイスブレイク～ 

話：長野県体育センター 専門主事 蓑輪良江さん 
助：南信教育事務所生涯学習課指導主事 水野直昭さん 
司：2019年度諏訪P連副会長 行田晃弘さん 

７ 
講演会講師を囲んでの情報交換会 
～人間力豊かな子どもを育てるために～ 

講師：松川町元教育長 鋤柄郁夫さん 
司：2019年度諏訪P連副会長 三井信二さん 

 

８ 講演会・分科会の紹介 

講演会 

テストの点数にこだわるのではなく、子どもの人間性を育てるのが大人の役目。子どもの心の叫び

を聴きとる感性を持つにはどうしたらよいでしょうか。心の居・触・充が子どもを元気にします。

目には見えない心を感じ、時を待たずして褒める、叱る。前向きな子育てのヒントを、みなさんと

考え合いたいと思います。 



分科会 分 科 会 分科会のここがおもしろい！ 主な参加対象者 

１ 

各学校のＰＴＡ活動について思
いを熱く語ろう 
～PTA役員の情報交換 
 PTA活動を活性化させよう～ 

グループに分かれテーブルディスカッション
をします。PTA役員として、課題や悩みを共有
し、より充実したＰＴＡ活動にするためにい
ろいろなことを語り合いましょう。 

PTA役員 
一般会員 
教職員 
(定員30名) 

２ 

【子育て委員会提案】 
家庭教育について考えよう 
～単Pでも使える話し合い 

方法の体験～ 

「家庭教育」を題材にワールドカフェ形式の

グループワークをみんなで体験しましょう。

各単Pの話し合い活動にもきっと役立ちます｡ 

一般会員 
教職員 
(定員60名) 

３ 
インターネット犯罪の現状 

～子どもたちを取り巻く 
現状の課題～ 

今、子どもですら簡単にネットやSNSを利用で

きる時代です。ネット社会はどうなっている

のか、何が危険なのかを学び、自身や家族、

多くの人を守るにはどうすればいいのかを考

え合いましょう。 

一般会員 
生徒指導担当職員 
(定員60名) 

４ 
PTA広報紙づくりは面白い！ 
～思わず読みたくなる紙面づ
くりのコツをシェアしよう～ 

PTA広報紙づくりで困っていませんか？ 喜
んでもらえて、活動が盛んになるための紙面
づくりについて、地域コミュニティーづくり
に取り組むグラフィックデザイナー、富岡さ
んから演習を交えて学び合いましょう。 

PTA新聞担当 
一般会員 
教職員 
 (定員30名) 

５ 

【茅野市立永明学校提案】 
「永明小学校型コミュニティー 

スクールの取組について」 
～各学校でのCSの取組を 

学び合おう～ 

ＰＴＡ会員として、コミュニティースクール

についての理解を深め、関わり方、成果、悩

みを共有し、地域と学校をつなぐために、み

んなでいろいろなことを語り合いましょう。 

一般会員 
ＰＴＡ担当職員 
教職員(定員30名) 

６ 

学級レクに活かせる 
集団ゲームや運動遊び 

～みんなで楽しく 
アイスブレイク～ 

子どもたちの緊張を解きほぐし，コミュニケ
ーションのとりやすい雰囲気を作ります。簡
単なゲームを通して集団で何かに向かう活力
を向上させるテクニック。親子レクや学級レ
クの導入にきっと役立ちます。 

学級ＰＴＡ役員   

一般会員 
教職員(定員30名) 

７ 
講師を囲んでの情報交換会 
～人間力豊かな子どもを 

育てるために～ 

講演会講師；鋤柄先生を囲んで、さらに詳し

く子育ての上で大切にしたいことをみんなで

語り合いましょう。 

一般会員 
PTA担当職員 
教職員(定員30名) 

９ 参加者                                    

各単位 PTA 正副会長・各専門部役員、学級 PTA 役員、学校長・教頭・教務・ＰＴＡ担当職員・先生

方、一般会員          ※ 是非、一校から６名以上の参加をお願いします。 
10  その他 

(1) 後日、各校２台分の駐車券を配布します。学校ごと相乗りでお願いします。駐車場は東部中学校校

庭を予定していますが、雨天時には近隣施設への駐車をお願いします。（後日連絡いたします。） 

(2) 講演会は、フロアに座ってお話をお聴きします。座布団などをご持参ください。 

(3) 分科会希望欄には必ず第２希望までご記入ください。参加人数に偏りが出てしまった場合は、第２

希望に変更させていただく場合もあります。受付で参加分科会をお確かめください。 

(4) 各学校同一分科会に偏らないよう調整し申込をお願いします。 

11 服装、持ち物 県内ｻﾏｰｴｺｽﾀｲﾙｷｬﾝﾍﾟｰﾝ実施中であります。季候に合った服装でおこしください。 

【全参加者】… 上履き、筆記用具、靴を入れる袋（スーパー袋等）、座布団等 

【第４分科会】… 各学校の PTA 広報紙（昨年度のものでも結構です） 

【第６分科会】… 運動のできる服装（運動着でなくても結構です）、上履き用運動靴 

12 申し込み締切 

 別紙により、５月７日（火）必着  FAX でも結構です。（鑑不要です） 

＜申込み先＞ 諏訪教育博物館内 諏訪地区ＰＴＡ連合会事務局 

〒392-0004 諏訪市諏訪 1-23-10 TEL・FAX:58-2977 Email : suwahaku@suwa-k.or.jp 



講演会 参加者感想 

 
・優しく、美しい声で、とても心にしみるお話でした。子どもへの接し方というよりも、全

ての他者に対して優しく心を傾けることを教わったような気持ちになりました。自分の

子どもであっても一人の人間。心を込めて話を聴き、大切にしていこうと考えました。

また、脳科学的な前頭葉の話も大変興味を持ちました。自分自身にも活用していきたい

と思いました。 
・事例を取り入れたお話をしていただいたり、子どもたちの詩を所々に入れていただいた

りして、子どもの心の叫びが伝わってきました。もしかしたら、家の子どもたちもそう

なのかもしれないと思うと、気を付けていかないとと思いました。子育てをするという

ことは親も育たないといけないということを実感しました。 
・鋤柄先生のお人柄が、柔らかく、温かく、心穏やかに講演会を聞かせていただきました。

日々の忙しさに忘れてしまいがちな人への思いやり、心と心を向け合うことを、改めて

自分の心に置いていきたいと思いました。 
・子どもに関わる大人たち（立場は違っても）、もっと多くの皆さんに聞いてほしい内容で

した。とても心に沁みました。 
・先生のお人柄のすばらしさを感じ、心が温かくなるような講演をありがとうございまし

た。子どもであれ、大人であれ、人とのかかわりの中で生きていく私たち人間にとって、

「思いやりの心を持つ」ことの大切さを改めて感じました。家庭で、我が子、主人にも今

日の講演内容を伝え、また学校にも広げていきたいと思います。 
・子どもの発達段階に応じて、教え、身に付けさせるべきものがあるというお話に共感し

ました。早期教育が何でも流行している現在、子どもたちの思いや願いが軽視されてい

るように感じます。その時その時の大切なものをしっかりと体験させ、身に付けさせて

いく大切さを改めて教えていただきました。 
・比べない、心で褒める、心で聴く、とても大切なことだと改めて思いました。子どもの気

持ちをくみとって、心を傾けて子どもの話を聴く。こちらから、良い言葉、やさしい言葉

をたくさんかけて、心の居場所や心の充実感を自分の子どもが持てるようにこれからの

子育てをしていきたいと思いました。 
・普段の生活に沿った内容で大変参考になりました。わかっていてもついつい後回しにし

てしまうような子どもの話を、聴いたり、共感したりしてあげることがやはり大切なの

だと再認識しました。今子どもが何を思い、どうしたいのかを親として気づいてあげる

感性を持ちたいです。 
・この講演会を聞いて子育てに対する考え方が変わりました。ごく当たり前のことだと思

ってやってきたことを今一度見直す機会になったと思います。いつまでたっても（大き

くなっても）、子どものほめられたいという気持ちに気づき、親として今しかできないこ

とをしてあげたいと思いました。 

・とても勉強になりました。紹介していただいたいくつかの本が自宅にもあるので、もう

一度読んでみようと思いました。子どもって手がかかると思っていましたが、心もかけ

てあげないといけないことをつくづく感じた講演会でした。 
・わかりやすく、たくさんの参考になるフレーズをいただいた。「比べない」「くどくど言

わない」といった姿勢を自分の家の中でも大切にしていきたい。 
・お饅頭が４つあり、子どもが３人でどう分けるという算数の問題。一人１個ずつと残り

の１個は死んだおじいちゃんにあげると答えた子どもの考え方が素晴らしいと思いまし

た。子どもの人格を認めることの大切さを改めて知りました。 
・乳児、幼少期の大切さを身に染みて感じたものの、我が子にはすでに時遅しといったと

ころですが、ぜひ地域の子どもたちへは今回の講演内容を実践したい。そういう自分に

なるための変化を心掛けたい。 
・普段の生活の何気ない言葉が子どもの気持ちを前向きにしたり、また逆にしてしまうと

いうことに気が付きました。これからの生活の中で参考にしていきたいと思いました。 
・先生のお話に引き込まれました。「育てたように子は育つ」（相田みつをさん）自分の子

どもをしっかり見て、認めていきたいと思います。帰ったら夫に話をし、「家族ルール」

を決めたいと思いました。 
・心の叫びが聞こえるような子育てをしている自分に改めて気づきました。認めてあげた

い、寄り添って聞いてあげたい。頭ではわかっていても実生活になると感情も加わり、

結果後悔することが多いです。先生のお話をお聞きして、改めてもう一度子どもの心の

声が聞こえるような親になれたらいいなと思いました。 
・子どもと向き合うことの大切さ、相手の気持ちを知ることの大切さを考えさせられまし

た。できれば夫婦で参加したい内容でした。 
・子どもを育てていくうえで、また、子どもと関わっていく中で、心に寄り添い共感する

ことの大切さを改めて感じました。共感すること、受け止めること、頷くことは子ども

に対してだけでなく、大人同士でも大切なことですね。 
・躾に関してなど、昔自分が親に言われていたことを思い出しました。どんな思いでいた

のか、どんな思いで自分に言っていたのか、自分が今こうしていられるのはかつての親

のしつけのおかげ？いろいろと考えさせられました。 
・子育てで大切なキーワードをたくさんお示しいただきました。特に「みんなちがって み

んないい」の目線をもつことと、いい言葉のシャワーを多用するように心がけたいと思

いました。 
・高３と中２の親です。先生の話は平易で非常にわかりやすかったです。子どもたちが小

さい時は心がけていたことを最近はすっかり忘れていました。今日の話を聞いて、我が

子が産まれてきた時のことを思い出し、また初心に戻って子どもたちと接していきたい

と思いました。 
・心の触れ合いが乏しくなってきている世の中で、どうしたら思いやりのある子どもに育

てることができるのかというヒントを教えていただきました。私自身も仕事で嫌なこと

があったときなど不機嫌になってしまうことがあり、自分自身も心のゆとりを日々心掛

けていかないといけないと思います。自己肯定感の高い子どもに育つように考えて行動

していきたいと思います。 



・きっとそうなのであろう。そのようにしたほうが良い。そんな風に抽象的にはわかって

いた気になっていたことを、言葉、文字ではっきりと教えていただき、心に響きました。 
・知力、徳力、体力を船に例えての説明がとても分かりやすかったです。心＝徳を磨いて

いくことを大切にしながら、自分も子どもも成長していきたいと思います。 
・自分が子どものときに親に対して抱いていた感情があり、自分はそうはならないぞと思

いつつ、立場が変わると忙しさがかまけて同じような対応をしているのかもしれないと

反省しました。あっという間に子どもは大きくなるので、残された数年間を大事にした

いなと思いました。 
・家では子どもに家事などをお手伝いしてもらうことが少なかったので、これからは一緒

に行いながら、子どもに生活体験を増やしていきたいと思います。 
・毎日毎日怒ってばかり。褒めることはほとんどなく、最近では笑うことさえ少なくなっ

てきた。家庭内が苦痛になりつつある。頭ではわかっていても心の余裕がないのか、自

分のようになってほしくないと思うのは自分が育った環境のせいなのか、悩むばかりで

す。一つでも褒められるように子どもと向き合えればと思います。 
・何度聞いても忘れたり、知っているだけで実行していなかったりという「よいこと」「よ

いことば」をたくさん思い出させていただきました。 
・乳幼児期の子育てで、とても大切なことをお聞きできました。もっとこうすればよかっ

たと思うことばかりです。ぜひこの講演を保育園とかでやってもらえたらいいのではと

思いました。 
・朝から早く早く…歯磨きしなさい、顔洗った？、早く食べなさい…私も言ってるなあと

思いました。子どもは心の中では「わかってる」と思っているのでしょうか。言うことも

癖になっていて、子どもが取り組む前についつい言ってしまいがち。これからは気を付

けようと思いました。 
・子どもへの最大のサービスは親の人格を磨くこと。子どもは日々成長し、年ごとに大き

く育ちます。でも大人はなかなか育てないと感じています。でもお話をお聞きして「親

だって成長できるよ。人格を磨けるよ。」と励まして頂いた気持になりました。温かいお

話でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２分科会 参加者感想 

 
・他のお母さんやお父さんの話を聞いて、自分だけじゃないんだなという安心感と、これ

からは子どもにこんなことをしてあげたいなと思うことがたくさんありました。とても

良い経験ができました。 
・最初は緊張していましたが、進むにつれて話し合いがとても楽しくなりました。悩んで

いることはみんな同じだと共有することができました。 
・自分の引き出しが増え、考え方が広がったと思います。 
・正解のない対話とても楽しかったです。話を聞くだけの会をイメージしていましたが、

時間の経過に伴い気軽に意見を言える雰囲気になり、初めて顔を合わせたとは思えない

くらい楽しい場でした。 
・SNS についてのテーマでしたが、一番強く感じたのは子どもを守りたい気持ちはみんな

同様で、それに対しての方法は様々ですが、保護者同士の関わり、親子間などコミュニ

ケーションの大切さを感じました。 
・ワールドカフェでみなさんと考えを共有することができました。こういった話し合い活

動を PTA 活動に取り入れたいと思いました。 
・体験を通して、各家庭の担うことを確認できた機会となりました。我が家でも納得会を

開催してみたいと思います。 
・いっぱいいろんな話ができて楽しかったです。正解を多くより納得を求めるという最後

の先生のお言葉に納得でした。 
・自分のグループでは、ほめることももちろん大切だが、「ありがとう」という感謝の気持

ちを伝えるのがよいのではという話が出ました。まず、家に帰ってやります！ 
・ワールドカフェの前のアイスブレイクで大分緊張がほぐれて、たくさんの方と話ができ

てとても良かったです。今回の課題のスマホ・SNS・ゲームとどう向き合うか？と話し

合い、今の子どもたちの環境に合わせ、自分たち親も変わらなければいけないというこ

と、改めて考えさせられた時間でした。 
・テーブルホストの役でした。とはいえ、参会者の皆さんの積極的な発言で私が一番学ぶ

ことができました。 
・お互いに話を出し合うことで、いろいろな家庭の様々な話を聞くことができました。言

葉で伝え、今ある「ありがとう」を伝えていきたいです。 
・たくさんの人の前で話すことが苦手なので、少人数での発言にして頂けていたのでとて

も楽しかったです。 
・時間が長いと思ったけれど、始まってみれば、皆さんの意見や体験談に共感したり、こ

んな時どうですか？などと質問が生まれてきて、とても楽しい時間が過ごせました。 
 
 



◆ワールド・カフェのエチケット 

☆正解や間違いはありません！リラックスして話し合いましょう！ ☆否定はせず、受け止めましょ

う！☆あなたの考えを積極的、簡潔に話しましょう。 ☆相手の話に耳を傾け、時には質問しましょう！ 

☆アイデアを繋ぎ合わせてみましょう！  何より、会話を楽しみましょう！ 

 
 

令和元年度 子育て委員会 活動テーマ 「親子で考え、共に学び、成長しよう」 
□ 発行者： 諏訪地区 PTA 連合会 子育て委員会 委員長 小飼明子（茅野東部中） 副委員長 伊藤淳（社中） 
□ 編集者： 中村美和（岡谷東部中） 友野あい（社中） 有賀香（中洲小） 小林政幸（長峰中） 小池洋平（境小） 五味仁美（原小） 

 

諏訪地区 PTA 指導者研修会 開催 

5 月 26 日、茅野市立東部中学校において、 諏訪地区 PTA 指導者研修会が行われました。これは、小中学校ＰＴ

Ａ活動の望ましいあり方について研修し、会員・役員としての資質向上を目的とするもので、毎年この時期に、南信

教育事務所と諏訪地区ＰＴＡ連合会が共催で行っています。今回は「笑顔で学び 笑顔で育てよう」を研修テ－マ

に、講演会と分科会を行いました。出席者は、諏訪郡内４５校ある小中学校の、会長・副会長含むＰＴＡ役員と、校長・

教頭含む教職員の皆さん２００名以上の参加がありました。 

 

当日は、下伊那郡松川町元教育長の鋤柄
すきがら

郁夫
い く お

さんを迎え、 「聞こえますか 子どもたちの心の叫び」と題して

お話をして下さいました。「テストの点数にこだわるのではなく、子どもの人間性を育てるのが大人の役目。子ども

の心の叫びを聴きとる感性を持つにはどうしたらよいのか。心の居・触・充が子どもを元気にする。目には見えない

心を感じ、時を待たずして褒める、叱る。」 前向きな子育てのヒントを、みなさんと考え合いました。 

◆講演会の感想 

★とても分かりやすい言葉で、ご自分のお孫さんとのエピソードを交えながらお話しくださったので、終始和や

かな雰囲気で聞くことができました。 ★子どもの発達段階に応じて、教え、身に付けさせるべきものがあるという

お話に共感しました。 ★比べない、心で褒める、心で聴く、とても大切なことだと改めて思いました。 ★お饅頭

が４つあり、子どもが３人でどう分けるという算数の問題。一人１個ずつと残りの１個は死んだおじいちゃんにあげる

と答えた子どもの考え方が素晴らしいと思いました。 ★親だって成長できるよ。人格を磨けるよ、と励まして頂い

た気持になりました。 

 

次に、７つの分科会に分かれ研修を行いました。 

第 1 分科会 各学校のＰＴＡ活動について思いを熱く語ろう～PTA 役員情報交換・PTA 活動を活性化させよう～ 

第 2分科会 家庭教育について考えよう ～単 Pでも使える話し合い方法の体験～ 「ワールド・カフェ」 

第 3 分科会 インターネット犯罪の現状 ～子どもたちを取り巻く現状の課題～ 

第 4分科会 PTA 広報紙づくりは面白い！ ～思わず読みたくなる紙面づくりのコツをシェアしよう～ 

第 5分科会 「永明小学校型コミュニティースクールの取組について」 ～各学校での CSの取組を学び合おう～ 

第 6 分科会 学級レクに活かせる集団ゲームや運動遊び ～みんなで楽しくアイスブレイク～ 

第 7分科会 鋤柄郁夫さんを囲んでの情報交換会 ～人間力豊かな子どもを育てるために～ 

 

この中で、子育て委員会は、第 2 分科会 ～単 P（単位ＰＴＡ：各学校の意）でも使える話し合い方法の体験～  

「ワールド・カフェ」という手法を提案し、参加者の皆さんに体験して頂きました。 

ワールド・カフェとは？ 4、5 人単位の小人数グループで、メンバーの組み合わせを替えながら、話し合いを続ける
事により、あたかも参加者全員が話し合っているような効果が得られる会話の手法です。 

 

 

 

 

おやの芽・こどもの芽 
諏訪地区 PTA連合会 

子育て委員会だより   
令和元年７月発行 第１号 
事務局： 諏訪市諏訪 1-23-10 

諏訪地区子育て委員会 

シンボルマーク 



◆ワールド・カフェの標準的な流れ （今回は、各ラウンド 20 分間） 

第 1 ラウンド 簡単な自己紹介の後、テーマについて探求する。 

少人数でテーブルを囲み、テーマについて話し合う。模造紙に直接書き込んだり、付箋紙に記入して模造紙に

貼り付ける。遊び心で、イタズラ書きや絵なども入れて。 

第 2 ラウンド ホストを残しテーブルを移動、アイデアを”他家受粉”する。 

新しいメンバーになるので、簡単な自己紹介の後、そのテーブルホストから内容を聞き、自分のテーブルで出

たアイデアを紹介し、つながりを探求する。 

第 3 ラウンド 気づきや発見を統合する。 最初のテーブルに戻って話し合い、アイデアを統合する。 

全体セッション 集合的な発見を“収穫”し、共有する。 

司会者の進行により、参加者全員で、それまでに得られた気づきやアイデアを共有する。 

 

◆今回のカフェテーマ 

★「最近、子供を褒めたこと、褒め方」   ★「どう付き合う？スマホ・SNS・ゲーム」  

5～6 人でひとつのテーブルを囲み、メンバーを入れ替えながら、カフェテーマについて会話を進めていきまし

た。紙面の都合上、話し合いの結果を掲載することが出来ませんが、それぞれ新たな気づきがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲み物やお菓子もあり、「カフェ」のような空間    テーブル上には、各自の言葉がたくさん♪ 

（※↑写真は印刷の加減でうまく表示出来なかったら、ごめんなさい） 

◆アンケートの結果 

 

 

楽しめた

85%

やや楽しめた

10%

どちらとも言えない

5%

お楽しみいただけましたか？

出来た

44%
おおむね出来た

42%

どちらとも言えない

7%

あまり出来なかった

7%

意見を十分に発言できましたか？

活用したい

56%

やや活用したい

39%

どちらとも言えない

5%

自分たちで活用したいと思いますか？

やや長すぎた

7%

ちょうど良かった

86%

やや短すぎた

7%

時間配分はいかがでしたか？



◆参加者の声 

★他校の PTA の方々とお話しする機会が大変有り難かった。 ★課題ばかりに着眼するのではなく、ホッとするよ

うな言葉に子育てに明るい未来を持つことができました。 ★皆さんの話を聞いて考えが広がりました。対話する

事、大事ですね。帰ったら、いっぱい家族で話をします。 ★皆さんが同じような悩み等を持っている事が確認でき

た。正解が無い事は、納得解（会）を作る事が重要と認識出来た。 ★テーマはちょっと難しかったが、書いたものを

見合う事で「あっ！それなら！」と共感しながら進めることが出来た。 ★意見を引き出す、切り出しても良い雰囲気

など、書くことによってやりやすくなり、活用幅が広がると感じた。 ★ホストさんが上手にまとめて下さってスムー

ズで良かった。 ★沢山のお父さん、お母さんのお話を聞くことができ、帰ってから今日までの私は「みんな同じなん

だ！」となんだか気持ちにゆとりが持てている気がする。 ★ピンポイントなテーマで情報共有ってなかなか出来な

いところ、目からウロコの話し合いの形だった。 ★皆さんが 1人の親として、今回取り上げた内容以外にも、案外お

願い事を感じたり考えたりしている事が分かり非常に有意義な時間だった。 ★本当に楽しい時間と何処のお家も似

たようなものだと安心する一時だった。 ★笑いもたくさんあり、面白い意見が出ていて良い会だった。 ★自分を

見つめ直す意見も聞くことが出来て、短時間にもかかわらず大きな気づきを得ることが出来た。 

楽しくて良かった！ ～大多数の感想～ 

 

◆テーブルホスト（スタッフ）の声 

★参加者の方には積極的に、参加してもらえる方が多く助かった。 ★自分のグループには経験ある教頭先生が

いらっしゃったのでとても助けてもらった感じ。★ワールド・カフェのやり方とルール説明はやった方が良かった。 

★それでは始めて下さい！と急に始まってしまった為戸惑った。 ★始めに全体の進め方の説明が欲しかった。 

★用紙の使い方や話の振り方、発表の仕方が分からなかったので、事前に全ラウンドやったり、用紙の使い方のレク

チャーがあるといい。 ★お菓子より、飲み物をもっと用意すれば良かった。 

★プラスチックカップをやめて、マイカップを持参したらどうか(雰囲気が華やかになりそう) 。 

★全体セッションの発表を、もっとしっかり纏めて話せば良かった。父親は子供と接する機会が少なく、更に娘さん

だと余計にお互いの距離感が分からず、会話に困ることもあるそう。奥様から、今日はこんなことがあったから

褒めてねと言って貰えると話も出来て、褒めることも出来るのでは。 

★全体セッションで、全てのテーブル発表をしたい。 

★「興味のある方は、各テーブルを回ってからお帰り下さい」などのアナウンスをすると、更に良かった。 

★助言者の矢島先生が言われていた、納得解の考え方は、今後答えのない問題等に直面した際に家族で話し合う

時などに、大変参考になった。 

★今回は『本来のワールド・カフェのやり方』という事だったが、私は両方とも体験してみて、テーマは多く、参加者

のテーブル移動も自由にして行う方が、沢山の人の意見を共有する事が出来て、よりワールド・カフェの楽しさが

分かる感じがした。  

★親同士としての話し合いは確かに楽しいのだが、ワールド・カフェは、今回のような具体的なテーマでは無く、も

っと抽象的な問いについて、新しいアイデアを生み出したい時に、真価が発揮できるのかも知れない。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワールド・カフェは、各市町村ＰＴＡ連合会や、学校単位、クラス単位でも実施可能です。 

みなさんのやり方で、やってみて下さい。 

参考書籍 「ワールド・ カフェをやろう 新版 会話がつながり、世界がつながる 」  

日本経済新聞出版社   



諏訪地区 PTA 連合会について 

諏訪 6 市町村の小中学校 45 校からの代表者で構成されており、役員は輪番制で毎年変わり、令和元年度は以下のメン

バーで活動し、各市町村や各学校へ情報をフィードバック出来るよう努めています。来年度は連合会長と子育て委員長は

下諏訪中から、副会長は豊田小・境小・小井川小・玉川小・下諏訪北小から選出になります。 

市町村の枠を超えた交流ができ、面白く貴重な体験になることでしょう。来年度は、あなたが役員かも知れませんね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長  雁木周平（茅野東部中）  子育て委員長 小飼明子（茅野東部中）  副委員長 伊藤 淳（社中） 

岡谷市   副会長 黒河内孝行（岡谷東部中）   中村美和 （岡谷東部中）    池田秀司（岡谷東部中校長） 

下諏訪町  副会長 伊藤 淳（社中）        友野あい （社中）                小野英幸（社中校長） 

諏訪市   副会長 高井秀一（中洲小）       有賀 香  （中洲小）           小林みゆき（中洲小校長） 

茅野市   副会長 小林洋一（泉野小）       小林政幸 （長峰中）              松岡一成（泉野小校長） 

富士見町  副会長 三井信二（本郷小）       小池洋平 （境小）              矢島俊樹（本郷小校長） 

原村     副会長 行田晃弘（原小）        五味仁美 （原小）                名取義仁（原小校長） 

◇ 校長   副会長 赤羽秀俊（諏訪西中校長）     曽根原義治（上の原小校長） 

◇ 幹事   田中英幸（茅野東部中）  荻原美保（長峰中）  ◇監事 守屋智和（宮川小）  小野綱（金沢小） 

◇事務局校 松島良次（茅野東部中校長） 事務局長 杉村秀樹（茅野東部中教頭） 事務局 齊藤寿清（諏訪教育博物館）     

◇ 長野県 PTA 連合会 監事（父親代表） 駒場 豊（岡谷北部中） 

諏訪郡市 PTA 連合会事務局 諏訪市諏訪 1-23-10 電話 0266-58-2977 メール suwahaku@suwa-k.or.jp 

富士見町   小池洋平 （境小） 

原村     五味仁美 （原小）  

茅野市    小林政幸 （長峰中） 

諏訪市    有賀 香 （中洲小） 

下諏訪町   友野あい （社中） 

岡谷市    中村美和 （岡谷東部中） 
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令和元年度 
諏訪地区 PTA 連合会 子育て委員会 組織図 

諏訪連合 PTA 会長の雁木です。難しい話は抜きにして、皆さん PTA 活動を楽しんでいますか？私は楽しん

でいます。といっても PTA の役員としての活動はほとんどの場合 1年で終わってしまいますよね。やっとどん

な組織なのかわかってきた、やることがわかってきた、そんなときに終わってしまうのですよね。そんな PTA

役員ですが皆様のひとつひとつの活動が子供や地域に大きく貢献しています。子供たちを取り巻く環境改

善・保護者の学習の場等々、我々が影響を及ぼすことは多岐にわたります。ぜひとも関わることがありました

らお力をお貸しください。そして来年・再来年へとその積み重ねを引き継いでいただければありがたいです。

諏訪地区 PTA連合会 会長 雁木周平（茅野東部中） 



令和元年９月２日 

学校長 様 PTA会長 様 

単Ｐ事務局 様 

長野県ＰＴＡ連合会 会長   大島 修 

                                  子育て委員長 森 しのぶ 

諏訪地区ＰＴＡ連合会 会長  雁木周平 

諏訪地区子育て委員長  小飼明子 

陽だまり懇談会開催について 
 

 初秋の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より、本会の活動に対し

まして、ご理解とご協力をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。 

さて、子どもたちの健全な育成を目指し、望ましいＰＴＡ活動をどのように進めるかは、私たちＰＴＡ会員

にとって最大の課題であります。とりわけ、子育てを巡る様々な事案が明らかになっている現在、保護者自身

の「学びと連携」の必要性が一層高まってきていると感じております。 

そこで、保護者自身の子育て力の更なる向上を目指すため、本年度の陽だまり懇談会は「大人の自己肯定感

の醸成」を柱とし開催致します。子育てをする仲間同士、お互いを応援し認め合い、自分の軸を再確認して家

庭教育に反映していただくことを願っております。そのことが、子どもの自己肯定感を高めることに結びつく

と考えるからです。各郡市ＰＴＡにおける父親母親委員会活動等において中心的役割を担う皆様にご参集いた

だき、子育ての悩みの解消やサポート体制・ネットワークづくりの一助にしていただきたいと存じます。また

、昨年度に引き続き、現場に近いより多くの皆様にご参集いただくため、本年度は諏訪地区ＰＴＡ連合会と共

同開催を致します。（諏訪地区PTA単体での研修会はありません） 

長野県ＰＴＡ連合会と諏訪地区ＰＴＡ連合会とで、協力し合い充実した懇談会にしたいと考えておりますの

で、対象となる皆様のご出席につきまして、格別なるご配意を賜りますようお願い申し上げます。 

 

陽だまり懇談会開催要項 

 

１．共 催  長野県ＰＴＡ連合会子育て委員会・諏訪地区ＰＴＡ連合会 

 

２．日 時  令和元年１０月２６日（土）１３：００～１６：００ 

 

３．会 場  諏訪教育会館 ３階 大会議室 (諏訪市諏訪１丁目２３－１０) 
 

   ＜駐車は上諏訪駅派出所横の市営駅前駐車場、上諏訪中学校などをご利用下さい＞ 
 

４．日 程 

  12:30 13:00  13:10   13:25   13:45           15:30   15:45  16:00 

受付 

アイス

ブレー

キング 

開会 

行事 

研修Ⅰ 

ワールド 

カフェ説明 

 

ワールド 

カフェ実践 

休

憩 

 

ワールド 

カフェ実践 

研修Ⅱ 

講 話 

閉会 

行事 

 

５．研修内容 

（１）研究協議 ワールドカフェ（グループ別懇談会） 

今回は私たち保護者にとって身近な課題を話し合って解決していくのではなく、自分自身を見つめ直す

時間にしていただきたいと思います。そして、子育てをしている仲間同士、お互いを応援し認め合うこと

により、保護者自身の自己肯定感を高め、心に余裕を持ち、家庭教育の充実に繋げていただくことを願っ

ています。 

※ワールドカフェホスト役は参加者の皆様にも担当していただく予定です。 

 

（２）講話 演題 「 かけがえのない瞬間
と き

 」 

講師  平成２８・２９年度長野県ＰＴＡ連合会母親代表副会長 

平成３０年度 長野県ＰＴＡ連合会監事    黒岩裕子さん 

 

６．出席対象者 各単Ｐの、子育てや家庭教育に携わる専門委員長１名 

（父親母親委員長、子育て委員長、家庭共育委員長など） 

※専門委員長の他に参加を希望する場合は、対象者の１名を含めて２名までとなるよう、ご調整願

います。その場合、事前にその旨を諏訪地区PTA連合会事務局までご連絡ください。 

 

７. 出欠報告 

別紙報告用紙に必要事項を各郡市ＰＴＡでまとめてご記入のうえ、 

９月１０日(火)までに諏訪地区PTA連合会事務局へＦＡＸ等で、懇親会出欠も併せてご報告く

ださい。 

 

 

８．その他 

  ・上履き(スリッパ)をご持参ください。 

・軽装でご参加ください。 

    ・駐車場台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

・陽だまり懇談会終了後、17：00より懇親会を予定しております。 

会場 : マイケルズ(諏訪市大手2丁目13-1 電話0266-57-2334) 会費 : 4,000円   

参加者の皆様との更なる情報交換と交流を深めるため、多くの方にご出席いただければ幸いです

。なお、懇親会の出欠につきましても併せてご報告ください。 

 
   
 

 
諏訪地区PTA連合会 事務局 

〒392-0004 諏訪市諏訪1-23-10 

電話 0266-58-2977  FAX 同左 

メールsuwahaku@suwa-k.or.jp       



 
 

令和元年度 子育て委員会 活動テーマ 「親子で考え、共に学び、成長しよう」 
□ 発行者： 諏訪地区 PTA 連合会 子育て委員会 委員長 小飼明子（茅野東部中） 副委員長 伊藤淳（社中） 
□ 編集者： 中村美和（岡谷東部中） 友野あい（社中） 有賀香（中洲小） 小林政幸（長峰中） 小池洋平（境小） 五味仁美（原小） 

 

陽だまり懇談会 開催 

例年は秋に、諏訪地区 PTA 子育て委員会主催の講演会・勉強会などを行っていますが、本年度は、令和元

年１０月２６日(土)、諏訪教育会館において、 諏訪地区 PTA子育て委員会と長野県 PTA 共催の陽だまり懇談

会が行われました。これは、『子どもたちの健全な育成を目指し、望ましいＰＴＡ活動をどのように進めるかは、

私たちＰＴＡ会員にとって最大の課題であり、とりわけ、子育てを巡る様々な事案が明らかになっています。 

保護者自身の「学びと連携」の必要性が一層高まってきている中、保護者自身の子育て力の更なる向上を

目指すため、本年度の陽だまり懇談会は「大人の自己肯定感の醸成」ができるように』との、長野県 PTA 子育

て委員長の意向によるものです。 

今回はワールド・カフェ形式の話し合いと、講演会を行いました。出席者は、諏訪郡内４５校ある小中学校の

会長含むＰＴＡ役員と、校長・教頭含む教職員、長野県 PTA連合会役員の皆様など 92 名の参加がありました。 

当日は、平成３０年度 長野県ＰＴＡ連合会監事 黒岩裕子さんを迎え、 『かけがえのない瞬間（とき）』 と

題して、「子どもと関われる今だからこそできること、子どもと過ごせる今を大切にしたい。 子ども達に負け

ない創造力で明日の笑顔をつくりだしてみませんか」といった、お話をして下さいました。 

 

 

★ワールド・カフェ実践  

ワールド・カフェとは？ 4、5 人単位の小人数グループで、メンバーの組み合わせを替えながら、話し

合いを続ける事により、あたかも参加者全員が話し合っているような効果が得られる会話の手法です。 

 

 

 

 

 

 

〇今回のテーマ：「自分の心と向き合おう！子育てをしている仲間同士認め合い応援しよう！」 

<テーマの背景> 

「子どもの自己肯定感が高まる工夫って何だろう？親として何ができるのだろう？」という問い 

⇒子どもの自己肯定感が高まるために必要なもの（環境）とは、子どもにとって、陽だまりのような心休

まる、ほっとできる居場所である。「自分は大切な存在なんだ」という自尊感情を育むことが必要である。

(自尊感情は自己肯定感を育むための土台となる絶対的なものと考えるからである。) 

 

<課題>心休まる居場所とは、甘えさせる場所ではあるが、甘やかす場所ではなく、優しさと厳しさのバラ

ンスは大変難しい。子育ては親の思い通りにいかない。では、親としてどのような心持ちでいたらよいの

か？ 

おやの芽・こどもの芽 
諏訪地区 PTA連合会 

子育て委員会だより   
令和 2年 1 月発行 第 2 号 
事務局： 諏訪市諏訪 1-23-10 

諏訪地区子育て委員会 

シンボルマーク 

◆ワールド・カフェは、各市町村ＰＴＡ連合会や、学校単位、クラス単位でも実施可能で

す。みなさんのやり方で、やってみて下さい。 

参考書籍 「ワールド・ カフェをやろう 新版 会話がつながり、世界がつながる 」 
日本経済新聞出版社 



<陽だまり懇談会の目指すゴール> 

「心にゆとりを持ち、おおらかな気持ちで子どもの気持ちに寄り添い、時には毅然とした態度で信念を貫

く。そして子どもを信じる」こと。 家庭教育の充実  

→そのために、大人自身が自己認識を深めて、自己肯定感が高まるような対話が必要である。 

  〇実践 [自己紹介→自分を知る→お互いを応援する→応援メッセージを書く]  この懇談手順で行わ

れました。 

◇あるテーブルの応援メッセージ◇ 

 

 
 
 
 

 

  
 
《 当日の振り返りより 》 

◇役を受けていても、このような機会に参加しなければ、経験になりません。地元でこのような機会に恵

まれてありがたかったです。同じ思いをされている方、いろんな経験をされている方と語れてよかった

です。 ◇ワールド・カフェで、自分の短所だと思っていたことが、実は短所ではなく、がんばってい

ることなんだと気付かせていただき、自分を肯定的にとらえることができました。子どもに対しても、

同じように励まし、ほめてあげることができるといいなと思いました。 

◇講演会も良いですが、色々な方々の考え方に触れるこういった機会は自分の解釈が増量されていること

を実感できてとても良いと思います。◇来る前はどんな時間になるんだろう？色々と不安な気持ちもあ

りましたが、終わったときには、とても貴重な機会だったと感じました。 

子供へ 

生まれてきてくれてありがと

う。つらい時もそばにいるよ 

話を聞いてもらえたことがあり

がたい。子どもに対しても同じ

なんですよね 

ＰＴＡ活動も残りすくなく

なってきてさみしいけど、

がんばろう！ 

自分自身もストレス発

散しながら、子どもと共

に楽しむ時間を作ろう 

力を合わせれば

何でもできる 

子どもと一緒に泣

いたり笑ったり、 

もっとしよう！ 

あと半年。 

さあ、ラストスパート

がんばろう！ 

何とかなりそうな

気がしてきた 

みんなで協力し

てがんばろう！ ポジティブに

考えよう 

成功をイメージ

しよう 

子どもの前では

笑顔でいよう 

子育てを

楽しもう！ 

みんな同じで、子育

てについての悩み

事がある。 

情報共有しよう 

広げよう 

ＰＴＡ活動を 

かけがえのない 

家族、友人、ＰＴＡ 

ありがとう！ 

子育ての中には

いろいろあって、

大変だけど、楽し

んじゃいましょう 

クレーマーに

負けるな。 

みんながつい

てる！ 



◇ワールド・カフェスタイルの研修は学びが多く、これからの学校のあり方を親が学ぶ機会になると思い

ます。◇一期一会、良い仲間と良い時間を過ごさせていただきました。様々な話を聞いて、たくさんの

事を学ばせてもらいました。学校に戻って伝えていきたいと思います。 

◇ワールド・カフェ、初体験でどのように進んでいくのか全くわからない状態でしたが、とてもおもしろ

かったです。テーマがあって話をするより、紙に書いて見ながら話した方が記憶にも残りやすくなると

思うし、話もしやすくていいなぁと思います。学校でもやってみたいです。 

◇ワールド・カフェは他ではなかなか話せない事が言える場所であり、とても楽しいと思っています。毎

回笑顔でお話出来るので単Ｐでも出来ると良いなと思

っています。市Ｐ以外の方とも話が出来て、とてもい

い時間が過ごせました。 

◇初めて陽だまり懇談会に参加させていただきました。

各地区から参加された方々と話をすることができ、大

変良い機会となりました。各単Ｐでもワールド・カフ

ェ方式の懇談会ができるとよいと感じました。 

◇ワールド・カフェ、初対面の方とでも、とても楽しく

話せて良かったです。共感して頂いたり、ほめて頂い

たことで自己肯定感を感じることが出来ました。 

◇ワールド・カフェに初めて参加しました。グループト

ークより気軽にできました。沢山学ぶことができまし

た。ありがとうございました。 

◇初対面の方と話ができて良かった。色々な話が出来、

少し心が楽になった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 終わりに ～ 

 今年度は諏訪の地で、陽だまり懇談会を開催させていただきましたこと、心より御礼申し上げま

す。諏訪地区ＰＴＡ連合会の役員の皆様、参加して下さった皆様、また遠方よりお越しくださいまし

た各郡市ＰＴＡ連合会の代表者の皆様、大変お世話になりました。本当にありがとうございました。

この報告書を作成するにあたり、模造紙を拝見しますと、子育てやＰＴＡ活動に対して、とても意識

の高い方々がお集まりくださったんだなぁと感じました。仲間とともに考える質を高め、限られた時

間の中で、子どもたちのためにできることをやっている今、とっても素敵な時間です！皆様とのこの

出会いを心の糧とし、今を大切に、そしてポジティブな思い込みをしながら、私も皆様と一緒に前に

進んでいきたいと思います。ありがとうございました。 

              長野県ＰＴＡ連合会 子育て委員長 森 しのぶ（大町第一中） 

 

各テーブルから笑い声、歓声、拍手が聞こえ、時間が過ぎていきました。短い時間の最後に応援メ

ッセージがあり、ホスト役の言葉に涙した話を聞きました。面と向かって伝えてくれる感情のこもっ

た言葉に、感涙されたと…胸が熱くなりました。人が集まっての会話は、表情が見え、声のトーンも

あり、人間が出す熱気で温か味を実感します。なのに、現代社会はどうでしょう…悩み所です。先生

方、県、諏訪地区役員の皆様、事務局の協力で、準備から始まり、一般で来てくださった方々、楽し

い時間を心から感謝申し上げます。          

            諏訪地区ＰＴＡ連合会 子育て委員長 小飼 明子（茅野東部中） 

 

長野日報 掲載 

2019 年 

10 月 28 日 



◆諏訪地区 PTA 連合会 令和 2 年度の予定 

長野県 PTA 新役員研修会  2 月 23 日（日）12：50～ 塩尻市 文化会館レザンホール 

新旧役員・事務局引き継ぎ会 3月 2 日（月）16：30～  諏訪市 諏訪教育会館 

第１回代議員会       5 月 11 日（月）17：30～  諏訪市 会場未定 

諏訪地区 PTA指導者研修会 5月 24 日（日）12：25～  下諏訪町 下諏訪中学校 

 

令和元年度子育て委員より ひとこと 

★委員長 小飼 明子（茅野東部中） 

家庭の子育て・社会の仕事に追われていた自分に、役員会での会話は温まりました。頼り甲斐のある役員（委

員）の皆様に支えられ日々過ぎています。大切な子供たちを一生懸命育てている姿が想像できます。すばらし

い出会いと役職に感謝致します。 

★副委員長 伊藤淳（下諏訪社中） 

私が思う、郡 PTA の役員最大のメリットは「他市町村役員との情報交換」です。講演会で誰を呼んだか？クラ

スのレクリエーションで何をしたか？等のほか、行事の運営時期ひとつ取ってみても自分の町や学校とは違う

理由があったり、ワールド・カフェを体験したりと、私にとっては「なるほど！」の多い、実りのある 1年でした。 

★委員のみなさん 

 
 
 
 
 

中村美和（岡谷東部中） 

くじで決まった役員でしたので最初

は不安しかありませんでした。でも

始まってみたら楽しい！ 先輩後輩

もいて、何十年かぶりの部活動をし

たような気分でした。今までに一番

子育てについて考えた、自分にとっ

ても大切な一年だったと思います。

この歳になって、仕事以外で一つの

目標に向かう経験はとても貴重だ

と思います。 

友野あい（下諏訪社中） 

PTA 活動がどの様なものか分

からずに始まりましたが、日頃

顔見知りの学校単位 PTA 活動

だけでなく、郡の代表校が集ま

る子育て委員として活動でき

て、今はとても良い縁が広がっ

たと実感しています。  また、

ワールド・カフェというものを知

ることができ、自分の知識が広

がりました。 

有賀香（諏訪中洲小） 

この一年、子育て委員として活

動し研修会や講演会などを通

し、様々な方と知り合え学ぶこ

とができ、とても良い一年にな

りました。子供を育てることを

考え、自身を顧みることの出来

た良い時間でした。支えてくだ

さった方々と巡り合うことが出

来た方々に感謝いたします 

小林政幸（茅野長峰中） 

振り返ってみると本当に楽しく活動

できた一年間だったと感じます。 

5 月の研修会での第 2 分科会と 10

月の陽だまり懇談会では、共にワー

ルド・カフェのテーブルホストをさせ

て頂きましたが、参加された方が共

通の困り事が有る事が共有できた

事や、今後の子育てのヒントになる

事も得られ良い体験を出来たと思

います。 

小池洋平（富士見境小） 

子育て委員になって 6 市

町村が一つになり、すわっ

子のために活動していると

実感できる特別な場所だ

と思いました。今まで教育

や子育てに熱心ではなか

ったのですが、研修会や懇

談会を通じて自分の子育て

を見直すいいきっかけにな

りました。 

五味仁美（原小） 

「こどもを他人（ひと）と比べ

ない」。研修会でお聴きし心

に残った言葉です。はっとし

た一言でした。 

郡Ｐの仕事をにこやかに「私

がやりましょうか」と言って

下さる役員の方々。素敵で思

いやりのある仲間に恵まれ

た一年です。感謝申し上げま

す。 



　　　三役・理事

役　職 氏　　名

会 長 雁 木 周 平 東部中学校 （茅野市PTA連合会）

副 会 長 小 飼 明 子 東部中学校 （茅野市PTA連合会）

〃 伊 藤 淳 下諏訪社中学校  (下諏訪町PTA連合会長）

〃 黒 河 内 孝 行 岡谷東部中学校 （岡谷市PTA連合会長）

〃 高 井 秀 一 中洲小学校 （諏訪市PTA連合会長）

〃 小 林 洋 一 泉野小学校 （茅野市PTA連合会長）

〃 三 井 信 二 本郷小学校 （富士見町PTA連合会長）

〃 行 田 晃 弘 原小学校 （原村PTA連合会長）

〃 赤 羽 秀 俊 諏訪西中学校  (校長会長)

〃 曽 根 原 義 治 上の原小学校  (校長会副会長)

理 事 松 島 良 次 東部中学校  東部中学校長

〃 小 野 英 幸 下諏訪社中学校  下諏訪社中学校長

〃 池 田 秀 司 岡谷東部中学校  岡谷東部中学校長

〃 小 林 み ゆ き 中洲小学校  中洲小学校長

〃 松 岡 一 成 泉野小学校  泉野小学校長

〃 矢 島 俊 樹 本郷小学校  本郷小学校長

〃 名 取 義 仁 原小学校  原小学校長

幹 事 田 中 英 幸 東部中学校 （茅野市PTA連合会）

〃 荻 原 美 保 長峰中学校 （茅野市PTA連合会）

監 事 守 屋 智 和 宮川小学校 （茅野市PTA連合会）

〃 小 野 綱 金沢小学校 （茅野市PTA連合会）

事務局長 杉 村 秀 樹 東部中学校  東部中学校教頭

（附）諏訪地区ＰＴＡ連合会事務局

住　　所：〒392-0004　諏訪市諏訪　1-23-10　諏訪教育博物館内(TEL・FAX　58-2977）

                                    Ｅ－ｍａｉｌ　suwahaku@suwa-k.or.jp

　　　　　　　　　　　　事務員：齊藤寿清(諏訪教育博物館) 自宅℡23-7883

南信教育事務所

指導主事：　守矢　雅樹　（生涯学習課）（TEL．0265-76-6861）

長野県PTA連合会 

監事（父親代表）：　駒場　豊（岡谷北部中）

所 属

平成３１年・令和元年度　　諏訪地区ＰＴＡ連合会役員名簿



役 職 所 属 単 Ｐ 等

委 員 長 東部中学校

副 委 員 長 下諏訪社中学校

委 員 下諏訪社中学校

〃 岡谷東部中学校

〃 中洲小学校

〃 長峰中学校

〃 境小学校

〃 原小学校

幹 事 泉野小学校

顧 問 東部中学校長

〃 下諏訪社中学校長

〃 岡谷東部中学校長

〃 中洲小学校長

〃 泉野小学校長

〃 本郷小学校長

〃 原小学校長

〃 東部中学校(諏訪地区PTA会長)

第１条
第２条

第３条

第４条

第５条

第６条

　３　　代表委員　　 ６名
（岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町・富士見町・原村より各1名選出）
　４　　顧　問　 　若干名　（校長会より選出の代表を含む）
　この規約は平成３１年４月より施行する。

平成３１年・令和元年度　諏訪地区ＰＴＡ連合会

    子育て委員会名簿

　２　諸問題の検討と分析及び報告に関すること
　３　会員相互の連絡と他団体への協力に関すること
　４　その他必要事項

　１　　委員長　   　１名　（諏訪地区ＰＴＡ連合会副会長）
　２　　副委員長　　 １名　（諏訪地区ＰＴＡ連合会副会長）　

　代表各１名、校長会代表若干名をもって構成する。
　この会は子どもに最も影響力のある保護者に対して、その役割の
　重大性にかんがみ、子育てに臨む自覚を促し、その資質向上と
　ＰＴＡ指導者の養成をはかるための活動を行うことを目的とする。
　この会は前条の目的を達成するために次の活動を行う。
　１　会員の教養向上に関すること

　再任はさまたげない。

　この会は諏訪地区ＰＴＡ連合会の副会長２名、６市町村ＰＴＡ連合会の

松 島 良 次
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　この会は諏訪地区ＰＴＡ連合会子育て委員会という。
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平成３１年・令和元年度　　各校単位ＰＴＡ　子育て委員会連絡員名簿

※　副-単P副会長　　　母-単P、郡P-母親委員長　　　子-単P、郡P-子育て委員長

　　教問-単P、市P-教問委員長

学 校 名 氏 名 学 校 名 氏 名

1 川 岸 小 学 校 山崎 薫利 副 30 岡谷西部中学校 小林 とも子 副 ・ 子

2 神 明 小 学 校 増澤 眞里 副・子 31 岡谷北部中学校 杉本 美保子 副 ・ 子

3 小井川小学校 高 橋 愛 母 32 岡谷南部中学校 伊 藤 舞 子

4 岡谷田中小学校 小口 由起子 子 33 岡谷東部中学校 中村 美和 市 子

5 湊 小 学 校 小池 寛子 副 34 下諏訪中学校 別所 智恵美 副

6 長 地 小 学 校 丹下 真由美 福 35 下諏訪社中学校 境澤 夏子 母

7 上の原小学校 鮎澤 純子 子 36 上諏訪中学校 堀 向 淳 副 ・ 子

8 下諏訪南小学校 清水 聡一 教 問 37 諏 訪 中 学 校 伊藤 直樹 福 ・ 子

9 下諏訪北小学校 田島 美也子 副 38 諏訪西中学校 新海 みどり 副 ・ 子

10 高 島 小 学 校 宮坂久美子 副・母 39 諏訪南中学校 上野 美和子 副

11 城 南 小 学 校 山田 るりか 副 40 永 明 中 学 校 柿澤 陽介 副 ・ 教

12 城 北 小 学 校 土田 千春 子・母 41 北 部 中 学 校 西 澤 晃 教 問

13 四 賀 小 学 校 今井 達也 副・子 42 長 峰 中 学 校 池田 昌樹 教 問

14 豊 田 小 学 校 浅野 正樹 副 43 東 部 中 学 校 小飼 明子 子

15 中 洲 小 学 校 小泉 純子 副 44 原 中 学 校 小口 昭典 教 問

16 湖 南 小 学 校 濱 伸 一 教 問 45 富士見中学校 青木 千晴 副

17 永 明 小 学 校 志水 友紀 母

18 米 沢 小 学 校 山本 敦史 福

19 北 山 小 学 校 菊地 直美 母

20 湖 東 小 学 校 馬場 一也 副

21 豊 平 小 学 校 山岸 大輔 子

22 玉 川 小 学 校 藤田 小百合 母

23 泉 野 小 学 校 久保貴三子 副

24 金 沢 小 学 校 伊東 志織 母

25 宮 川 小 学 校 髙 山 泉 副

26 原 小 学 校 五味 仁美 副・子

27 本 郷 小 学 校 植松 陽子 副・母

28 境 小 学 校 小池 洋平 教 問

29 富士見小学校 伊 藤 望 副



諏訪地区ＰＴＡ役員表
3 1 2

　　Ｈ27△ Ｈ28 Ｈ29△ Ｈ30 　Ｈ31R1△ R2 R3△ R4 R5△ R6 R7△ R8

会長 　副会長 　理　事 　理　事 　副会長【岡北】 　理　事 　理　事 　副会長【諏西】 　理　事 　理　事 　副会長【原中】 　理　事 　理　事

副会長 　なし 　理　事 　理　事 　なし 　理　事 　理　事 なし(男性可) 　理　事 　理　事 なし(男性可) 　理　事 　理　事
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副会長 原　　　原小 下諏訪　下中　 茅野　宮川小　 下諏訪　南小 富士見　本郷小 富士見　境小 茅野　長峰中 富士　富士見中 原　　原小 岡谷 神明小茅野　米沢小 原　　　原中

　〃 下諏訪　社中　 富士　境小　 下諏訪　北小 富士見　富士見中 原　　　原小 原　原中 富士　富士見小 原　　　原中 下諏訪　社中 茅野　北部中 原　　　原中 下諏訪　南小

　〃 富士見　本郷小 原　　原中 富士見　富士見小 原　　　原中 諏訪　中洲小　　岡谷　小井川小 原　　　原小 下諏訪　南小 諏訪　上中　 下諏訪　下中 下諏訪　北小 富士見　富士見中

　〃 諏訪　城南小　　岡谷　湊小 原　　　原小 諏訪　諏訪西中 岡谷　東部中 茅野　玉川小　 下諏訪　北小 諏訪　　南中 岡谷　西部中 富士見　境小 富士見　富士見小 諏訪　諏訪中

　〃 岡谷　南部中　 茅野　豊平小 諏訪　城北小　　岡谷　　岡谷田中小 茅野　泉野小 下諏訪　北小 諏訪　湖南小 岡谷　上の原小 茅野　東部中 原　原小 諏訪　城南小 岡谷　湊小

　〃 中学校長会長

　〃 小学校長会長

理事 岡谷南部中　 湊小 岡谷北部中 岡谷田中小 岡谷東部中 小井川小 川岸小 上の原小 岡谷西部中 神明小 長地小 湊小

　〃 下諏訪町　　〃 　社中 　下中 下諏訪北小 下諏訪南小 　社中 下中 下諏訪南小 社中 下中 下諏訪北小 下諏訪南小 　社中

　〃 諏訪市　　　〃　 城南小 四賀小 城北小 諏訪西中 中洲小 豊田小 湖南小 南中 上中 城北・高島 城南小 諏訪中

　〃 茅野市　　　〃 永明中 豊平小 宮川小 湖東小 泉野小 玉川小 長峰中 永明小 東部中 北部中 米沢小 金沢小

　〃 富士見町　　〃　 本郷小 境小 富士見小 富士見中 本郷小 境小 富士見小 富士見中 本郷小 境小 富士見小 富士見中

　〃 原村　　　　〃 原小 原中 原小 原中 原小 原中 原小 原中 原小 原小 原中 原中

幹事 各市町村で対応 岡谷 茅野 諏訪 岡谷 茅野 下諏訪 諏訪 岡谷 茅野 富士見 諏訪　 岡谷

　〃 岡谷 茅野 諏訪 岡谷 茅野 下諏訪 諏訪 岡谷 茅野　 富士見 諏訪　 岡谷

監事 岡谷 茅野 諏訪 岡谷 茅野 下諏訪 諏訪 岡谷 茅野　 富士見 諏訪　 岡谷

　〃 岡谷 茅野 諏訪 岡谷 茅野 下諏訪 諏訪 岡谷 茅野　 富士見 諏訪　 岡谷

＊　諏訪地区ＰＴＡ連合会会長担当校（事務局）が市町村ＰＴＡ連合会事務局を兼ねない場合　会長担当校の校長も理事となる。 　　（県Ｐ教師代表は隔年です△）

会則第７条の内規　３

　 諏訪地区連合会長は岡谷市・茅野市・諏訪郡（１．下諏訪　２．富士見町・原村　３．無し）・諏訪市の順に選出するものとする。

会則第７条の内規　５

諏訪地区から県ＰＴＡ連合会副会長を選出する場合は、該当年度の諏訪地区ＰＴＡ連合会会長が県ＰＴＡ副会長を兼ねるものとする。

　　　〃　

　　　〃　

　　　〃　

県Ｐでの役職(子育て委員長）

＊　会長が県Pの副会長となる年は県P理事は会長のみ。しかし、出ない年は、会長と子育て委員長が県Pの理事となるが、子育て委員長は母親代表なので女性でなければならないので留意。

諏訪地区Ｐ連会則第7条内規による周り順

令和1年7月1日

市町村Ｐ連会長が担当

次年度会長となる

市町村Ｐ連会長が担当

岡谷市PTA連合会事務局校長

　　　〃　
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　　　〃　

(諏訪地区PTA連合会長）県Pでの役職

　　　〃　

　　　〃　



平成３１年・令和元年度　　諏訪地区ＰＴＡ連合会　代議員名簿

学 校 名 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 名 校 長 名 学校電話番号

1 川 岸 小 学 校 金 原 秀 人 朝 倉 克 博 22-2663
2 神 明 小 学 校 工 藤 研 二 沓 掛 隆 22-2243
3 小 井 川 小 学 校 髙 橋 功 飯 田 八 重 子 22-2234
4 岡 谷 田 中 小 学 校 林 篤 範 井 出 誠 一 22-2425
5 湊 小 学 校 山 岡 俊 幸 北 原 克 己 22-2728
6 長 地 小 学 校 中 澤 拓 雄 小 林 高 志 27-8792
7 上 の 原 小 学 校 横 沢 学 曽 根 原 義 治 28-1187
8 下 諏 訪 南 小 学 校 武 井 英 昭 市 川 元 彦 27-5000
9 下 諏 訪 北 小 学 校 刈 部 智 紀 唐 澤 裕 子 27-2288
10 高 島 小 学 校 油 井 隆 矢 島 作 朗 52-0101
11 城 南 小 学 校 堀 川 光 洋 守 屋 修 介 52-0536
12 城 北 小 学 校 今 井 亜 矢 子 松 井 聡 52-0746
13 四 賀 小 学 校 北 村 大 輝 白 鳥 貴 文 52-1136
14 豊 田 小 学 校 遠 藤 航 平 伊 東 秀 52-1840
15 中 洲 小 学 校 唐 澤 秋 慶 小 林 み ゆ き 52-1933
16 湖 南 小 学 校 大 泉 亙 楜 澤 直 樹 52-1844
17 永 明 小 学 校 小 川 和 哉 五 味 浩 一 72-2207
18 米 沢 小 学 校 竹 内 誠 山 田 亨 72-2409
19 北 山 小 学 校 三 浦 雄 一 柄 澤 俊 彦 78-2234
20 湖 東 小 学 校 小 平 征 史 下 平 香 代 子 78-2620
21 豊 平 小 学 校 山 岸 大 輔 宮 澤 俊 充 72-2924
22 玉 川 小 学 校 朝 倉 健 太 畠 山 正 幸 72-2702
23 泉 野 小 学 校 伊 藤 敦 史 松 岡 一 成 79-3712
24 金 沢 小 学 校 横 田 真 内 藤 恵 理 子 72-3213
25 宮 川 小 学 校 小 林 卓 也 牛 山 智 子 72-3024
26 原 小 学 校 河 西 進 名 取 義 仁 79-2123
27 本 郷 小 学 校 五 味 仙 一 矢 島 俊 樹 62-2128
28 境 小 学 校 木 次 佳 太 植 松 航 一 朗 64-2014
29 富 士 見 小 学 校 宮 澤 大 介 宮 澤 志 郎 62-2126
30 岡 谷 西 部 中 学 校 小 澤 丈 太 朗 河 口 孝 22-3461
31 岡 谷 北 部 中 学 校 滝 澤 章 櫻 井 孝 22-3203
32 岡 谷 南 部 中 学 校 波 摩 和 生 小 松 亨 22-3243
33 岡 谷 東 部 中 学 校 宮 坂 善 男 池 田 秀 司 27-8644
34 下 諏 訪 中 学 校 武 井 周 一 宮 坂 博 喜 27-3000
35 下 諏 訪 社 中 学 校 山 田 一 幸 小 野 英 幸 28-7600
36 上 諏 訪 中 学 校 今 井 宏 加 藤 浩 52-0745
37 諏 訪 中 学 校 宮 坂 岳 西 尾 ひ と 美 52-0908
38 諏 訪 西 中 学 校 関 正 義 赤 羽 秀 俊 52-1832
39 諏 訪 南 中 学 校 大 澤 隆 行 藤 森 一 俊 53-5566
40 永 明 中 学 校 坂 本 幹 夫 片 桐 広 文 72-2364
41 北 部 中 学 校 野 澤 宣 幸 向 河 原 一 仁 78-2244
42 長 峰 中 学 校 伊 藤 靖 名 取 秀 樹 72-4108
43 東 部 中 学 校 田 中 英 幸 松 島 良 次 79-5050
44 原 中 学 校 中 村 弥 生 齊 藤 博 79-2455
45 富 士 見 中 学 校 矢 沢 康 孝 塚 越 智 英 62-2009

三役 PTA 連 合 会 長 雁 木 周 平 東 部 中 学 校 79-5050
子 育 て 委 員 長 小 飼 明 子 東 部 中 学 校 79-5050
子 育 て 副 委 員 長 伊 藤 淳 下諏訪社中学校 28-7600



令和元年度  

諏訪地区 各市町村ＰＴＡ連合会 

活動報告 

 
 日本ＰＴＡ全国協議会 2019 年度「楽しい子育て全国キャンペーン」  

～家庭で話そう！わが家のルール・家族のきずな・命の大切さ～三行詩 入賞作品 



 

 

 

 

 

諏訪地区 PTA連合会は、岡谷市、下諏訪町、諏訪市、茅野市、原村、 

富士見町の、６市町村代表で組織されています。 

役員は輪番制で毎年変わり、今年度の会長と子育て委員長は、当番校

の茅野東部中から、副会長は、各市町村 PTA 連合会の会長が、 

幹事・監事は茅野市から 4 名、子育て委員は、各市町村から、 

学校側からは輪番校の校長が、それぞれ選出されました。 

 

今年度の諏訪地区には小中学校合わせて 45 校あり、 

14,893 名の児童・生徒がいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 岡谷市子育て委員会活動報告 
 

岡谷市子育て委員会テーマ 
 

 
 

 
１．活動内容 
 

（１）学級 PTA・学年 PTA 活性化のための情報・意見交換、研修の実施 
   子どもたちは、環境によって教育されると言います。子どもたちにとっての幸せは 
  「より良い家庭」「より良い先生」「より良い地域」に見守られ育まれることで可能と 
   なります。 
   子育て委員会は、子どもたちを中心とする一番小さな PTA のまとまりである学級 PTA の 
  充実を図り、保護者同士、先生と保護者がコミュニケーションを深め、信頼関係を結び安定した

学級運営がされ、子どもたちがより良い環境で育まれることを目指します。 
 

（２）郡市 PTA 等の研修会への参加 
 

（３）活動新聞（子育て委員会だより）の発行 
 

（４）実践事例集（学級懇談会、レクリエーション、講演会等の事例報告）の作成 
 
２．実施計画 
月 日 会合・行事 内容 
3 月 19 日（火） 新年度役員顔合わせ会  
4 月 19 日（金） 第１回 子育て委員会 事業計画案 
5 月  9 日（木） 

16 日（木） 
26 日（土） 

単位 PTA 活性化推進研修会 
第１回 岡谷市 PTA 連合会評議委員会 
諏訪地区 PTA 指導者研修会（茅野東部中・子育て委員参加） 

研修会 
分科会 
動員あり  

6 月  6 日（木） 第２回 子育て委員会 情報交換 
7 月  子育て委員会便り 第１号発行  

10 月 10 日（木） 
26 日（土） 

 

第３回 子育て委員会 
陽だまり懇談会（諏訪教育会館・県 P との共催） 
子育て委員会便り 第２号発行 

情報交換 

12 月  第４回 子育て委員会  
1 月 17 日（金） 第５回 子育て委員会 会長会・子育て委員会合同新年会  
2 月  

 
28 日（木） 

子育て委員会便り 第３号発行 
市 P 連新旧役員引継ぎ会 
第２回岡谷市 PTA 連合会評議委員会 

 
反省と要望 

 

楽しもう子育て 伝えよう 大切な気持ち 



２０１９年 7月発行 第 1号       岡谷市 PTA連合会 子育て委員会 

子 育 て 委 員 会 だ よ り 

～ 研修会場の様子 ～ 

 

～ 質問 ～ 

子供がやりたいと言って始めたことをやめてしまった時の声掛けはどうしてあげたらい

いでしょうか？（受け入れはしますが、簡単にあきらめていく経験をさせたくありません。） 

 

～ 回答 ～ 

◇ご質問をありがとうございます。 

質問者が子どもの想いを受け入れられたこと、晴らしいと思います。(かなり難しいこと

なんです！) 

  どのようなやり取りを経て受け入れられたかが分からないので、ここからは一般論として

お伝えします。 

 

＜例＞お子さんがやりたいと言って始めたことをやめたいと言い出したとき。 

 

 ①まずは、お子さんの言葉をオウム返しで受け止める。 

   受けとめるとは…良い悪いの判断を横に置き、相手の言葉をそのまま聞きましたという 

   意思表示をすることです。 

   例えば…『そうなんだ！ 〇〇ちゃん(主語は相手)はやめたいと思っているんだね！』 

 

 ②とにかく相手の話を聞く。 

やめたいと思う背景を明らかにしていきます。 

   否定をせず、話を取らず、徹底して相手に話をしてもらいます。 

   例えば…『どうしてそう思ったのか、お母さんに話してくれる？』 

           『他にも何かある？』  

 

 ③自分の考えを相手に伝える時は、相手に話してもよいか確認する。 

   自分の考えはあくまでも参考意見の一つ、どう感じるかはお子さんの自由に任せる。 

   例えば…『お母さんが思っていることを話してもいい？』『いいよ！』 

   この『いいよ』が大切です。『いいよ』と言って初めて、相手は話を聞く態勢になるから

です。 

   『もう少し続けてみるのもいいとお母さん(主語は自分)は思うよ』 

 

※お子さんへの声掛けの例：『どうして△△をやろうと思ったんだっけ？』 

  『△△をやることでどんないい事があると思う？』 

   この声掛けで始めたいと思ったときの気持ちを思い出す可能性もあります。 

 

ちなみに、① ② ③ のステップは子育て以外の全ての場面に活かす事ができます。 

 

※最後に、すでにやめてしまったお子さんへの声掛けです。 

大切なことはこの経験を親が失敗や挫折ととらえないことです。子どもの成長への通過点

だと思ってください。その上で、次に何かを始める時も応援すること、悩んだときは一緒

に考えること、いつも味方だということを伝えて続けて頂けると良いと思います。 

( 子育て委員会だより第 1号発行担当者：小林とも子(西部中)  杉本美保子(北部中)  伊藤舞(南部中) ) 

― 皆さんから頂いたアンケートの中にありました質問に土橋先生から回答をいただいております。次ページもご覧ください。 ― 

⁂ 長野県 PTA 連合会スローガン 

  チーム信州 PTA！ 

 「学びと連携」により、信州モデルの PTAを創造しよう！ 

⁂ 諏訪地区 PTA 連合会 子育て委員会テーマ 

「親子で共に考え 共に学び 共に成長しよう」 

⁂ 岡谷市 PTA 連合会 子育て委員会テーマ 

「楽しもう子育て 伝えよう 大切な気持ち」 

〇 令和元年度 単位 PTA 活性化推進研修会報告 ○ 

子育て委員会事業として、５月９日（木）岡谷市役所大会議室にて「令和元年度 単位Ｐ

ＴＡ活性化推進研修会」を開催致しました。 

当日は、市内小中学校の各学級 PTA 役員の皆様を対象に各学級・各学年の活動をより良

き活動、より良きコミュニケーションが図れるような心構えなどを学びました。 

講演会の講師には、コーチングアカデミー諏訪校 校長 土橋 桂子先生をお招きしました。 

内容としては概略ですが、先ずは自分自身が【心のゆとりを持とう】【心の栄養を取ろう】

など子供たちと接する上での心構えや、心に余裕をもつことでのプラス思考の言葉がけに

ついてでした。グループワークでは他の学校の方と意見をやりとりすることもでき、大変

有意義な研修でした。 

今年度も昨年同様たくさんの方にご参加いただき、たくさんのことを学ぶことが出来ま

した。 

 

 

【令和元年度 岡谷市ＰＴＡ連合会 役員挨拶】 

日頃より岡谷市ＰＴＡ連合会の活動に対し、ご理解・ご協力をいただき、感謝申し 

上げます。 

学校・家庭・地域の皆様と一体となり子どもたちが学びやすい環境を作ってまいり 

たいと考えております。子どもと共に学び、共に成長できるようなＰＴＡ活動を目指 

して役員一同頑張って参ります。一年間宜しくお願いいたします。 

            岡谷市ＰＴＡ連合会 会   長 黒河内 孝行(東部中) 

               子育て委員会 委 員 長 中村 美和(東部中) 

                      副委員長 青島 靖武(東部中) 

  〈岡谷市ＰＴＡ連合会 子育て委員紹介〉 

 山崎薫利（川岸小） 増澤眞里（神明小） 髙橋愛（小井川小） 小池寛子（湊小） 

 小口由紀子（岡谷田中小） 丹下真由美（長地小） 鮎澤純子（上の原小） 

小林とも子（西部中） 杉本美保子（北部中） 伊藤舞（南部中） 

 

 



２０１９年 7月発行 第 1号       岡谷市 PTA連合会 子育て委員会 

子 育 て 委 員 会 だ よ り 

～ 研修会場の様子 ～ 

 

～ 質問 ～ 

子供がやりたいと言って始めたことをやめてしまった時の声掛けはどうしてあげたらい

いでしょうか？（受け入れはしますが、簡単にあきらめていく経験をさせたくありません。） 

 

～ 回答 ～ 

◇ご質問をありがとうございます。 

質問者が子どもの想いを受け入れられたこと、晴らしいと思います。(かなり難しいこと

なんです！) 

  どのようなやり取りを経て受け入れられたかが分からないので、ここからは一般論として

お伝えします。 

 

＜例＞お子さんがやりたいと言って始めたことをやめたいと言い出したとき。 

 

 ①まずは、お子さんの言葉をオウム返しで受け止める。 

   受けとめるとは…良い悪いの判断を横に置き、相手の言葉をそのまま聞きましたという 

   意思表示をすることです。 

   例えば…『そうなんだ！ 〇〇ちゃん(主語は相手)はやめたいと思っているんだね！』 

 

 ②とにかく相手の話を聞く。 

やめたいと思う背景を明らかにしていきます。 

   否定をせず、話を取らず、徹底して相手に話をしてもらいます。 

   例えば…『どうしてそう思ったのか、お母さんに話してくれる？』 
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   例えば…『お母さんが思っていることを話してもいい？』『いいよ！』 

   この『いいよ』が大切です。『いいよ』と言って初めて、相手は話を聞く態勢になるから

です。 

   『もう少し続けてみるのもいいとお母さん(主語は自分)は思うよ』 

 

※お子さんへの声掛けの例：『どうして△△をやろうと思ったんだっけ？』 

  『△△をやることでどんないい事があると思う？』 

   この声掛けで始めたいと思ったときの気持ちを思い出す可能性もあります。 

 

ちなみに、① ② ③ のステップは子育て以外の全ての場面に活かす事ができます。 

 

※最後に、すでにやめてしまったお子さんへの声掛けです。 

大切なことはこの経験を親が失敗や挫折ととらえないことです。子どもの成長への通過点

だと思ってください。その上で、次に何かを始める時も応援すること、悩んだときは一緒

に考えること、いつも味方だということを伝えて続けて頂けると良いと思います。 

( 子育て委員会だより第 1号発行担当者：小林とも子(西部中)  杉本美保子(北部中)  伊藤舞(南部中) ) 

― 皆さんから頂いたアンケートの中にありました質問に土橋先生から回答をいただいております。次ページもご覧ください。 ― 

⁂ 長野県 PTA 連合会スローガン 

  チーム信州 PTA！ 

 「学びと連携」により、信州モデルの PTAを創造しよう！ 

⁂ 諏訪地区 PTA 連合会 子育て委員会テーマ 

「親子で共に考え 共に学び 共に成長しよう」 
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「楽しもう子育て 伝えよう 大切な気持ち」 

〇 令和元年度 単位 PTA 活性化推進研修会報告 ○ 

子育て委員会事業として、５月９日（木）岡谷市役所大会議室にて「令和元年度 単位Ｐ

ＴＡ活性化推進研修会」を開催致しました。 

当日は、市内小中学校の各学級 PTA 役員の皆様を対象に各学級・各学年の活動をより良

き活動、より良きコミュニケーションが図れるような心構えなどを学びました。 

講演会の講師には、コーチングアカデミー諏訪校 校長 土橋 桂子先生をお招きしました。 

内容としては概略ですが、先ずは自分自身が【心のゆとりを持とう】【心の栄養を取ろう】

など子供たちと接する上での心構えや、心に余裕をもつことでのプラス思考の言葉がけに

ついてでした。グループワークでは他の学校の方と意見をやりとりすることもでき、大変

有意義な研修でした。 

今年度も昨年同様たくさんの方にご参加いただき、たくさんのことを学ぶことが出来ま

した。 

 

 

【令和元年度 岡谷市ＰＴＡ連合会 役員挨拶】 

日頃より岡谷市ＰＴＡ連合会の活動に対し、ご理解・ご協力をいただき、感謝申し 

上げます。 

学校・家庭・地域の皆様と一体となり子どもたちが学びやすい環境を作ってまいり 

たいと考えております。子どもと共に学び、共に成長できるようなＰＴＡ活動を目指 

して役員一同頑張って参ります。一年間宜しくお願いいたします。 

            岡谷市ＰＴＡ連合会 会   長 黒河内 孝行(東部中) 

               子育て委員会 委 員 長 中村 美和(東部中) 

                      副委員長 青島 靖武(東部中) 

  〈岡谷市ＰＴＡ連合会 子育て委員紹介〉 

 山崎薫利（川岸小） 増澤眞里（神明小） 髙橋愛（小井川小） 小池寛子（湊小） 

 小口由紀子（岡谷田中小） 丹下真由美（長地小） 鮎澤純子（上の原小） 

小林とも子（西部中） 杉本美保子（北部中） 伊藤舞（南部中） 

 

 



2019 年 10 ⽉発⾏ 第 2 号 岡谷市ＰＴＡ連合会 子育て委員会

★諏訪地区 PTA 指導者研修会が開催されました★

5 ⽉ 26 ⽇、茅野市⽴東部中学校において、諏訪地区 PTA 指導者研修会が⾏われました。この会は⼩中学校 PTA活
動の望ましいあり方について研修し、会員・役員としての資質向上を目的とされています。諏訪郡内45 校ある⼩中学校の
役員・教職員の皆さんあわせて 200 名以上の参加がありました。
『聞こえますか︖⼦どもたちの⼼の叫び』と題して、鋤柄郁夫（すきがらいくお）先生よりご講演いただきました。

暑い中でしたがみなさん集中して聴き入っていました。講演の内容を少しご紹介いたします。

・比べないで…多くの子どもが思うこと
・くどくど言わないで…やろうとすることを毎⽇言われるのが嫌︕
・気持ちを分かって︕…⽇常の中のひとつひとつの受け答えを丁寧に⼤切に︕⼼をくみとってあげる
・話をきいて︕…（ほかの子よりも）ぼく・わたしの話を聞いて︕
・楽しい家庭にしようよ︕…笑顔で学び、笑顔で子育てしよう︕⼈はいるけど⼼がない→笑顔のない暗い家庭は嫌︕

1.「学⼒よりも⼼を⼤切にする」
2.「⼈格の発達」 ①乳児期…信頼感を育む・スキンシップが⼤切

②幼児期…⾃⽴感が育つ・意欲や思いやりの⼼が芽生えてくる
③少年期…活動性・生きていくための⼼のエンジンを作る頃

〜子育ては五重の塔のようで その時その時の発達を育てることが⼤事〜
3.「比べないこと」 ⾦子みすゞさんの詩「わたしと⼩⿃と鈴と」 槇原敬之さんの曲「世界に一つだけの花」

→この詩や曲のように 他と比べる必要がない。 その子の良いところを褒めて伸ばす
4.「褒めること」 ⾒える事よりも⼼の中を思いっきり褒めること

逆に、叱るとき → ⼼を込めて、目の前に座らせやさしい顔でしっかり伝える︕
5.「子どもの話を聞くこと」 ⼼を傾けて聴く → 子どもの共感する⼒を育てる 子どもに芽生えた「芽」を育てる
6.「3 つのしつけ」 中学卒業までにできるようにしたいこと

●おはよう → 挨拶がしっかりできる子にそだてる。 コミュニケーション能⼒の向上につながる。
●「はい」の返事 → 素直に言えると⼈の話がしっかり聞ける。 素直に聞ける⼒が養われる。
●くつを揃える → 親がやって示してあげる。 → 仕事を最後まで責任を持ってやりとげる⼒がつく。

☆参加しての感想☆
鋤柄先生のお話はとても分かりやすい内容でした。毎⽇子どもと向き合うことは⼤変ですが、お聞きした内容を⼼にとめて

できることから始めてみたいと思いました。
子どものしつけ どうせやるなら楽しく活き活きと︕「育てたように子は育つ」…子を育てるには親が育たないといけない︕



☆鋤柄先生おすすめの本・ DVD
◎『子どもへのまなざし』 佐々木正美
◎『でんでんむしのかなしみ』 新美南吉
◎『おおきな木』 シェル・シルヴァスタイン／村上春樹
◎『十五歳』（DVD）山田洋次
◎『世界の果ての通学路』（DVD）

その後、7 つの分科会に分かれて研修を⾏いました。子育て委員会は第 2 分科会『家庭教育について考えよう』に参
加し、<ワールド・カフェ>を体験しました︕

ワールド・カフェとは︖
★4、5 ⼈単位の少⼈数グループで、メンバーの組み合わせを変えながら、話し合いを続けることにより、あたかも参加者全
員が話し合っているような効果が得られる会話の手法です。
★間違いや正解はなく、お茶やお菓子をいただきながら（まるでカフェ⁉）リラックスして意⾒を伝えたり、相手の話に⽿を傾
けたり会話を楽しむことが⼤切です。

◆今回のカフェのテーマ
●[最近子どもを褒めたこと、褒め方] ●[どう付き合う︖スマホ・ SNS ・ゲーム]
5〜6 ⼈で 1 つのテーブルを囲み、メンバーを入れ替えながらテーマについて会話を進めていきました。
紙面の都合上、話し合いの結果を掲載することはできませんが、参加された方々に新たな気づきがあったようです。

◆最後に、富⼠⾒町⽴本郷⼩学校の⽮島校⻑先生よりご助言をいただきました。
「子育てに正解はないが、ワールドカフェのような会話の手法で気付きやアイデアを共有していくと、笑顔や頷きがどんどん増
え、”⾃分にはやっぱりこういう子育ての仕方が合っているのかな”という納得解を得られることができる」というお話がありました。
⽇頃、悩みの尽きない⾃分の子育てを肯定的にとらえることができ、明るく前向きな気持ちにもなり⼤変有意義な時間を持
つことができました。

★やってみようワールド・カフェ★
ワールド・カフェは、各市町村 PTA 連合会や学校単位、クラス単位でも実施可能です。
さまざまなテーマで、ぜひ学級懇談会で楽しみながらやってみてください。
参考書籍︓『ワールド・カフェをやろう 新版 会話がつながり、世界がつながる』 ⽇本経済新聞出版社

（子育て委員会だより第 2 号発⾏担当者︓鮎澤純子（上の原⼩）髙橋愛（⼩井川⼩）丹下真由美（⻑地⼩）増澤眞⾥(神明⼩）

お子さんと一緒に読んだり

観たりしてはいかがでしょうか？

皆さん、まるでカフェのような楽しい雰囲気の中、会話も
弾み楽しく参加されているようです。

テーブルには模造紙とポストイットがあり、意⾒を記入し張り
付けていきます。さまざまな意⾒で模造紙はいっぱいに︕



 令和元年度 単位ＰＴＡ活性化推進研修会 
 

１ 日時  令和元年５月９日（木）午後６：２０～８：００ 
 

２ 場所  市役所９階 大会議室 
 

３ 次第                ＜司会：高橋 副会長＞ 
 

（１）開会の言葉            ＜青島 子育て副委員長＞ 
 

（２）おかや子育て憲章唱和       ＜中村 子育て委員長＞ 
 

（３）主催者あいさつ・講師紹介     ＜黒河内 会長＞ 
 

（４）講演  

演題 「やって良かった！」を創る６０分！ ～今日から活かすコーチング～ 
       あなたはＰＴＡ役員になったこの期間をどのように過ごしますか？ 
   「役員をやって良かった！」そう感じるためのヒントをお伝えします。  

講師 コーチングアカデミー諏訪校 

校長  土橋 桂子 先生  
 

（５）質疑                 
  

（６）まとめ              ＜滝沢 監事＞  
 

（７）講師退場 
 

（８）閉会の言葉           ＜青島 子育て副委員長＞ 
 

おかや子育て憲章 

[ 憲章本文 ] 
わたくしたち岡谷市民は、未来を担う子どもたちの健全な成長を願い、 

子どもの心の自立を支えるため、市民総参加による子育てのまちづくりを 
進めます。 
 
わたくしたちは、 
 明るく元気で健やかな子どもに育てます。 
 命を大切にし、感謝の心と思いやりのある子どもに育てます。 
 自ら求め、粘り強くやり抜く子どもに育てます。 
 行動に責任を持ち、ひとり立ちのできる子どもに育てます。 

力を合わせて人のために尽くし、郷土を愛する子どもに育てます。 
 



令和元年度 単位PTA活性化推進研修会 アンケート結果 

【☆研修会の内容について】 

＜講演内容について＞ 

・今すぐ始められる内容で良かったです。あらゆる事に前向きになれそうです。 

★役員になり、最初にピッタリな内容だと思いました。 

★今まさにぶつかっている悩みに対しての良いセミナーでした。 

・最初は憂鬱で来たくないと思いました。でも終わった時に紙を見返したら、いっぱいメモが書かれていた。忘れないよ

うにと必死にメモをし、時間もあっという間に過ぎ、とてもいい研修会でした。 

・「コーチング」この言葉は聞いた事があり、とても気になっていたので、今日お話しを聞くことができて良かった。 

★コーチングをやる前と後で、本当に自分の気持ちが変化した気がします。 

★一方的に聞くだけの研修会ではなく、参加型だったので、親近感がわく研修会でした。 

★ＰＴＡ役員を引き受けて不安な時期にとても良い内容でした。 

★皆さんの前向きな考えを聞くことが出来て、自分自身の不安な気持ちが和らいだ。 

・人前で話すのが苦手なので、ワークなども最初気が重かったのですが、最後は色々な方の話が聞けて楽しかったで

す。 

★自分を見つめ直す良い機会になりました。 

・日々のやらないといけない事で余裕がないんだと改めて思った。自分にもご褒美をあげたい。 

・内容が濃い割には、時間が短かったように思う。もう少しお話しを聞きたかった。 

・コーチングもっと学びたいなと思いました。職場でもコーチングあるので、興味がわきました。 

 

＜ＰＴＡをやるにあたって＞ 

★不安な気持ちで始まったＰＴＡ役員でしたが、今回の研修で前よりやる気が出て頑張ろうという気持ちになりました。 

右も左も分からない状態の中で、少し先に明かりが見えた。その様な内容で大変良かったと思います。 

★マイナス思考で「やらなきゃ」「やるべき」と考えていたが、メリットについて考えながら役員の仕事に取り組むという

事が聞けて良かった。土橋先生のお話しを聞けるタイミングで役員になれて良かった。 

・はじめは面倒くさいと思っていました。でも、とても楽しくためになる内容でした。「しなきゃ」と思っていましたが、「や

ってやろう」と思えました。頑張れると思います。 

★大変興味深く聴けましたが、基本的に役員が来場している為、役員から逃げている方々を参加させる術などに役立つ

方法の講師などがいれば、より興味深い。 

 

【☆内容以外について】 

＜良かった点＞ 

★日時、場所は良かったと思います。時間の長さも、ちょうど良いと思います。 

・６：２０～という少し早い時間からでしたが、その分早い時間に終わるのでよかった。 

・開始時間は忙しいですが、１時間という限られた中で、充実した内容で良かったです。 

・１８：００～忙しいと思ったが、終わりの時間を考えるとこの時間で良いと思う。 

・仕事の後でも行ける時間で良かった。 

・６０分と決められていたので、よかったです。 

★駐車場がしっかりあるので、市役所はいいと思う。 

・なかなか９階にくる機会はないので良かったです。広い会場でよかったです。 

 

 

＜改善してほしい点＞  

★ＧＷ明けすぐは、少し忙しいです。 

・週末だと次の日、学校、保育園が休みなので助かります。平日だときついです。 

★平日の夜は主人も帰りが遅く、子供たちを家に残すことができず、母を呼んで見ていてもらうなど大変なので、土日

の昼間だとありがたいです。 

★土曜日午前中なども考えてほしい。 

・時間ももう少し短い時間（４５分位）で良いと思う。全員強制参加はどうかと思う。 

・部活から帰ってくる子供と顔を会わさずに出掛けてくることに少し抵抗があった。 

★仕事で遅くなったりするので、19時からだといいなと思いました。（会社を早退した） 

・もう１５分位遅らせてほしい。あっという間だったので、もう３０分位は長くして先生の話をもっと聞きたかった。 

★１８：３０～が良い。 

・夜は大変なので、短時間で時間厳守だとうれしいです。 

★平日の夕方は、やはり負担が大きい。（仕事、子供の送迎、食事等） 

・子育てしている母親が、２時間家を空けるのは少し長いかなと思います。 

・１時間以内で終わってもらえるとありがたい。 

 

～その他～ 

・駐車場から入口がわからず迷ってしまいました。わかっていることなので、通常入口を開けておいてほしかったです。 

・入る入口が書面ではわからず電話してしまいました。もう少し分かり易く書いて頂けると助かります。 

・ＰＴＡ役員決め前に開催してほしい。 

・仕方がないかもしれないが机があった方が良かったです。 

★役員の集合時間を検討した方が良いかと思いました。 

・ｅ－ラーニング等にしてもらいたい。 

★市内すべての学校ではなく、各学校でやってもいいかもしれないと思いました。 

・学校の枠を超えて、ＰＴＡの方々とお話しする機会がもっとあったら楽しそうです。 

 

～その他～ 

★キレイめな服なのはなぜでしょう？ＰＴＡの度に服装がわかりません。 

・地区の体協の綱引きが体に負担でできない人もいるので、玉入れなど年配の人でも子供でもできる競技にしてほしい

です。（湊小） 

・子育てしやすい環境をもっと作ってほしい。川岸地区の更地整備をしてほしいです。（川岸小） 

・子供がのびのび育てる環境がより出来るといいです。 

★質問として出しませんでしたが、子供がやりたいと言って始めた事をやめてしまった時の声掛けはどうしてあげたら

いいでしょうか？（受け入れはしますが、簡単にあきらめていく経験をさせたくありません。） 

研修会参加人数 

小井川小 １６ 北部中 １４ 

川岸小 １６ 西部中 １１ 

岡谷田中小 ２０ 東部中 ２５ 

上の原小 １２ 南部中 １４ 

神明小 １６     

湊小 ９     

長地小 ３３  合計 １８６名  

 



実施日 項　　目 内　　容

2019年

3月6日 引き継ぎ会 前年度より引継ぎ

3月29日 第１回　子育て委員会 年間活動計画（案）、予算（案）等について

4月11日 町P連合会代議員会（子育て委員） 活動計画(案)・連合会予算(案)の審議、可決

5月8日 第２回　子育て委員会 町P「子育て委員会だよりNo.1」の発行について

子育て講演会講師について

5月26日 諏訪地区PTA指導者研修会 諏訪地区PTA指導者研修会への参加

6月中旬 第３回　子育て委員会 子育て講演会について

6月下旬 町P連合代議員会 子育て講演会について　内容報告と協力依頼

第４回　子育て委員会 子育て講演会　役割分担について

７月中旬 第５回　子育て委員会 子育て講演会について

9月 第６回　子育て委員会 子育て講演会　当日スケジュールの確認

10月 第７回　子育て委員会 子育て講演会について　最終確認

10月26日 陽だまり研修会（県Ｐとの共催）

11月23日 子育て講演会 講師　女装パフォーマー・ブルボンヌさん　「普通ってなぁに？」

12月上旬 第８回　子育て委員会 講演会反省・要望のまとめ

町P「子育て委員会だよりNo.2」の発行について

2020年 第９回　子育て委員会 町P「子育て委員会だよりNo.3」の発行について

　　1月中旬 事業報告について

会計報告について

2月7日 町P連合会代議員会 子育て講演会について　事業報告及び会計報告

3月2日 引き継ぎ会 次年度へ引継ぎ

　　７月上旬 町P「子育て委員会だよりNo.1」の発行

12月中旬 町P「子育て委員会だよりNo.2」の発行

2月中旬 町P「子育て委員会だよりNo.3」の発行

『子の成長は親の成長 ～今、子どもに必要なものは何か考えよう～』

　　２０１９年度　下諏訪町PTA連合会（子育て委員会）テーマ

2019年度　下諏訪町子育て委員会　活動報告











会議及び事業名

H31 2 18 月 　諏訪市子育て委員会　新旧引継ぎ会

3 26 火 　第１回子育て委員会

4 23 火 　第2回子育て委員会（常任合同）

令和
元年 5 17 金 　諏訪市PTA連合会　第１回総会

21 火 　第3回子育て委員会

26 日 　諏訪地区PTA指導者研修会

6 11 火 　第4回子育て委員会

7 3 水 　夏の校外生活指導会議

　子育て委員会だより　第１号発行

10 水 　第5回子育て委員会（常任合同）

8 25 日 　講演会(諏訪市PTA連合会主催）

9 7 土 　諏訪地区教育研究集会

10 15 水 　第6回子育て委員会（常任合同）

11 28 木 　冬の校外生活指導会議

12 10 月 　第7回子育て委員会

R2 1 22 水 　第8回子育て委員会

2 7 金 　諏訪市PTA連合会　第２回総会

　子育て委員会だより　第２号発行

17 月 　第9回子育て委員会

令和元年度　　諏訪市子育て委員会　活動報告

　諏訪市子育て委員テーマ

『　深めよう　親と子の絆　』

　新旧役員顔合わせ・引継ぎ 　諏訪市公民館・１９：００

期　　日 内　容 会場・時間

　自己紹介・年間事業計画 　中洲小学校・１９：００

　事業計画・講演会について 　中洲小学校・１９：００

　年間事業計画・懇親会 　ミラノサローネ・１８：００

　研修会参加 　茅野東部中学校にて

　講演会実施計画について 　中洲小学校・１９：００

　子育て委員会だよりについて 　中洲小学校・１９：００

　参加 　諏訪市文化センター・18:30

　市内小中１１校へ配布

　講演会実施計画について 　中洲小学校・１９：００

　講演会実施・終了後反省会 　諏訪市文化センター・13:30

　講演会の反省 　諏訪市公民館・１９：００

　参加 　富士見小、富士見中・9：00

　参加 　諏訪市文化センター・18:30

　子育て委員会だよりについて 　中洲小学校・１９：００

　１年間の反省、申し送り事項 　中洲小学校・１９：００

　※その他の活動　　　　　実践事例集（学級懇談会、レクリエーション、講演会などの事例報告）の作成

　　　　　　　　　　　　　　　 　各学校PTA（単位PTA）における学級懇談会への話題提供・情報交換

中旬

中旬

　事業報告・懇親会 　ミラノサローネ・１８：００

　市内小中１１校へ配布

　新旧役員引継ぎ会 　中洲小学校・１９：００



5月撮影　まだ緊張気味な皆さん　これから一緒にがんばりましょう！

講師 片山 真人　氏（元プロサッカー選手）

愛称 ガチャ
出身地 大阪府
身長 183㎝
ポジション FW
利き足 右足

近畿大学では、関西学生リーグ1部の優秀選手に
選ばれるなど活躍。2007年に松本山雅FCに入団
他チームへ移籍後、2011年に松本山雅FCに4年
ぶりに復帰、2012年限りで現役を引退。
現在は、同クラブ事業本部ホームタウン担当として
活躍中です。

日時 令和元年　8月25日（日）
13時30分～15時30分

会場 諏訪市文化センター

入場無料・申し込み不要・託児なし

どなたでも参加できます、お気軽にお越しください。

令和元年度　子育て委員会の皆さんです

2019年7月10日

諏訪市PTA連合会
子育て委員会

子
育
て
だ
よ
り

令和元年度
第１号

発行

令和元年度　諏訪市PTA連合会　役員あいさつ

諏訪市PTA連合会主催

講演会のお知らせ

有賀委員長 浅野副委員長

平成から令和へ

そして新しい時代へ

新しい時代へのスタートと併せて

今年度より、母親委員会と教育問題

研究委員会が統合され

『子育て委員会』
へ変わりました。

この会は、PTA活動における親の

役割の重大性をかんがみ、会員相

互の教養を高め、「家庭・学校・社

会」における「児童・生徒」の豊かな

成長を図り、また、社会情勢の変化

に伴って起こり得る教育問題につい

ての諸活動をおこなうことを目的（子

育て委員会規約第2条）として活動

します。

この会は、諏訪市立小中学校の

全保護者を会員とし、各学校男性・

女性PTA副会長を代表委員とし（子

育て委員会規約第4条）、研修会の

実施、学級PTAを通じて会員相互の

活動の浸透を図ります。

一年間 よろしくお願い致します。

令和元年度 子育て委員会活動テーマ

『 深めよう 親と子の絆 』

忙しい毎日に追われ、ゆっくり親子で過ごす時間を

作ることも難しいと思います。

一緒にいられる時間は案外短いものです。

ちょっとだけ、でも良いのです。 親子で向き合い心

を通わせてみてはどうでしょうか ・・・・・・・

市P連合会会長 髙井 秀一 （中洲小学校）
今年度、諏訪市PTA連合会会長を務めます髙井秀一です。保護者の皆様には、

日頃からPTA活動にご理解とご協力をいただきまして誠にありがとうございます。

連合会では、研修会や講演会、市や各種団体が主催する会合などを通して、さま

ざまな情報を得ることができます。それを各学校のPTA会長さんを通じて、皆さま

にも情報を共有して行ければと考えています。一年間どうぞよろしくお願い致しま

す。

市P連合会副会長 宮坂 俊郎 （城南小学校）
今年度、諏訪市PTA連合会副会長を務めさせていただきます宮坂俊郎と申します。過去PTA活動には

PTA作業くらいしか参加しておらず、今回初めて役員としてPTA活動に携わることとなりました。まだ、

一ヶ月程しか経過していませんが、他の役員の皆さんや先生方が熱心に活動する姿にたくさんのエネ

ルギーをもらっています。微力ではありますが、精一杯頑張っていきたいと思います。一年間よろしくお

願い致します。

市P連合会副会長 日向 芳昌 （諏訪西中学校PTA副会長）
本年度、諏訪市PTA連合会副会長、兼諏訪西中学校PTA副会長を務めさせていたくことになりました、

日向芳昌と申します。宜しくお願いします。市Pの副会長という大役を引き受けることとなり、とても緊張

しています。今年度の諏訪市PTAテーマの下、思いやり、認め合い、共に成長しながら子供たちと新し

い時代を歩んで行きたいと思います。皆様のご協力をいただきながら楽しく活動を進めて参りたいと思

います。一年間よろしくお願いいたします。

市P連合会副会長 兼 子育て委員会
委員長 有賀 香 （中洲小学校）

初めての大役、それもあまり考えずに引き受

けてしまった為、今は不安しかありません。です

が、引き受けたからこそ出会えた皆さんと協力し

合い、助けてもらいながら、一年間笑顔で活動し

ていきたいと思います。一年間よろしくお願いし

ます。

市P連合会副会長 兼 子育て委員会
副委員長 浅野 正樹 （豊田小学校）

本年度、諏訪市PTA連合会副会長兼諏訪市

子育て委員会副会長を仰せつかりました豊田

小学校選出の浅野正樹です。母親委員会・教

問委員会の統合により一年目と・・・・手探りな

ところも多々ありますが全身全霊！努めます

ので宜しくお願いします。

©松本山雅FC
©松本山雅FC



① 日程
② 文化祭タイトル
③ 目玉、イベント紹介

①　9月27日（金） ①　9月27日（金）
　　　　 ～28日（土）

②　第23回　梶の樹祭
②　第66回　上諏訪中学校文化祭

③　吹奏楽部ステージ発表
③　意見文発表 　　 合唱部ステージ発表
　　 英語スピーチ発表 　　 学年・学級ステージ発表
　　 詩吟・琴・三味線・吹奏楽発表 　　 制服リサイクル
　　 体育祭

①　9月27日（金） ①　9月27日（金）
　　　　～28日（土） 　　　　 ～28日（土）

②　第59回　鳳祭 ②　第34回　南輝祭

③　音楽会 ③　学年発表
　　 スポーツの集い リレー・大縄跳び 　　 吹奏楽部発表
　　 美術部のステージバック 　　 合唱部発表
　　 西中生の主張 　　 意見文発表

（平成30年度ﾎﾟｽﾀｰです） （平成30年度ﾎﾟｽﾀｰです）

（平成30年度ﾎﾟｽﾀｰです）

（平成30年度の写真です）

※これらイベントは
　 予定です

学校の自慢は何ですか？

市内小学校の各校児童会長が、自分の学校の

『自慢』 『宝』 『よい所』 をご紹介します。

明るい学校、楽しい学校、歴史ある物、子供達

の小学校生活が充実している事がうかがえま

すね。

『白紙単元』

高島小の自慢は、歴史ある白紙単元学習です。

白紙単元では、クラスで決めたテーマにそって

学習していくということです。テーマなどは何で

も、ジャンルを問わないので、クラスで決めた

学習が出来ます。

『縦割り班』
私たちの学校は、困ったときにはみんなで助

け合えるとても仲良しな学校です。それは、学

年関係なく縦割り班で集まって遊んでいるか

らです。駅伝大会も縦割り班で走ります。

楽しく遊び、最後まで頑張りきることが出来る

大事な友だちでいっぱいです。

『とちのき』
中洲小の「とちのき」

が宝物です。児童玄関の前にあるので、登校

してきたら、だれもが見られるからです。それ

に、長い年月がたって、大きくなった「とちの

き」は中洲小のシンボルのようにそびえ立って

いるので、宝物だと思います。

『裏山』

城北小のよい所は、裏山です。理由は、アス

レチックがたくさんあり、１～６年生全員で交流

でき一緒に遊ぶ事で、みんなとの仲が深まる

からです。これからも、この裏山のアスレチッ

クを大切にしていきたいです。

『健康な歯』

四賀小では、歯の活動に力を入れています。

その活動の中には、高学年が姉妹ペアに歯

みがきを教えるペア歯磨きがあります。

これからも、この活動を続けて全校で虫歯の

無い綺麗な歯にしていきたいです。

『足湯』

城南小には、温泉を引いて作った足湯があり

ます。休み時間に友達と入る足湯は、とても楽

しいです。近くには、足ツボマッサージの出来

る場所もあります。これからも大事に使って行

きたいです。

『みんな仲良し』
みんなが仲が良いところと元気

なところが自慢です。全校のみ

んなは、友達思いで、協力でき

る仲間達です。元気いっぱい

に遊んで学校生活を送っている

ので、学校が明るいです。

城南小学校

湖南小学校

四賀小学校

城北小学校

中洲小学校豊田小学校

高島小学校

湖南小学校児童会長 山崎 佑奈

城南小学校児童会長 原 奏斗

高島小学校児童会長 三井 結太

豊田小学校児童会長 塩原 唯

城北小学校児童会長 今井 瑛人

四賀小学校児童会長 中瀬 仁和

諏訪南中学校諏訪西中学校

上諏訪中学校 諏訪中学校

市内中学校

文化祭開催の

お知らせ

中洲小学校児童会長 吉澤 陸也



諏訪市 PTA 連合会主催講演会実施報告書 

 
日時 令和元年８月２５日㈰ １３時３０分～１５時３０分 
所  諏訪市文化センター 
参加者数 ２５０名 
講師 片山 真人氏(元プロサッカー選手) 
略歴 大阪府出身 ２００７年に当時、北信越リーグ１部の松本山雅 FC に入団し、FC 岐
阜などを経て、１１年に再び山雅に移籍。山雅のＪ2 昇進に貢献した。翌年に現役を引退し、
現在はクラブと地域を結びつける松本山雅ホームタウン活動の担当として活躍している。 
 
「夢もってるか～あきらめないことの大切さ～」 
自身のサッカー人生を振り返りながら、夢に向かって諦めないことの大切さを訴え、「サッ
カーを通じて仲間や支えてくれる人への感謝、自分を信じることの大切さを学んだ」と強調。
家族への感謝の気持ちを表し、「あなたのサッカーを通して親もいろいろな経験ができたし、
友達も増えて感謝している」と語った母親の声も紹介されました。 
自身が考える保護者の役割として、家族の応援を挙げ「自分の考えを押し付けるのではなく、
ヒントを与えてほしい。押し付けでやらせるのではなく、子どもが本気で打ち込めるものに
出会ったら、全力でサポートしてあげてほしい」と語りました。 



令和元年度諏訪市 PTA 連合会 講演会実施報告 
 
実施日時：令和元年８月２５日（日）１３：３０～１５：００ 
実施会場：諏訪市文化センター 
講師 ：片山 真人氏（元プロサッカー選手・松本山雅ホームタウン担当） 

参加者数：２５０名 
 
アンケート回収（１０４枚 
 Q1. 本日の講演会はいかがでしたか？ 
   別紙添付、ご確認ください 
 
 Q2. 講演会で印象に残った点・参考になった点・感想 
・ 保護者の立場でも子供でも楽しく聞ける公演でした。これから夢を見つけて頑張っていくであろう子供たち

の良きサポーター、心強いサポーターになれるよう今日のお話をヒントにさせていただきたいと思います 
・ 親として子供の夢を応援できるように私自身も片山さんのようにポジティブになれるように頑張りたいと思

います 
・ 子供と一緒に楽しむという言葉、私もそう思います 
・ 当たり前のことを当たり前にすること。人として大事なことをいくつかお話しして下さった。子供の夢の実

現のため、心にとめて接していきたいと思う 
・ 親として子供を応援しサポートしたいと思っていますが、どうしても口を出してやらせよう(練習させよう)

としてしまいます。子供自身が動ける(やろう)と思えるような言葉かけを考えていかないといけないかなと

思います 
・ 子供の参加人数が多くてびっくりしました。子供にわかりやすい内容で良かったです 
・ あまり知らなかったプロへの道、プロの世界の話を聞くことができました。自分の子供が何か目指した時今

日のお話を参考にさせて頂きたいと思いました 
・ 「当たり前のことを当たり前にする」凄く響きました。すべてに感謝する事、すごく大事だなと改めて考え

ることが出来た 
・ 子供の二度の挫折で心折れなかった応援し続けたご両親にもすごいと思って聞いていました。子供を連れて

来るべきだったと強く思いました。夢を追い続ける姿勢を貫ける精神力というかその気持ちを育てられる強

さが羨ましいくらいでした 
・ 娘がスポーツを頑張っています。でも親が今のままじゃあ上手になれないよ!!とすぐ言ってしまってます。今

回の講演会で自分で決めて行動することの大切さを教えて頂き常に何をどうしたいのか問いかけ、決めて行

動させようと思いました。 
・ 子供・大人両方に向けたメッセージがあり良かったです 
 Q3．その他、ご意見・ご要望 
・ 今回の公演は特に子供たちに聞かせたかったです 
・ メモを取り切れなかったので何か資料があると子供や他の人に伝え易いかと思いました 
・ もう少し動員が必要か 
・ 子供も一緒に聞ける内容講師の方というのがとてもよかった。子供も思いの外しっかり聞いていて嬉しかっ

た 
・ じゃんけん大会とっても楽しかった♪ 



・ 冷房が寒いです 
・ 子供たちに向けての案内がもう少しあってもよかったと思いました。もっと多くの子供たちに聞いてもらい

たかったです 
・ じゃんけん大会がとても嬉しかったです 
・ 小学校で子供たちに話を聞いて欲しいなと思うお話しでした 
・ 来賓駐車場にも、1 名駐車場係がいると良い。 来賓が来場時、文化センター入り口から担当者が走って来

て案内していた。 無線でやり取りしてはいかがかと思います。 
来賓者の車種を案内係も知っておいた方が良い。 案内係が、誰が来たか判りませんでした。 

・ 出席者の名簿は取ったほうが良いと思います。今後、出席を取らないなら出なくてもいいやという方が出て

きて参加者が減少すると思います 
Q4. 今後希望する講演内容 
・ 子供も参加できる方 
・ 発達障害などの講演会もいいと思います。 
・ サイエンスショー 米村でんじろう 
・ でんじろう先生の科学講座（費用が高いと思いますが） 
・ 諏訪東京理科大 篠原菊紀 教授  著書『子供が勉強好きになる子育て』等 
・ 子供が楽しくなる(参加型) 
・ メンタルケア 
・ スポーツ選手 
・ 英語教育 
・ 子育てに関する事 
・ 子供の積極性を引き出すには？家庭でできることは？ 
・ 食事の話し 
・ プロフェッショナル応援団…がむしゃら応援団による講演 
・ 子供のしかり方 
・ 藤森慎吾さんは諏訪市出身という事で皆さん愛着もあり是非呼んで欲しい 
 
 



  アイ 令和1年12月24日

１．テーマ　　

2．活動内容 ・委員会を年5回開催

　　　　　　　　　　 ・講演会の開催

　　　　　　　　　　 ・委員会便り「花いちりん」の発行　年３回（7月12月2月）

　　　　　　　　　　 ・諏訪地区ＰＴＡ連合会子育て会委員会の事業への参加

・茅野市及び教育委員会の事業への協力

月   日 場      所

4月23日（火） ・活動および年間計画、実践事例集

　PM　7：00～ 　について

5月26日（日） 諏訪地区ＰＴＡ指導者研修会  茅野市立東部中学校

6月 7日（金）

  PM  7:00～

７月 委員会だより『花いちりん』

 第１号

9月12日（木）

  PM  7:00～

10月18日（金） 第四回委員会 茅野市立北部中学校

 （教育問題研究委員会と合同） やつがねホール

10月26日（土） 諏訪地区合同研修会 諏訪教育会館

3F　大会議室

12月 委員会だより『花いちりん』  

 第2号  

2月4日（火） 第五回委員会

  PM  7:00～

2月 委員会だより『花いちりん』

第3号

  

・講演会｢親子が幸せになれる言葉がけ｣
  講師：日本ペップトーク普及協会  徳武有紀先生

・まとめ 玉川小学校　(視聴覚室）

第三回委員会 ・講演会について 玉川小学校　(視聴覚室）

令和元年度　茅野市学級PTA代表委員会　活動報告（案）

親子でつなごう　　 の手を

内                         容

第一回委員会 玉川小学校　(視聴覚室）

第二回委員会 ・親睦会、各校情報交換 「海鮮厨房」茅野市

・挨拶、組織説明

i



令和 1 年 12 月 24 日 

 

令和元年度 茅野市ＰＴＡ連合会 

「教育問題研究委員会」活動報告（案） 

 

1  事業方針［継続］ 

社会や地域、家庭など子供たちを取り巻く環境の変化に対して、各単位ＰＴＡ教育問題研究

委員の意見交換や情報の共有を図り、各単位ＰＴＡ及び市ＰＴＡ連合会教育問題活動の展開に

資する。 

 

２  事業計画［継続］ 

（１）いじめ、不登校等など子供を取り巻く環境の変化に伴う教育諸問題に関する調査、検討 

（２）各単位ＰＴＡでの教育問題に関する情報の交換、共有化 

（３）学級ＰＴＡ代表委員会との合同協力事業（合同研修会等）の実施 

（４）諏訪地区ＰＴＡ連合会「子育て委員会」事業への参加 

（５）茅野市行事への協力 

（６）茅野市青少年育成事業への参加 

（７）ケータイ・インターネット問題への対応 

 

３ 活動計画 

４月２３日（火）  第１回委員会 年間事業計画について 

６月 ７日（金）  第２回委員会 各校情報交換等 

９月１２日（木）  第３回委員会 講演会について 

１０月１８日（金）  第４回委員会 講演会 「親子が幸せになれる言葉がけ」 

２月  ４日（火）  第５回委員会 まとめ等 

 

４ 諏訪地区ＰＴＡ連合会 子育て委員会への参加 

５月２６日（日）  諏訪地区ＰＴＡ指導者研修会 

１０月２６日（土）  諏訪地区合同研修会 

 

５ 茅野市行事への協力 

６月 ２日（日）  茅野市子供まつり 

８月 ３日（土）  茅野どんばん 

※ 尖石縄文まつりが開催され要請がある場合は、別途、ご協力のお願いをさせて頂きます。 

昨年・一昨年は開催されませんでした。 

 



             No.１ 

  令和元年７月発行  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度茅野市 PTA 連合会テーマ 
     
 

テーマ 『キこえていますか、子どもの声が。』  

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
日
Ｐ
） 

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県
Ｐ
） 

 
 

諏
訪
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
郡
Ｐ
）
母
親
委
員
会
・
教
育
問
題
研
究
委
員
会 

岡谷市PTA連合会 
母 親 委 員 会 
教育問題研究委員会 

下諏訪町PTA連合会 
母 親 委 員 会 
教育問題研究委員会 

諏訪市PTA連合会 
母 親 委 員 会 
教育問題研究委員会 

茅野市PTA連合会 
学級PTA代表委員会 
教育問題研究委員会 
（ 市 Ｐ ） 

富士見町PTA連合会 
家庭教育活性化委員会 
教育問題研究委員会 

原 村PTA連合会 
母 親 委 員 会 
教育問題研究委員会 

北山小 

湖東小 

玉川小 

米沢小 

学 級 委 員 会 
教育問題研究委員会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
単
Ｐ

）
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
委
員
会
・
教
育
問
題
研
究
委
員
会 

学 級 専 門 部 
教育問題研究委員会 

母 親 委 員 会 
教育問題研究委員会 

学 級 代 表 委 員 会 
教育問題研究委員会 

豊平小 学 年 学 級 部 
教育問題研究委員会 

泉野小 

金沢小 

宮川小 

永明中 

北部中 

長峰中 

東部中 

永明小 

学 級 代 表 委 員 会  
教育問題研究委員会 

学 級 代 表 委 員 会  
教育問題研究委員会 

学 級 代 表 委 員 会  
教育問題研究委員会 

学 級 会 長 会 
教育問題研究委員会 

学  年  部  会 
教育問題研究委員会 

学   年    部   
教育問題研究委員会 

学    年   部 
教育問題研究委員会 

学   年   部 
教育問題研究委員会 

 

茅野市 PTA 連合会会長  小林 洋一 （泉野小学校） 

  

 今年度茅野市ＰＴＡ連合会会長を務めさせていただきます、 
泉野小学校の小林 洋一です。よろしくお願いいたします。 
 本年度の市Ｐ連テーマを『キこえていますか、子どもの声が。』
といたしました。子どもとの会話が一方通行にならないように、
「キく」ことから始めたい。そんな思いから決めました。   
ＰＴＡが行う活動は「子どもたちの笑顔を生み出す活動」。その
ことを念頭に本年の活動を行っていきたいと考えています。 
 皆様のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

《ＰＴＡ組織図》 
学級代表委員会・教育問題研究委員会とは…？ 
茅野市単位 PTA（小･中学校 13 校、）の代表が集
まり、より良い PTA 活動をめざし、委員会で意
見交換をしたり、研修会に参加して PTA の理解
を深めていきます。小中学生の保護者の方は全
員が PTA 会員です。皆様の代表として活動され
ている役員の方々にご協力をよろしくお願いし
ます。 



 委員長 志村 友美子 （玉川小学校）  茅野市 PTA 連合会副会長 

不安。。 
そんな状態で始まって３ヶ月が経ちました。 
活動が始まり、終わるたびに安堵とチームワークの安心感を実感す

る日々です。 
出会いと感謝の気持ちを忘れずに役を果たしていこうと思います。 
よろしくお願いします。 

副委員長 金子 宏美 （長峰中学校） 
 
初めは何も分からず、何をやってい

けば良いのか不安もありましたが、皆
さんで助け合いながら、楽しく活動で
きるように努めていきたいと思いま
す。よろしくお願いします。 

副委員長 岡村 珠美（泉野小学校） 

活動を通じて、子どもの成長を
見守りつつ、自分自身も成長出来
たらと思います。よろしくお願い
します。 

委員長 小林 政幸 （長峰中学校） 茅野市 PTA 連合会副会長 

 

今年度のＰＴＡ活動が始まり３カ月が過ぎ、当初心配していた、こども祭
り駐車場係も委員の皆さんの協力の下無事に終了させることができました。
有難うございました。 

今後も委員の皆さんのお力を得ながら、笑いながら楽しい委員会活動を進
めたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 

副委員長 大竹 俊裕 （泉野小学校） 

 

今年度、教育問題研究副委員長を務めさせていただくことになりました。 
委員の方と協力して、微力ながら、一年間活動していきたいと思います。 
よろしくお願いします。 

茅野市学級 PTA 代表委員会事務局  本田 崇之 （玉川小学校教頭） 
 

学校をまたいだＰＴＡ活動に参加させていただくのは初めてのことで
すが、この３ヶ月の間に多くの保護者の方とお会いしてたくさんのお話を
し、知らなかったことを知ることができました。ＰＴＡの役員は敬遠され
がちですが、このようにネットワークが広がることで、自分の視野が広が
るというメリットを実感しています。 

さて、今年の講演会では、ペップトークについてのお話をお聞きできま
す。ペップトークの特徴の一つとして、“応援したい人がいれば、日常生
活のどんな場面でも使える”ことが挙げられています。皆さんの応援した
い人は、お子さんですか？ご家族ですか？どのような言葉をかければいい
のか、一緒に学びましょう。 

 
令和元年度茅野市学級ＰＴＡ代表委員会 テーマ 

親子でつなごう ｉ
アイ

  の手を 

   

   

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

茅野市学級 PTA 代表委員会 

Ｒ１ 講演会のお知らせ 

■日時 10 月 18 日（金）19 時～ 

■場所 茅野市立北部中学校やつがねホール 

■講師 日本ペップトーク普及協会 

徳武 有紀 さん 

■演題 「 未定 」 

教 育 問 題 研 究 委 員 会 

茅野市学級ＰＴＡ代表委員会三役紹介 

ペップトークとは、すぐに
実践できるシンプルでポジ
ティブな言葉を使ったコミ
ュニケーションのことです
（協会の HP）。ご家庭でも
役に立ちますよ！ 



 

 

 

茅野市学級PTA代表委員会だより

花いちりん
令和元年 12月発行 第2号

『親子が幸せになれる言葉がけ』
徳武 有紀先生（日本ペップトーク普及

10月18（金）に、茅野市PTA代表委員会・教育問題研
究委員会合同講演会を、やつがねホールにて行いま

した。講師に徳武先生をお招きし、ご自身の経験や

数々の実例を基に、言葉を見つめるペックトークで心

の根っこをつくる為のお話をしていただきました。

それは、子供・家族に対してはもちろん、友達や職

場でも使えるお話でした。まずは、自分の発する言葉

を美しく！！

・子育てのゴールは？

・承認のピラミッド

・とらえ方変換（下記参照）

・欠けている部分を見がちだが、今できている部分を

見る。

・言葉がセルフイメージをつくる

・本番前の背中のひと押し

・ペップトークの4ステップ
①受容 事実の受け入れ ②承認 とらえかた変換

③行動 してほしい変換 ③激励 背中のひと押し

皆さんの感想からほんの一部をご紹介します
アンケートへのご協力ありがとうございました

裏もご覧ください

ペップトーク とは

アメリカのスポーツの試合前に、

監督やコーチが選手に対して行う

短く・わかりやすく・肯定的な・魂を揺さぶる
勇気づけ のショートスピーチです。

ペップトーク プッペトーク

・ポジティブ語で

・相手の状況を受け止め

・ゴールに向かった

・短くてわかりやすく

・人をその気にさせる

・言葉がけ

・ネガティブ語で

・相手のためを装い

・ゴールは無視して

・延々と

・人のやる気をなくす

・説教・命令

勇気づけ トーク 残 念 トーク

とらえ方変換

ネガ ポジ
わがまま ⇒ 自分を持っている

問題が起こった ⇒ 成長のチャンス

工事で信号待ち ⇒ 寒い中ご苦労様

すぐ切れる ⇒ 感情に瞬発力がある

ダメなママ ⇒ 伸びしろ十分！！

停滞 ⇒ 足固め！！

過去と他人はかえられない
未来と自分はかえられる

精神科医 エリック・バーン

・「最幸」 いい言葉ですね

・子育てのゴールも考え、子供たちが親になり、

いい子育てができるように、今、自分の子育

てを見つめるいい機会ができました。

・勉強しない子供にいつもイライラしていますが、

イライラしない自分でいたいし、待つこともし

たいです。怒りんぼ母さんを卒業したいです。

とても身近な講演でよかったです。

・「イライラしているときがチャンスなんですよ」と

いうお話に励まされました。

・まずは、ポジティブな言葉で伝える。自分がで

きる事を認める事から始めたいと思う。

磨き上げられたトークモデル

①受容 ピアノの発表会、手が震えているのね。

②承認 それはね、あなたが本気になった証拠なの。

③行動 本気になればいつもちゃんと出来るって言って

るよね。

④激励 さあ、いってらしゃい！



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永 明 小 学 校 

「障がいのある人もない人も 
共に生きる社会を目指して」 

依田 哲郎 
（長野県健康福祉部障がい者支援課障がい者差別解消推進員） 

泉 野 小 学 校 

「スポーツってすばらしい」 
バリアフリーな社会をめざして 

奥原 明男 
（長野県障害者スポーツ協会副理事長） 

豊 平 小 学 校 

｢身体を整えることと心を整えること｣ 
～体幹を鍛えて～ 

関 賢一 
(信濃グランセローズコンディショニングアドバイザー) 

玉 川 小 学 校 

｢『怒り』の感情と上手に付き合う手法｣ 
～アンガーマネジメント～ 

松本 夏実 
（諏訪中央病院医師） 

宮 川 小 学 校 

「お笑い人権講座」 
～ないものねだりより､いいとこさがし～ 

金子 ボボ 
（新潟お笑い集団） 

東 部 中 学 校 

｢インターネット･スマートフォンの 
犯罪防止について｣ 

水野 直昭 
(南信教育事務所 生涯学習課) 

長 峰 中 学 校 

「明日を生きる貴方たちへ」 
小松 チヒロ 

（ゴスペルシンガー） 

北 部 中 学 校 

「ほめどころで変わる伸び方」 
篠原 菊紀 

（諏訪東京理科大学教授） 

米 沢 小 学 校 

「夢はかなう でっかくいこう」 
グレート無茶 

（信州プロレス代表 長野市議会議員） 

湖 東 小 学 校 

｢チンパンジーのベッドに魅せられて｣ 
座馬 耕一郎 

（長野県看護大学 准教授） 

北 山 小 学 校 

ガイドヘルプ体験とアイマスク体験 
小平 嘉清 

（視覚障がいの方） 
 

金 沢 小 学 校 

発達障がい者サポーター養成講座 
「発達障がいをしろう」 

五味 智子 
(諏訪養護学校教育相談専任特別支援教育コーディネーター) 

永 明 中 学 校 

「自然の楽しさと不思議さ」 
西村 豊 

（自然写真家） 

来年度の講演会も楽しみですね！ 

 
※ 講演会を複数回行った学校もありますが、

各校１つの紹介とさせていただきました。 
 

Ｒ１ 



茅野市 PTA 連合会  委員会改定案 
 

令和 2 年 2 月 6 日 
R 元年度  茅野市 PTA 連合会副会長  小林 政幸 

 
□改定案 提案の背景 
    R 元年度より諏訪地区 PTA 連合会(以下：郡 P)の母親委員会と教育問題研究委員会が一本化され、子育て委

員会と改称され、副会長の互選で郡 P 委員会に参加をしてきた。 
    市 P としては、教育問題研究委員会が役割として持って いる“こども祭り”の駐車場整理をはじめとして

“どんばん”のイベントブースへの協力、市 P 講演会での駐車場整理といった大きな役割がある。 
 
    郡 P にならい R 元年度より一本化されることも検討されたが、学級 PTA 代表員会の負荷が大きくなる事が

懸念され R 元年度は、2 委員会体制を維持し R2 年度以降の体制を検討する年とした。 
 
   上記の背景を踏まえ R 元年度の活動を行った結果、例年通り市 P の委員会の会合は全て合同で行われた事と 
各委員の皆さんにも前向きに協力して頂ける事から、 郡 P にならい一本化する事は可能と判断をした。 

 ＊参考：諏訪 6 市町村では、茅野・富士見を除き一本化されている。 
   
 
□改定案の内容 
  ①委員会を茅野市子育て委員会（以下：子育て委員会）に一本化し正副委員長は、当年の市 P 副会長の互選と

する。また、郡 P 子育て委員会の委員は、委員長が兼務する。 
 
  ②従来の学級 PTA 代表委員会（以下：学代）と教育問題研究委員会（以下：教問）の副委員長は、子育て委員 

会幹事と改名する。   ＊選出方法は、従来通り。 
 

  ③委員の構成は、従来の学代と教問と同様とし全体で 30 名とする。 
    (正副委員長：各 1 名、幹事：3 名 *1 名は単 P 男性副会長ら選出、委員：各校 2 名) 
 
  ④委員会の会議会場と顧問先生は、従来の学代の順番で持ち回る。 
 
  ⑤従来、教問が担当していた業務は、基本男性委員の対応とするがイベント運営側からの要請人数により女性

委員への協力を要請する。   ＊ R 元年度のどんばんでは、学代の正副委員長にも参加して貰った。 

 

  ⑥次年度の委員長の氏名及び所属校は決定次第、前年度委員長が郡P事務局(諏訪教育会館)担当者へ連絡する。 

 

 

 

以上の変更案を本理事会で審議頂きたい。 

審議の結果、変更案が認められれば第 2回総会で再審議し R2 年度より適用したい。 



日時 会合・行事・会場 内容

3月 6日(水) 富士見町母親委員会引継ぎ 新旧引継ぎ

（会場：富士見中学校）

4月10日(水) 年間活動計画、母親委員会テーマについて

18：30～ 町教育フォーラムについて

5月26日(日) 諏訪地区PTA指導者研修会

10：20集合 （会場：茅野東部中）

6月12日(水) 町母親委員会だより　花いちりん 第1号について

18：30～

７月下旬 町母親委員会だより　花いちりん 第1号発行

8月7日(水) 第2回単Ｐ会長会・母親父親合同委員会 町教育フォーラムについて

18：30～ （会場：本郷小学校）

10月26日(土) 諏訪地区PTA 合同研修会　陽だまり懇談会 諏訪地区PTA連合会

（会場：諏訪教育会館　3階） （単P母親委員会、単P教育問題委員会）

10月30日(水) 第3回単Ｐ会長会・母親父親合同委員会 町教育フォーラムについて

18：30～ （会場：本郷小学校）

11月 9日(土) 富士見町PTA連合会教育フォーラム 修復的対話（RJ）とRJサークル～対話を意識したコミュニケーション～

9：00～12：00 （会場：コミュニティプラザ） 粂井祥宏　先生

11月 13日(水) 第4回単Ｐ会長会・母親父親合同委員会 町教育フォーラムアンケート集計及び反省会

18：30～ （会場：本郷小学校）

1月中旬 引継ぎについて 

町母親委員会だより　花いちりん 第2号について

3月上旬 子育て委員会だより　花いちりん 第２号発行

3月5日(水) 富士見町現新三役引継ぎ 次年度役員との顔合わせ、引継ぎ

18：30～ （会場：本郷小学校）

第3回母親委員会・教育問題研究委員合同
委員会
（会場：富士見小学校）

　平成31年度　富士見町母親委員会　テーマ

　　　　　　　平成31年度 富士見町母親委員会 活動報告
　　　　　　　平成31年度 富士見町教育問題研究委員会 活動報告

第1回母親委員会・教育問題研究委員合同
委員会
（会場：境小学校）

「伸ばそう 豊かな心。伸ばそう 生きる力。」～今 大切にしたい事～

第2回母親委員会・教育問題研究委員合同
委員会
（会場：富士見小学校）



子育て委員だより

花いちりん

今年度、町PTA連 合富」会長 ・教育Pc8題研究委員長

を務めさせて頂きます小池と申します。

諏講地区pTA連 合会では子育て委員に一本化され

てのスタートです。戸惑いもありますが、町では面

委員会のメンバーと固結して子供たちの健やかな

成長の為、実りのある活動をしてしヽきたいと思しヽま

す。一年PBBよろしくお願いしヽたします。

令禾□元年7月 発行 第 1暑

富士見町PTA連 含会

富士見町母親委員会

富士見町教蒼Pc38題研究委員会

富士見町母親委員会テーマ

伸ばそう 豊かな,い。

伸ばそう 生きる力。
～今 大切にしたい事～

令和元年度富士見町 PTA連 含会のメンパーです。よろ しくお願い します。

今年度、富士見町PTA連 合会会長を務めま

す三井信三です。

この自然豊かなこの町で生きる子供達が健や

かに育つためには保護者、先生、地域との連

携が必要だと思しヽます。

皆さんと楽しみながら、また最後にやつて良

かつたと思えるような活動をしたいと思いま

す。

どうぞ一年間宣し<お 願い致します。

今年度、町PTA連 合会副会長 ・母親委員長を

務めさせて頂きます伊藤です。

初めての町 Pで 至らない事もありますが、連合

会の皆さんや先生方と交流を深めながら、楽し

<活 動していきたいと思います。一年間よろし

<お 願いしヽたします。

辞恩乃セ
対話と会話の達しⅢ!!競子簡係を修衡させる対話とは

町 PTAフ ォーラム

講師 粂 井 祥宏 (<め lJ hよしひろ)先 生
NPO法 人R」 (Restoragve dustce)対 話の会 理 事 テ クノフア認定キャリア ・カウンセラー



`④、1甑 t守練の構子〕
校寧中見士 富 士 見 小 学 校

6月 の参観国に併せて PTA主 催の講演会が開かれました。性被喜防止

数奮キャラバン隊の伊藤沙織さんと三本達也さんがイカーネットを介 した性

被書の現状や対策について講演 し、全校生徒とともに多くの保護者が参

醜しました。桂被雷に導かれる様子を再現 t/たDVDや 長野県で起きた

実際の事例を示し自劣や技達の裸の写真はたった 1枚 でも撮らない、撮

らせなしヽなど具体的な対策につしヽて説明がありました。また、S幅 がこ

れだけ利用される世の中。危険を察矢Bし回避する力を百めることの重要

雄を指箱 し、「SNSに 書き込む前に自間できる対応力を身につけて欲じ

い。決 して自分は大丈夫、これぐらしヽなら大丈夫と安易に者えなしヽで欲

しい。」と教わりました。聴講 した生徒からは、「撮つた写真を送るだけ

で居場所が特定されて しまうなんて怖しヽ。」との感想が毒せられました。

富士見小学校では6月 20日 の参観日にPTA講 演会(校内教育懇談

会)が行われました。今回は、本郷小中村新治数頭先生を講師に迎え 「親

も子もみんなが笑顔でしヽられるようにヽさあ !何からはじめましょう

か?～ 」を演題にお話をしてしヽただきました 13～ 6年 児童、保護者、

先生、町人権教育関係者のみなさんに参加していただき、楽しく人権に

つしヽて親子で学びました。「自角の意見をはつきり伝え、相手の意見も

きちんと闘く」相互尊重コミュニケーションを、攻撃型や受け身型と比

べて者えました。また、「家庭教育の基本は愛惰」という話があり、保

護者として何ができそうか想像しながら聴きました。人と人とのかかわ

り万について者えさせられる衰重な講演会てした。

郷       」  ヽ      学 校本 鯖       小       学       校

本郷小学校では、6月 29日 |こ令不8最初の書楽会が行われました。子供

達は、4尾 から沢出の練習を重ねてきました。本番では、演出に工夫を

こらした合8昌と器集合案を堂短と披軽 し、大勢の観魯から沢山の拍手喝

采を浴びていました。PTAで は 『せせらぎコーラス!と して星野源の

「アイデア」を女性二部台8昌て発表しました。保護者のビアノ伴棄fこ加

え、中間古3分では塁野源のPV通 りに登場なさった校長先生にギター伴

案をしてしヽたださました。後半では手拍子や打楽器を入れて、変化に富

んだ合8昌になりました。子供達や観客も自然と手拍子に加わつてくれて、

会場全体で盛り上がることができました。

|1醸ンン畠轟鹸鶴轟逮多Tさ=縦転ぶ_―丑 !il~'響

琴・一・車

十　
　
．

革
【　
一ヽギ 一翻

境小学校では、毎年恒例のマス釣り大会が 7/6に 行われました。学区

内の小川に全校生徒 110名 と保護者が集まって放流したマスを釣るの

です。子供達が次泉と釣上げてしヽる事にホッとし、「何匹釣れた～」「や

つた一」などの声が飛び交しヽます。今年は、最高 10匹 釣った子がしヽま

す。残念ながら釣れなかった子もしヽますがちゃんと配布のがあります。

釣つたマスは、地区ごと持ち帰り焼しヽて食べます。炭で焼いたマスの味

は本当に美味ししヽです !親の出番が多い行事ですが、子供たちの生き生

きとした顔を見れば楽しい時間を過ごせて良かつたと思しヽます !

本年度は 「花いちりん」第 1号 を母親委員会と数吉問題研究委員会共同でつくりました。

・母親委員会委員長 伊 藤望 富 士見小  ・ 冨」委員長 山 科美豊 富 士見中 ・ 委員 植 松陽子 本 舛8小 ・ 委員 小 林香代 境 ′Jヽ

・教育F・B題研究委員長 ′」ヽ池洋平 境 小  ・ 副委員長 藤 森龍  富 士見小  ・ 委員 進 藤竜一 富 士見中

・委員 植 松幸佳 本 堀8小 ・ 委員 平 出智広 境 小



子育て委員だより

「ケ″ん
令和元年12月発行  第 2号

富士見町PTA連合会

富士見町母親委員会
富士見町教育問題研究委員会

今年度の富士見町PTAフォーラムは、‖月9日 (土)に富士見町コミュニティープラザで開催されました。

お忙しい中、多くの方に参加していただきありがとうございました。

昨年度に引き続き講師に粂井祥宏先生をお招きし、対話を意識したコミュニケーションについてのお話を

していただき、参加者でR」サークルの体験をしました。

[講師]:国家資格 キャリアコンサルタント
2級キャリアコンサルティング技能士

粂井 祥宏先生

ド
修復的対話(RJ)とRJサークル
～対話を意識したコミュニケーション～

[第1部 講演会]
「修復的対話とRJサークルについて」「修復的対話の実践・活動について」「対話を意識したコミュニケーション」
講師の先生の実体験を踏まえながら、分かりやすい講演内容でした。

RJサークメレは
コミュニケーション能力を高める場、
それがいじめ予防につながる !
□人はみんな違うことが、素晴らしいと感じる

□人ならば誰もが持つ共通性を見出す体験

□自分の考えや思いを、表現や自己開示 (ディスクロース
｀
)する

□自己開示することで、相手からフィードハ
卓
ックをもらう

□お互い同士、しいてはクラス全体の相互理解が進む

心の四つの窓(ジョロハリ)→心の中をのぞく窓
[第2部 R」サークル体験]
PTA役員がキーパー役となり、10個のグループに分かれてのサークル体験となりました。

□粂井先生によるオープニング

ロキーパーによる流れとルールの説明

□「言葉カード」を使つた対話

■今回のお題は■

24枚 の言葉カードを用意します。

皆さんこの中から自分の働く意味 ・意義 (キャリア)

に関して「好きな言葉 日気になる言葉 口思い出の言葉など」
1枚のカードを選ぶ。自己紹介をした後、その言葉を選んだ理由を説明する。

□2ラウント
｀
体験をしていただいた後、参加してみての感想をみんなで話しました。

□粂井先生によるクロージング



[PTA教育フォーラムアンケート結果]

教育フォーラムについて、参加された皆さんから多くのご意見口ご感想をいただきました。

ご協力ありがとうございました。

l各 項目の集計結果

あまり当ては

まらない

0%

あまり当ては

まらない

0%

当てはまらない

0%

| ! : : : : i : i i i i ! : ! ! 1 : : : | 十1 , 1 =
だいたい当て

はまる

32%

だいたい当て

はまる

25%

サークル体験はよかつた 講演会の内容はよかつた

○どの項目も「当てはまる」「だいたい当てはまる」で90%以 上を占めており、このフォーラムに参加

した人には好意的に受け止められている。

○特に、講演会の内容については、「あまり当てはまらない」「当てはまらない」が0%で 、修復的対話

やR」サークルなどコミュニケーションの大切さを伝えた内容が共感を得ていると思われる。

2ご 意見 ・ご感想

○みんなちがう「から」いいというのが印象に残っています。「けど」という言葉だと劣つているという意味が含

まれているというお話しに、その通りだなと思いました。自分の解釈を入れずに、子どもの話を最後まで聴くと

いうのを実践したいなと思いました。R」サークルの体験は、男性参加者の話を聞けて、いろんな意見を聞けて

新鮮でした。

○子どもたちも、是非、対話等、授業の中で体験させてあげてほしいと思います。なかなか普段できないと感じま

す。
Oとても考えさせられるお話を伺えて勉強になりました。子どもとの話も、もう少し受け止めてから話しをできた

らいいなと思いました。ぜひ、子どもたち同士でもやっていただきたいです。
Oサ ークル体験は、もう少し時間があればよかったと思います。
02年 前もこのR」サークルでしたので、もっと目線を変えられないかなと思いました。来てみれば得るものもあ
るのですが・・コ。

○楽しく会話ができてよかつたです。
OR」サークルを体験でき、新しい発見がありました。

[お知らせ]

2020年 度母親委員 口教育 問題研究委員の役 員です。

よろしくお願いいたします。

母親委員長 富士見中 郡P子育て委員

母親副委員長 本郷小

教育問題研究委員長 富士見小 花いちりん担当

教育問題研究副委員長 富士見中



原村母親委員会テーマ 「子供の目線に立って、一緒に考え支えよう」

期日 開催場所

第１回　原村PTA母親委員会・教育問題研究委員会　

・自己紹介

・年間活動計画

・原村PTA連合研修会について

第2回　原村PTA母親委員会・教育問題研究委員会　

・原村ＰＴＡ連合研修会について

諏訪地区ＰＴＡ指導者研修会

6月19日(水） 原村ＰＴＡ連合研修会 原小学校

第３回　原村PTA母親委員会・教育問題研究委員会

・原村ＰＴＡ連合研修会の反省・アンケート集計

・母親委員会便りについて

7月中旬 原村PTA母親委員会・教育問題研究委員会便り　№１発行 原小学校

10月 26日(土） 諏訪文化センター

第4回　原村PTA母親委員会・教育問題研究委員会

・母親委員会便りについて

・委員会の締めくくり

12月中旬 原村PTA母親委員会・教育問題研究委員会便り　№２発行 原小学校

第5回　原村PTA母親委員会・教育問題研究委員会　

　　　新旧引継ぎ

・１年間の反省・要望

・引継ぎ

2月28日(金） 原小学校

5月26日(日） 岡谷東部中

7月 9日(火） 原小学校

諏訪地区母親委員会・
教育問題研究委員会合同研修会

11月21日(木） 原小学校

令和元年度　原村ＰＴＡ連合会　母親委員会　活動報告

活動名　及び　活動内容

5月9日(木） 原小学校

5月24日(金） 原小学校



原村母親委員会・教育問題研究委員会便り

原村母親委員会テーマ 「子どもの目線に立って、一緒に考え 支えよう」

令和元年 クガ 原村母親究 尋 争 家葬 会 芳行

原村PTA連 合会研修会

日本ペップトーク普及協会 徳武有紀先生

「届けよう !心 に響くコミュニケーション」

原村PTA連 合会では、6月に研修会を行いまし

た。動画や参加者同士のコミュニケーションを取り

入れた講演会で、あつという間に時間が経つていま

した。実践を通して「ペップトーク」=「前向きな声が

け」の大切さを感じられ、大変有意義な講演でし

た。とても好評でしたので、内容を簡単にご紹介し

ます。(裏面は当日の徳武先生の資料です。あわ
せてご覧下さい。)

①「ペップトーク」とは前向きな声がけのこと

アメリカのプロスポーツで始まった、「短く」「肯定

的な」「わかりやすい」勇気づけのショートスピーチ

②「子ども口子育て応援」となるような声がけ

「イメージは現実化する」「脳は否定形を理解できな
い」ことから、ペップトークを応用して前向きでやる

気を出す声がけをすることが大切

同じ内容を肯定的なことばでやる気を引き出す。

X 負 けるな → O自 分の力をだしきれ

X騒 ぐな  → O静 かにしよう

! X 勉 強しないと落ちるよ

→ Oし つかり準備して備えよう

③自己肯定感を持たせることが重要

まずは、あるべきものを共有する。親は子の足り

ない部分を強調しがちであるが、まずは「承認」し、

認める。できていない点は伸びしろととらえる。安

全なレールを敷くだけでなく、失敗しても大丈夫と

思えるように支えてあげる。

β本パッ丼 ―クまた協会 簿武 有紀先空

びガ /クβ 原村P玖 酵 研修会

参加された方の感想から

・言葉の大切さ、声のかけ方、やる気、言葉一つの

大切さがよくわかりました。

ロペップトークをすることで相手だけではなく自分自

身の気持ちも前向きになれると思いました。日々の

生活の中で意識しようと思います。

・写真や映像での解説があり初めて聞くペップトー

クについて理解を深めることができた

・最後のお弁当の動画を見て介護にも役立ちそう

だと思つた。感謝の気持ちを思い出しました。これ

からお母さんになる人たち、お母さんになったばか

りの人たちにも徳武さんのお話を聞く機会があれ

ばと思います。

研修会で紹介された動画

今回の研修で紹介された動画です。動画について

の感想も多かつたので、ご紹介します。

言葉のカ パッ丼 一ク

tお弁当の工ど/一p

//7,ヵ々 j/0″ブら″″θ句

re2ching″S訪 ョをわ//1i17g

子済の失数tよ成長 への唇



セルフベップトーク

自身への

かけの雷薬

言葉がセルフイメニジをつくる

i  卜 、■ギゴ

ポ|ま―ξ

IU

例)で きる !できる !必ずできる :
夢に 1向かい !ベストを尽くす :
実顔 :感謝 :明るい家族 :

例)育 てたい : 夢 を語れる ! 子 どもたち
一歩ずつ ! 進 んでいこう:前向きに!
ありがとう:一番嬉しい ! そ の実顔 !

９

々

ベツプトークの4ステップ

14

置き上げられたトークモデル

0激 励
さぁ、
いってらっ

アノの発表会、

えているのね。

0行 動

本気にな

0承認

それはね、

なたが本気にちゃんとで

なった証拠なの。

一般財団法人日本ペップトーク普及協会認定 (HP)

セルフペップトークセミナー(6時間)

自分自身を元気づける。より自信をもって応援する。

ゴールペ ップ トークセ ミナー(6時間)

応援 したい人を励ます、やる気を引き出す。

※長野県内開催、日程調整などご相談下さい。

軽
ン



原対立原小学校    韻 盟翌

轟請まう i

懇きこ轟くヨミュニ才―ション
～隷轟きな欝葉が貯

ベップ卦―ク～

―触謂霞法人

日春ベツプトーク普及協会

認定覇揮 徳武 有縮

n傘霞enor3spS慮 弱Sil.Co緑

県辞母ゴ観ダ Rssin冬、始n

ベップトークとは、ァメリカのスポーツの前合瀬に
監督やコーチが選手に対して行う

短く ・わかりやすく ・肯定的な ・寵を揺さぶる
勇気づけのシヨートスピーチです。

●ポジディ語で       ● ネガティ語で
0相 手の状況を受け止め   ● 相手のためを装い
0ゴ ールに向かつた     ● ゴールは無視して
●短くてわかりやすく    ● 延々と
0人 をその気にさせる    o人 をやる気をなくす
0雪 棄がけ         ● 説教 ・命令

勇気づけ トーク   残 念 トーク

熙 “ 静 ?

熙ンン  ●何宅登]母督母縁雰魯魯経ち?
ゴール

認
よくやつたね :

頑強つたね !

頑張つてるね !

君ならきつとでき お齢にはムリ!やめとけ !

君がいるから… ンゃなくてもいい !

否遠
何をやつてもダメだな

そんなこともできないのか 1

モタモタするな !

ユ.ボ ジティプな表現に変えてみる

すぐ辛レる  ン  感 情に瞬発力がある

回うるさい  ン  こ まめに気づ く

ルーズ    き  お おらか

理届つばい  き  ぬ 理的

頑固だ    当  信 念をつらぬく

ネガデイプだ 慈  リ スク管理ができている
6

廊下を走るな  き  ゆ っくり歩こう

事故らないで  き  安 全運転で

懸ぐな    さ  静 かに

あきらめるな  さ  最 後までやろう

あせらないで  き t自 分のベースで

忘れ窃するな  さ  し つかり準備しよう

遅刻するな

負けるな

不規則な生活だと

病気になるよ

韓

き 5分 調集合 :

き 自 分の力を出し切れ

さ 規 則正しく、

健康的な生活をしよう

勉強しないと   き  し つかり準備して

試験落ちるよ     試 験に備えよう



イスのブ,レープ,こなつてコミュエクーンこレ

参加された方の感想から

ログループで話し合つたりと、内容がとても楽しか

つたです。題名も、とても興味があり参加しました。
ペップトーク、ぃ 前向きな声掛けをついつい忘れ

がちです。私には子供が 3人 おります。上の子が

高一中三下の子が 1歳。上の子供たちにはプッペ

トークばかりで一歳の子供ばかりにペップトーク。

上の子供たちにもペップトークで接してあげたいと

思います。だめなところばかりではなく良いところを

声に出して伝えてあげたいです。素敵な講演あり

がとうございました。帰宅したら主人や子供たちに

早速ペップトークします。

本年度原村母親委員会口教育問題研究委員会  メ ンバー紹介

活動内容は、原村 PTA連 合研修会の開催、母親・教育問題研究委員会便りの発行・、諏訪地区研修会

参加です。
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｀
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旅ヤヤ枚蕩式会長   ~

畢解ン
原村 母 親 ・教育問題研究委員会は小中

学校のPTAで 構成されています。

小中の教頭先生、小中副会長 ・ふれあい

正副委員長 ・学年学級正副委員長 '施設

正副委員長 ,教育問題正扇J委員長
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令和元年度 諏訪地区 各校 

実践事例集 

 

 
 日本ＰＴＡ全国協議会 2019 年度「楽しい子育て全国キャンペーン」  

～家庭で話そう！わが家のルール・家族のきずな・命の大切さ～三行詩 入賞作品 



 

 

 

 

諏訪地区の小中学校合わせて 45 校の各クラスでの懇談会や、 

親睦イベントを「実践事例」として、各校役員の皆様から提出頂いた 

ものを元に編集しました。 

このため実際には、多数の報告書が集まってきたのですが、 

残念ながら紙面の都合上、全部を掲載できなかったことをお詫びいた

します。 
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令和元年度実践事例

都 市 名 岡谷市 浦 △ ^P■
｀

単位PT魅 川岸小 学校PTA I学 年 3学年

ア
ー マ 『 3学年お薬1ソみ会 J

懇談会の期 日 令和元年 10月19日(土】    懇 談会  ・ d死 劾 エーシ賓ろ
く懇談会の経過〉

実施内容  3学 年(2クラス合同)でのお楽しみ会を体育館にて行いました

ラジオ体操      体 育係の児童にステージ前に出てもらい

参加者全 員で準備運動

じゃんけ六ノ列車    音 楽に合わせ 自由に移動し、音楽が止まったところでじゃん

けん、負けた人は勝つた人の後ろにつながる。

繰り返L/て最後一列になるまで続ける

ドッチボール     ・ クラス毎で児童VS保 護者の対戦
・児童によるクラス対抗戦

人間ボーリング    保 護者に逆ボーリングのピンの形▽の様に4711に立って頂き

、児童が各列の保護者とジャンケンをする。負けたら最初の列
に戻る。最後の列の大将に勝てたらOK。

勝ち抜けた人数でクラス対抗戦

o× クィズ      各 クラスの先生に先生に関するクイズを考えて頂き、先生より

出題。

体育館に○とXの 場所を作り、参加者企員に○か×か 正解
と思う位置に移動に/てもらう

く懇談会から得られたこと・今後の課題〉

お楽しみ会の内容を考える際に保護者と一緒に何か工作する事も考えましたが

先生と相談し、体を動かして元気に楽しめる内容を考えました

当日は先生、学年のPTA各 役員の方々、保護者の方々にご協力いただき、怪我も無く

スムーズに進める事ができました

○×クイズは3学年でクラス替文_もあり、先生の事を知る事で児童、保護者ともに

先生への規近感を感じられ親陸を深められたと思います

お楽しみ会の日程決定後、保育園の行事がわかり、日程を変更しました

日程を決める際には、兄弟、姉妹のいる児童のご家庭の事も考え、事前に保育園や

中学校、地区の行事等を把握してから決定したほうが良いと思し▼ました。



令和元年度実践事例

郡市名 諏訪郡 PTA連 合会

単位 PTA名 上の原小学校 PTA 学年 2学 年

テーマ 2学 年親子 レク

懇談会の期日 19年  10月 19日 (土) 内容 懇談会口〈笹クリエーショ》,その他
<懇 親会の経過 >

O受 付14:00～14:15 レ ク14:15～16:00 片 付け16i00～ 終 了次第解散

Oレ ク内容

・先生OXク イズ

先生自身にクイズを考えてもらい出題、正解発表までしてもらいました。

難易度が優 しいものから、難 しいものまでバリエーションに富んでいて、

盛り上がりました。正解数の多い子から折 り紙で作つたコマを選んでもらい

全員に一つづつ配りました。

・ねことネズミ

2チームに分かれ、それぞれ大人が円を作り子どもが

決められた時間内にその円に入つたり出たり

するのを大人が防ぐゲーム。

子どもも大人も本気でプレイしました。

・「親の手」当てゲーム

昨年は子どもの足を見て、親が我が子を当てるゲームを行いました。

今年は親の手を見て、子どもが親を当てるバージョンに しました。

ステージと緞帳を使用 しましたが、その異様な光景と当てられるかどうかの

ワクワク ドキ ドキで大変盛 り上がりました。

しつぽ取リゲーム

2チ ームに分かれ、ウエス ト部分にしつぱを

挟み、取られないように逃げるゲーム

時間を30秒 と1分 と変えて2回 行いました。

<懇 談会から得られたこと 口今後の課題>

Oね ことネズミはお互い係み合いになる手前まで自熱して

しまつた。事前にそれを

予測できなったので、

来年に生かせるように申し送りしたい。

O事 前アンケー トでリクエス トのあつた、茶話会の

時間が取れなくて残念だった。

Oそ れでも参加した方々から 「楽しかつた」との

声をいただけたのでやりがいがありました。

各クラス学級PTA→ 担任の先生 → 学級PTA顧 間の先生 → 学級PTA部 長ヘ



令和 亀 年度実践事例

PTA連 合会
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令和元年度実践事例

群 市 名 岡谷市PTA連 合会

単位PTA名 岡谷田中小学校PTA 学 年 2 学 年

免子レクの内擢 2学 年合同
″

△
蚕

動運二ヽヽ
ヽ

″

究子レクの期に 令和元年 6月 22日 (土) どちら? 懇談会 。その他

<親 子 レクの 当 日>

○場所 岡 谷田中小学校 小 体育館

○時間 9:40～ 受付 10時 開始 11時 30分 頃終了

○参加人数 2年 生 40名  保 護者、兄弟姉妹等

○内容

1,はじめの会

あいさつ ・役員紹介 ・先生よりひと言 ・プ国グラムの概要説明 ・準備運動

2.ミニ運動会 →  運 動会と同じように赤組 ・白組に分かれて対抗戦とした

Oし つぽ取 リゲーム ・・・ズボンの後ろにしっぽ (ビ二十ル紐)を はさみ、相手のしっぽを取 り合う

赤組 VS白 組、先生や保護者も参加、保護者のお父さん (4名)が 鬼役になる、など6回 戦行う

②大玉送 り ・・・赤組 VS自 組でこどもから保護者の方へ大玉を転がし、折り返 してゴールまで運ぶ

(1回目は練習、その後 2回 戦行う)

⑤玉入れ ・・・赤組 VS白 組で先生や保護者の方も参加、お片付け競争を含めて 3回 戦行う

④U.5.Aダンス ・・・運動会で踊つた U.S.Aのダンスをもう一度こどもたちに披露してもらい、保芋者の

・
方に近くで観てもらう

3.おわりの会

終わりの挨拶 ・先生よりひと言 ・こどもたちに菓子十麦茶を配布 して解散

<親 子レクの反省,感想。今後の課題 >

○事前打ち合わせ・・・計2回事前打ち合わせを実施

各担任の先生に相談 したり、役員経験者などから過去の親子 レクの内容を聞いて検討 した。どんな

競技を行えばよいか話 し合い、先生や保護者の方への通知、各競技の準備、菓子やお茶の購入など

事前準備については、各クラスの役員 4名 で担当を決めてそれぞれ準備を行つた。   |

○競技種目 ・時間配分等

競技については 3種 目、開始から解散まで 1時 間半の予定で行つたが、休憩などを入れてちょうど

よい時間で終了することができた。

○その他感想等

・各競技の事前準備を含め、担任の先生方にご協力いただき、大変助かりました。

・どの競技も運営側の立場では経験がなく、当日を迎えるまで不安だつたが、役員で協力して進行し、

最後までやりきることができてよかった。

・こどもたちや保護者の方々の笑顔が見られる楽しい親子レクレーションになったと思いますc

参加された保護者の方々の感想については、次回のクラス懇談会で聞いてみて、後日改めて感想を

まとめてご報告します。
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冷 希ュ九 年度案競事例

学校生活に慣れてきたせいか、2分前着席や無言清掃が緩くなってきている。

子供たちとも話をして、最近ではできるようになってきているのは嬉しいこと。

学年で生徒会について話し合いをできるようになつてきた。来年は先輩になるという自覚が大切。

クラス内の人間関係で問題があり、個別に話をした。思いやりを持つて行動してほしい。

家庭でもコミュニケーションをよくとつて、学校の様子を知ってほしい。

口家庭での様子

朝、一人で起きることができない。
送っていかないと学校に行くことが難しい。

部活は頑張つているけど、家ではゲームや動画を見てばかりいる。
LINEでのトラブルがあり悩んでいるが、親が内容をすべて知ることもできずどうしたらいいのか。
LINEでの交友関係が、知らない間に学校外へ広がることが,い配。

<懇 談会から得 られたこと 。今後の課題 >

参加人数は少なかったが、全員から家庭の様子を聞くことができて良かつた。
クラスで起きている問題など、初めて聞くこともあり驚いた。

親の知らないところで、子供たちが悩んだり、傷ついたりしていることが多いと感じた。
やはり親子間、家庭と学校とのコミュニケーションが大切だと痛感した。
SNSに関する注意点など、学校でも積極的に取り組んでいただけるとありがたいと思つた。

郡 市 名 諏訪地区 PTA連 合会

単位 PTA名 岡谷南部中 学校PTA 学  年 イ 学年

ア  ~ マ 学級懇談会

懇談会の期 日 /年 //月 8日 (企)
確壷華勢)・  レ ク リエーシ ョン

<懇 談会の経過 >

口学級代表挨拶
10月30日の強歩大会へのご協力ありがとうございました。

無事に終えることができました。

日学級担任の話

文化祭白強歩大会と初めての行事が続き大変だつたと思う。



令和元年度実践事例

PTA連 合会

単位 PTA名
t珂が 安 を 下ヤ     学 校 PTA]レく)、

|やつ【1

懇談会の期 日 え年//月/ダ日lal レクリェーシ ョン

<懇 談会の経過 >

ヤ年十年散翡〉ごぅ1剰げチ_マずレ戸ご。そ体と脅け、タウズて|む1司げチマて1先立
に、迄レトⅢlみで尭禁/マ菅明年レてもら、ⅢょレTて.

切ぐ、今後午女1言向lTてのシむれぞとい、ゑりわずがアf日教セど犯 万ハ
どうどとし義難IT久ュガ〔。

・玖んの詮
fう
近強釣奈lr打73、く`姑えややぢ角〔ヽり膿tFねちなぃこと

t/.セよ者
ぶ
淡っ沈鷲てぁ地 しォをr告ュえて.じむレれ r官ゥ(奴り, 祐ヾぇ、関"り

十年)

<懇 談会から得 られたこと 。今後の課題 >

なレそこ`、ヽヤノばみ乙突ね物5どとがいてマ立レた。

また脅、強 を最客日本承|こしてしまウと,高校 へ入学してっちが大ぞ
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」悌佑

と、うどとし颯しぃたつて1そつ民の日本求ゃ二漆 t見栃えて日本女ゃ
終 ?次 を文 拘 6こ と3人 物 r〔

ぶ/Ftうごη十六ドで ノ夜 デえ だ _安 森 チイ
→

ンかか|ご臼tすて、ネ女た lR市 衆花を作次吾主う_ギ粘えを卑古くw
数とユ塑整坐F'ご7_―と文が、t五7,



令和 九 年度実践事例

郡 市 名 PTA連 合会

単位 PTA名 学校 PTA 学 年 / 学 年

ァ  ー  マ
1干ギ1子IB |じ

懇談会の期 日 元年 ′/月 2じ日 (1 )`
Ω  ・

 レ クリエーション

<懇 談会の経過 >

1平キ|チi【!J|ヽ'|ボ:iλを1岬ざ1ス1)!然
|ラテと倍(ハ打

′
;千:1.ヮ|)〔ゼ存じ/ゼ〉tぱ

Btt t解り小ていF下7ごよ浄tT'ろあ夕を政 聞くAしⅢ

イ衿|り千ワ1んサ`)杉十わ、げ々r)||め印を巧おf

<懇 談会から得 られたこと 。今後の課題 >

を愁ち戦惨、|ラグt`すlチたりtポ`汀,7ぎ711J.
ウ`Aど貿ら●あ 杉存じめヽ  ` 、ヽ、みヽうネ牛計7F l,がriダ||



令和 ぇ 年度 実践事例

1珂かく PTA連 合会

単位PTA名 田ハ北セ▼ 学校PT

_ノ%2回 坪年終教公
懇談会の期日 書見 年 6月 十年 日(露江) 談どH)クリエーション・その他
〈懇談会の経過〉

1

2

3

4、

巧`

と、

教
鞠

助
鞠

ほ
孝 uし …ヽ④

(孝液生〉傷り析寺とシPデ乞写1迄後の生デら|しぃて …Q

惑 屯こヮい【解疎平 ば か e
イ戻聞、;)Ziiか見

浴汐(ゎち

ヱつイマ乏怒 _c

の 甲Rり終 わり～脚 和めtこゎЧデてう%架 デた食ヵィ了ゎれB9
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兼 軌 ?熱
ボ架雄 な3ウ

tこ…及イ竹っ地抗 ゲ色そのイ!

ぜ っ I ( や

(懇談会から得られたこと。今後の課題〉

(⊇》 移 くっ考rデるで ャィィト連室レカ
庁紳 ッ、ヵと文 しt河フそこ本や後号で小あ歩。同 時|こ

71え連乙寸ぅ生イたもみく!ちゅを□だほrよヴ暫ヽ1梅、高ガぢk力＼S式専.米tこ

峰託Jど守う毛〕モデッキ欠力q:Ltt t化ン誌たい＼b

◎ 竹囀 っ家的ぉャていみん液Ⅲ玲《̀み込チうド逮キrS(r」み大魚彬旅
もあみ均争.AどすL浄鰐7ポリ8屯・傘移を青,式建知てダてしh。

9_t脅 惣 こ2を:を! こヽととi言を:靴 徽 双 、斎 浄午徽 鮒 若
rご抑玖滋



浴浄
宰成 ぇ 年度実践事例

PTA連 合会

単位 PTA名 ノ| マヽt〔ル|  ヽ 学 校PTA

懇談会の期 日 生年6月ぇ/日(本) レク リェーシ ョン
<懇 談会の経過>

○ えをつヽあまる】段各
文ヽ4不才の葬惣ゅしtて
イヽ容均7ンケート:こXにうこ1て
フヽに,うギ者哲t“れどで蘇辺ゲう卓

輸ヽ熱押トヮwてt募吊
〈ζ)験及イtれ らヽ:嬢捧

7/7萩とれ 夕1ニワし′ての先親

③壊劫帝手、天柔

<懇 談会から得られたこと・今後の課題>

イ`ヤロの徒 箕z卦却 なっ、けゲ庸

零itl発,ぇ夕く  宅
″
蒼手

が
'回げ白劣力`う各均らせモti3着とう

ヤ

3貿めてメむこ'ネ諄ノまにて二。

象ヽと,夕が返謝&そをぃてニケ【,ここウええがあ夕え在が

ご争ルクセイ炉チI)(itごく代ヨセタゴ九



平成31年 度  実 践事例

諏訪地区 岡谷市PTA連 合会 新引くガ物寺
長地小学校PTA

神ンフ作挿呼じイ̀
て
与移レ″イヤツJ

1年 7月21日(『)
<内容> ャ

亨広場  調 】

18ミoO と風ラ野陶
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!みこ00彦算ぐ/夕K

属十ををを'夕′多苦協な加ナ
維1
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稼赤戸ヶぢ焼彬複′夕hざだとホ・11れハザ`チとが
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研   Lモ
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解 陸枠 の接 イごイみみ カラヵ虜炉ダをす'ソメ屯

繁既
t赫

、既留発.篠琢けれ骨,的ヤ解
終



令和 元年度 実践実例

都市名 諏訪郡PTA連 合会

単位PTA名 下諏訪北小学校PTA 学 年 2学年

テーマ レクレーションを通してのコニケーションの活性化

懇親会の期日 令和元年  6月  29日 (土 ) 懇談会 ・レクリエーション

懇親会の経過

1年生の時、1,2組 合同でクラス活性行事を行つた事から、今回も合同で行うこととしました。

内容につきましては、各クラスアンケートを実施し、様々な意見をいただく中で、

レクレーションとしました。レクレーションの内容としては、役員アンケート等を参考に決定たしました。

令和元年  6月  29日 (土 )に実施しました。

第2体育館に集合し、受付。クラス活性化の説明後、1組、2組に分かれ、自己紹介を行いました。

自己紹介は、児童は好きな授業と、好きな給食のメニューを一つ上げました。

保護者は、子どもたちのいい所を上げていきます。改めてわが子の成長を感じる瞬間でした。

レクレーションは、クラス対抗で行い。最初にじゃんけん列車ゲームでした。

じゃんけんし、負けたらかった人の後ろについていきます。次は、ボール送リゲームを行いました。

続いて、しつぱ取リゲームです。ビニールのしっぽを取り合い、残つた数で競いました。

最後は、整列ゲーム、お題に沿つてクラスごと並びの速さで競いました。

体育館で暑い状況の中こまめに水分を取りながらでしたが、白熱の楽しい活動になりました。

<懇 親会から得られたこと・今後の課題>

クラスの垣根を越えて、児童同士のコミュニケーションの輪を広げる事ができました。

保護者として、児童の姿を見る中で、成長を感じたり、親同士のコミュニケーションが図れました。

先生方からお話を聞き、コミュニケーションをとることができました。

沢山体を動かしたことで、児童にも保護者にも疲労が見られたので、配分を工夫できたらと思います。

時期的に暑くなり、体育館内では対策が必要と感じました。



令和元年度 実 践事例

PTA連 合会

単位 PTA名 下 動くみ 鈍 ′1＼  学 校 PTA

キヤンスだと'レしてチャレ〉デ
｀
11

懇談会の期 日 2019年  ▼ 月 6 日 (工) レクリエーション

<懇 談会の経過>

る普年II下〔許説沖丁の出前講たとゃ東大ざチゅスポ一`|レとしまとた。キャ〉スだ上!レとtt下訴訪
時の体育荘導買さにt去求せょたデムぜ1畔トボと,レやマレ、ソト対しフ|ミイ頭わよるょうなスディ、ルと
点 白リド |しと使 RヒK、f」警 ラィ>っヽう得tt、ザと>t二入ょて合計得tf、〔誠 ぅデ ムどす。普 日は第二

イ本合館せ
｀
チャ>スボhじめマ、ットを歌き、体苓飛導買せ氏のこと:式合にはした。畢れはチスの中ごホと色

に分がよKi討合どに、慣ょてきた→貌手打士れなど泉銅!ミ掛 レヽまtTこ.享前9袖統 ど坑生ゃBrの方々の
協うにより、とてt盛ッ上がツ、課■屯ヽことが☆よtナ〔。

最後に7イスこ俊於及り、〈ど写|き叫貫にお票子のつがかどヅとにたりと、イボ
｀
ント,前議口

｀
た実した

クうスラき,卜二tこイぶリエし丁こ。

<懇 談会から得 られたこと 。今後の課題 >
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令和元年度 実 践事例

郡 市 名 PTA連 合会

単位 PTA名
下ヨ承どさ 士色/1＼   学 校 PTA 学  年 4   学 年

ァ  ー マ 帯ヶ一キ
懇談会の期 日統 年 r/月 /∂日 (g) 徹会・レクをラルョン
<懇 談会の経過 >

於K式の準徹森
＼夕θ晨マあ第 帯こ

祷面
rS hコiZひ土め井々 tやけ―キtミ帯を

穂 ガ軍しf_A。

親の悪い、きのパぶ使とHてれぞA芋 主ヰ

ぇがt(ご

tミぎt、卜。

<懇 談会から得 られたこと ・今後の課題 >

写ィズの等ゃ罵、ぃ、誤の写イ失パた技へてせにさごの恩しtはこu

者織■にドせRだ〔や健'沸☆ギ、瑠 〔E ttT―ゃk

(午り&嗣 語 ヴヽ 孫気にの苦漣t糸代はtんげ想ニ

静牟比tr二7してRとてモしit(β手働亡すゴせ其衛ヽ。



令和元年度 実 践事例

残
歩
″る PTA連 合会尾′

単位 PTA名
T者 歩

く フし 学藤百TA

孝 角 手
乾

ヽ ヽ

ガ

:  /  っ  ″ _懇談会の期 日 え年ど月タボ日は巧
<懇 談会の経過>

ごガ抑栂r湾堵tとしヽガ芥ラ物
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浴 夕 体 行 家 ぜ｀
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≧姥が・
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郡 市 名 下諏訪町 PTA連 合会

単位 PTA名 下諏訪南小学校PTA 学 年 6 学年 (  / 組 )

テ ー  マ メれ貯 物争

懇談会の期 日 >o′7年  り 月 ''日 (2) 懇談会 ・cクリエーシヨ》
1. 日 時  11月 22日 (金) 18:00～ 20:00

2019(令 和元)年 度実践事例

2.場 所 下 諏訪南小学校

最初集まる場所は、6年 1組教室です。やることの説明をして、校内で活動を行う

予定です。

3.持 ち物  お ばけの仮装 (お家の方)、動きやすい格好、靴 (お家の方)、水筒

もしあれば↑        追 いかける用 ↑

4, 内 容   校 内での逃走中、肝試し (予定)

5。 流れ 集 合→や り方の説明→逃走中 (30分 )

お子 さんを保護者の皆様 と私の力で全員捕まえる?

→肝試 し準備→大人でお化けにな り配置につく。→子 どもたちが 2、 3人 で肝

試 しをしていく?(40分 )→ 全員で写真撮影 (10分 )→ 終わ りの会 (5分 )

→解散   こ れは 1つ のアイディアです。変わることもあ ります。相談の上

決定 しますn
■                    ― ― ――――――    ―            ~                                          1

<懇 談会から得られたこと

著炊 ハる孝りをぃ

。今後の課題 >

たり呼オ久ずのスケ初ズちたリゲ

幣rttFi l:そ、十群絶う:ケ現窄
・
す
み
見キ1手をりたろォノペ'央井て

3仏ぅ認ル 々レむ者パ 失井4しん
r杵拭レJ tas粥故>夕卜ta多宅 ゆ てヽ 初しパ″方イリ 役κ名タ

イれなかり '物打 ザ テイ久移 力冴・ハしをしたo

現・ケの容ア彰るり.′| パ々リ バ々もうち尺りを救1ウ空しんど回均孝バ

決弁 をしたo  男 サ イヤ9文 い クラ魚ヵ、 ゼ多Kイ 文 くる れ た レ輝 Wをり

<提 出については 各 学級幹事→各担任→PTA総務(相良)>



2019(令 和元)年 度実践事例

郡 市 名 下諏訪町 PTA連 合会

単位PTA名 下諏訪南小学校PTA 学 年 S学年(ユ 組)

テ ー マ ―竜神廷―駒議 (1職と乙鞭孔令ぷQ地い拙作)
懇談会の期 日粋 7月 1日咽) 懇談会 ・ レて丁工)ション

<懇 談会の経過>

―
ちそ警 43忘 忌こ 伯 21咽い|【、キ 乙 目烏孔研Dざ81判 こ

業民ぅに句我|ィTも決した。
G正 式

)二おヽ

0仲均卜よいと` 1ヽ°いばR橿蟄R)

。るスロンし、英
O貨ぜ)堵`鎌 昼
°ざ―叉もし

01+【呼屯栄礼   名 ギヽい・°に 品れヽ札(崇 Rもざ弥札情こ品、作しま碇 も

<懇 談会から得 られたこと 。今後の課題>

■んぉ 崇しとぅに、弥ん噂孔・品 札 球代ら蜘 作もい 託 L。

吾f私毛ちけ、?月21日のit寸とこのR玲亨こ代亀1式
｀
ぅこ1乳くtに石。

|いギ執にたat恥こづQし

<提 出については 各 学級幹事→各担任→PTA総務(相良)>



2019(令 和元)年 度実践事例

郡 市 名 下諏訪町 PTA連 合会

単位 PTA名 下諏訪南小学校PTA 学 年 ダ学年 ( 写  組 )

ア  ー  マ 下劣承あわギ
｀
ネスに行すt¥先

｀
rr (―ツ糾 耕りあ杉ジ

懇談会の期 日
侵
努年 ぶ月 2ケ日 (の 懇談会 ・ レクKつトション

日f歩し、佐叫拘地,■レたo

<― の経過>
″ツ紙す切夕を

子ィ火遂が下数妨ギネスLユワし`て力♂していたのど、

1乗ヶ授ィ多宅
/余Ztニタ分々″しヽウそ金哲々の傷オ→賜い|の行ィスレ1、イネタ賃ヲ防t

年だワJ夕の卒t=チマレ)ザしをした。

ダF4ぅ衆ュタ メ Att θ
・ヾ
を えた

Tl'閉
`ガエわとがイ句回どき召ゲ7」タ

探竹枢推逆匂りご末ユしrニヮ

チイ供毛イ終うほ渚tとる牟宗魚探竹

r者
存於逆軍予'すなな 法がT卜戒

｀
多イズk―筋 い宗 ヵ作"

fや
確 歩ギ

｀
ネスtとみリロし作チffヂクたバ 更新 し工うとついワu黎?し作"ヒ

ネいぜ宅み作帯どル`9化どす。

みイケば、イ衆敷力が見守な中、7ラス牟質の人在電とがt,チャレガ
1し
れたの

<懇 談会から得られたこと 。今後の課題>

末衆&とがの朱衆ゼt疹め、1と,手う0ゲ～ゲα守なぜヒ

子策湖かたので
｀
振卜てし1ルをしヽれた。

イド>← 卜のみ ヤロだ
｀
,作 りは ″争掩月が 力そ1夕てい作りま

遜ば
｀
体与こ9争閣軒 遂伊ど海張 t快密が9仁め`だと

児ヽし、をすo

<提 出については 各 学級幹事→各担任→PTA総務(相良)>



2019年 度 実 践事例

肯吊 市 f 出; 下諏訪町 PTA連 合会

革1立P′I A`名 下諏訪中学校 PTA

ラデ
~~~マ

素作い1督年t〔竹
｀
ズuちのクラスの不幸↓(てフじヽて

2019左手ダ月 ノ∂日(ヨ々 どちら?

<懇 談会の経過 レ

プラス替え毛あり、来
ノ十月＼'3じア【。

じ々wぢ年(鞄ちての手4イェ髭の様み化え町・`う

きば
｀
クラス(〔/fじめ′↓ぃ`た多チのあイスt＼ヽる。 ぁイ斉1幻工のつただわツ金、|のゼ″て

h

ぁラ＼|に2を策 ぎてこりする二とていばじ`んt llいげ百二ら、| ′ヽとこ)。
,み指斉(Iタラス金イ不θ＼`すじ`あ (【ネ仲)〈絢んてい、、る。本像擁 勾 tこ歩夕ぐどヽもあり、

オ〈オキイロイ生の先生力がうも(岳めら仏る〔とがヽ ぁ|)、とても

<懇 談会か ら得 られたこと。今後の課題 >

材打ケじ('生→をOW故`缶子?てがら |ケ)1っ孝発ぅ54スも ぃろ＼、ろと

ぁフτど 鷲卜|]すが1牙ワイ生のえ生があ晏打奈均サばるイス髭

することおゞひきて、旅り`ィこていo。

ェネばうも、欠生るとイ采と塚%が
｀
協)力して、あイス丈乙毛滉字フてい▼〆う

段ハブカ匂(こ逆んていヽЦするのを`trは っヽ`とせ各/ぎすθ

十
一日午

有
毎

(【運め乱 t

み乾わ閻ご

懇談会の期日 工 ~ン ヨ ン

選 )

文責 ・‐ヤ' 、1研iみ



平成  年 度実践事例

郡 市 名 下'7女うお PTA連 合会

単位 PTA名 下タィた多右ネエャ      学 校 PTA 学 年 2 学 年

ァ  ー  マ 普午そら、ま松

懇談会の期 日 Rl年 /θ月 //日 (生) ○ レクリエーション

<懇 談会の経過 >

・古回イとのえ年かゲのみあう

③文イし夕十二フリて…`
え厚そ、尋|こ示谷える多がメ米r_‐。2年生が3年生と支えて

換州文巧じ杯にな,たとそウθ来年↓下自/ガ望!ごイ乍り上げてレ|くので1

」り旅レ1たイこ殆裟↓も ろ`肝くァ′レ主毎h努終めた頼Jラそり/どヽ!θ

② 狂従 会 にヮ|,て'′'来年力の工陽J沿象のイ女本8カ が沢 京吾0

協窃二 が狂4たハ 任51″像 )て叫〈争t事れ てのんどつあ 新 商

不をもあろ9之年生のこればう
｀
ゲ歩 化持ち・イゑ体多υや子。

① 夕ため生従のか糸チ`ぇ
免床く。地ど`してし|ろば

｀
ブ乳牙戸が'れイ了してt'ぢ。

及逃くズちを ミて口たり,テストマ糸ケ人み び`殻快てll a

令斉くStあ ろ9

ヤ来なの蘇習ばナうま塚。

<懇 談会から得られたこと・今後の課題>

・
二の普年ぱ 深うろが4岳、そヽ 行角 大クツガ'つ又警ギ が高 明。

“
移恕 しI毎日あて(|ろび!そネと矢口ぢてrレiれがンタし'つ

′
今の多うス、1/いノコン化のがりり安わら`ロャ のるf受米で`ハじツコンを力東用グ塚β子、

た写そ寸丁つのが避口窄戻的にあみ。

'スマ汀ヽとら安,て口ろうすパがル刀。みメをで`どのが汗(み`け―ルをぅ入めてし|ろの力`?
→ D寄閲て`口ヽ/ク毛|【rてし,たり、自句のを「耀に寸争売込まごゲロθ卒
'この旨廠ゼlrケllt拭移αうと上げ

｀
て字多(・を,た多ば口塚。

初匂をどう手ろり`、分み倉
｀
さちん毒岳をし子がてし叫。



平成 31年 度 実 践事例

諏訪市PTA連 合会

単位PTA名 協第′‖＼ 学校PTA

4かを勿がレス透ぼう! ニュプ物松
懇談会の期日 /年 も月塚ク日 (日) 懇談会 ・ レク

<懇 談会 (レク)の 経過 >

。レ9(在?みリゲレム

θみ人准
弗凡多】孔合士み|ュニ枚 vAみ/・ず、走ッロフ″ノ‐協筋考しみノ

'蕗稼物″哲
すとゲ=久絶マリまし/――o

クラスのキィ"舞 ぁる。あ!ラびのことを来ユト ぶクいti

た 於` 萩ぶ機
ヽ
かと戸Jッれ てす。

絡`第クθ～倉θんとぃう。末みりてのデ家たの方!ニ
タ弟汐,してレ|たみ‖リユじrD

θフラフー フθ差ッ 務子
°バ`スタオ,レryt,ぱノッ♭
971R工、夫リ
タうスをゲ'/ム

クドャすッかぃ安支子
'タドン入

メ蜂夕の淡し入卜と 不安村必百フ・ィ株萩ル わせせって戸 ソ
ズムー

パ i)びき孝(卜 。

<懇 談会 (レク)か ら得られたこと。今後の課題>

繁静」とゼも
ラスレタじt19ュFぴ′膨チユし子ンが、み 頃話み 14ェ らしく巧Z卜を駒 かり宅/ら十二

先生ャ.クラス窃民の方|れ米nttt也改き、孝し人でヽもぅぇユなt=/」りましてご。

う4ス にユ七ううん卑匙同士力ヾ 次 )れ
,ュ 蔵 し1移翁松 び｀

でき多しや o

好午ゎヾ上が1フてし|(tiフ～、レ ク の 内 ガ 毛 輌後 しく/Jあ のが/メ と 抑 .RJし ぃ 。



令和 み 年度実践事例

PTA連 合会

単位PTA名 働力＞
多
マ欲

ち」光子(宅` 袈尋亨rご一り〉!ブうパ(イ歩革
懇談会の期 日 え 年 |十月字 日 CR枕 ソクリエーショ↓

<懇 談会の経過 >             ~~

●レ|〈つ力＼7衆アの方がぅ肉熔報をっtノ了イ危ズセかし、ァ)ヶ_卜と
フ欠クにとこ多、ボ

)ヤ
ルヴ揚ウタ叛tだちれたり)火定 。

タユ生と日本ユタ氣垢とこし、ラかガ屯入朗紗●ク7ゆヶャ仔ネ るD
・ィギャルヵ勿 lθレャ>予知

当日か 力伊人炊 ラみん (皆 た々26乃 、た生、
脇 %rθ 殉 9

た1多″玖/」―ぜィスえ、デム土卜
ヽ
／

レ夕

屯

ル
婿
切
Ｗ

刀
徐
ｐ

に

<懇 談会から得 られたこと 。今後の課題 >

'多加|こガヾ一ヴングル勿し子Jちなゎ屯とし、ヌ】ギー疾とす之宏して
口作めてヽ'そィ寸七ス久ャスt・でiき降6
・ドJ)>ダ未維 酵恋の3t″ 〈レ作たり、そ生が多れ|こ
ラわれ`多玖(マナー寺そズ久えてくな作っそのためlヶガ?/ヒリ
ガ殊糸tを送ぞくっ＼ヴることづく舞しんでヽそぎたとイむり。
'孝争廷3をセカクまをマ〕ヶ

!上久し作ので'姥斧史セ妨したことのなtノ
もしそ杉うができ坊恋しめ浄b



平成31年度実践事例

諏訪市 PTA連 合会

四賀小学校 PTA単位PTA名

4イが 筑レタ`)力/カプ

懇談会・レクリエ巧人/年 7月 6日(工 )懇談会の期日

く懇談会の経過〉

～ ヴ文′トン炊)垣つ万/7つリー～

えヴ午のわツタダん卜多しオのイ,多多ル1多んププ

たに比十のぶクわ卜しんあ)幻紅 夕解各、キ/チrみ泳そt.

族 外 ・Uレ |もや』災っ 1米
/サ十 移失 ″てマ 移4千ろ

7レ、イケ _みぃ竹方の各聡比)移れ ル゙作

く懇談会から得られたこと口今後の課題〉

、〃万て/う窃1多行夕声し、'珂進み1密f(多り,幻 じダちレずつ

れを レ跡リ レ1少》レても舞し、ヽ招)式パ逆酸ヤ古し千。



平成 31年 度 実 践事例

郡 市 名 諏訪市PTA連 合会

単位PTA名 ＼ヤ ブリ!'・| ノ↓く  学校PTA 学 年 4-  学年

ア  ー  マ
「
,家めエク ヌ鬼と予の糸李」

懇談会の期日切/ノ年 夕月ユ/日 (工) ・ レ クジエーション

<懇 談会 (レク)の 経過>

を字で物ド
｀
つしたアをセリr夕|こ財女ち関あ恋げタ

litて過こギねひ】形マ
'7)ケ ト締采
・りにうク比二警が集ュヴ通 こ▼ェカニしてし`う。
・イ印矛‖のデムマスマみをセJエラえずヶとム̀ J尾務、広乏、滋とヤ筋↓こ安tルヽことz
天ワtitでも`る。

・/f手で↓すどんど朝FTがどねなしっこ★打ャラ族りヽら残て来てゥ、死あ時間やめ聯
崎博8qな4/J/しの咽 ひうを?何、1そ発確ヵ二しいヽう,

1子口ばなク`みレツ児チむ地とす時間はイTれて,ユヽウこがケ蜘 をす名でをラをしてもうぅウと、
多 初スしヽ2してしウしヽなグう、」ざぇ二舛力)をとうエタtE tVレいりでし`う。

・ユ・口tiば、わ幸撚ねなしげ夕tiし、瀬野夕守間を作クて、ルチ字へ靖?行き、誇TJ夕tとしている.
・
1本的 日↓|一 緒 ,こ秦しりうことを琢 して,炊ク`げたヴ・ス亦生

/しr_―りとひ&ュ
ぃしひ ろヽ:

・手す夫が天切 な 海た ひあうどとを可蒋 ィ云えるエタにしてしヽぅ。

<懇談会 (レク)か ら得られたこと。今後の課題>

短時間てウってt差とすう機会封子5ウにしてい5家たや、イルルgtュ、
写豚と一妹右けニイ可がを確ェクIEしぃ13物廷夕

r多しげクひ抗

音探仕しヽヽアてい、夕のタスい2逸してコミ″ユ舛力)をげ″ヽることも
大ワ↓これ`フてくうのがみを好ヽし,ユ孔

れが財宍ク気持ら2脅け」珍、毎り赤フてうげち、物 タスいを通して
ぶ,こケーカレZ IJク`う、また、財ズに天ηケ存れてヽ湯うなウことをヮに公して
イスえてあげち、そク↓ち「こことにゴタで宗鬼とチのみ令が`デ家Jヮひヽくのク`後`と丹tヽ`ユ孔



平成 恐立年度 箕 議事f″せ

と 。今後の課題 >

5年 生頃から思春期に入る子がふえていくとのこと。

思春期なりの悩み、トラブル、気持ちのモヤモヤ等を持つのは成長の証でもあるそうです。

学校での出来事や、自分の悩みなど家族以外の大人(先生や保健室)に相談することもあるそうです。

思春期、反抗期を上手に乗り越えてもらうように学校では今までは手取り足取りしていたサポートを、これからは

半分サポートして後は自分で考えて行動する、という指導もしていきたいとのこと。

家庭では子供にとつて家がくつろげる場所であるように、たくさん話をすること。

学校と家庭の両方で子供たちの成長を見守つていくことが大切だと思いました。

郡 市 名 諏訪市PTA連 合会

単位 PTA名 )じ鴫向′t ヽ    学 校PTA 学 年 ダ与2排′鞠二

‐
/ ~  ~  ‐ x / 夕年笠のと東の′じ`身の交整ルにフしヽて

懇談会の期 日 〃、う1年年 月′2日 (栓) ・ レ クリエーション

く懇談会 (レク)の 経過 >

①5年 生になつてはじめての懇談会ということもあり先生1名 と保護者8名 が出席。

①新任の先生より、子供達が「明日も学校に行きたい」と思える学級づくり、小学5、6年 生の学力の重要さ、
「分かりやすい」「自分で考える」「計算力の向上」を目指したいとお話がありました。

①学年共通のテーマとして『5年 生の頃の心身の発達について』をご提案いただきました。

①理論的に考える

②反抗期に突入する

③体が大人に近づく な ど…・

保護者より
・親の言うことを素直に聞いてくれなくなつてきた。家族以外の方に指導してもらつた方がよいのか、指導の仕

方を教えてもらいたい。
・特に女の子はしつかりしていて芯が強いのは良いところでもあるが、場合によつてはもう少し柔軟に考え、視

野を広く持ってもらいたい。
・心の成長には個人差があるので対応が難しい。

などの意見がありました。

から得られたこ



平成 31年 度 実 践事例

郡 市 名 諏訪市PTA連 合会

学校PTA 学 ら

勃碁S汚帝イ負イスポィッ採t輩るA前 卦た

え
ど羊 /θ月ュo 日 (日 レクリエーショ3

車

, 、  ⌒ r r v 、庖 、

単位PTA名

ア  ~マ

懇談会の期日

/宏 思象穴 ∠ヽ  /
｀ラb 吹` 石 ヽr /ノ υノ確 迫 カ

猛翌
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さ
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令和元年度 実 践事例

群市名 諏訪地区 PTA連 合会

単位 PTA名 諏訪西中学校 PTA 学年 1学年

テーマ

期  日 2019年 フ月26日 (土) どちら? リクリエーション

【内容】

1学年全体で学年レクを行いました

①クラス対抗 綱 引き

1学年の3クラスが総あたりになるように対戦順を決め、勝ち点の多かつたクラスが

優勝とした。(今年度は1年2組が優勝でした)

綱引きはの綱は、事前に湖南小学校よりお借りして、前列は子供たちで後列が保護者

の並びで行いました。

②クラス対抗 フ リースロー大会

体育館のバスケットゴール 3ヶ所を使い、それぞれのクラスで対戦しました。

時間を決めて〇分の間に何イ回ボールが入るか ?で競い、それを2セ ット行い

それぞれの合計点で優勝を決めました。

【得られたこと。今後の課題】

●クラス対抗になると参加人数にもノヾラつきがあるため、人数調整が必要になるので、

あらかじめ出欠席をとっているのであれば、ある程度役員や先生方の方で人数バランス

を考えたチーム決めをしてしまつてもよかったのかな ?と思いました。

●フリースローは最初は子供たちだけで行っていましたが、保護者も一
緒になつて参加

して経験者かな ?と思えるほど上手な保護者の方もいらつしゃいました。

大人になつてからではなかなかできないスポーツを、このような形で楽しめることは

とてもよかつたと思いますし、ゴールに入つた時に全員が喜びの声をあげていたのが

レクらしくてとてもよかったです。



平成 31年 度 実 践事例

郡 氏  名 諏訪市PTA連 合会

単位 PTA名 南中    学 校 PTA  I 学  年 +    1    学 年

ァ  ー  マ 学年親子 レクリェーション

懇談会の期 日 令和 1年  6 月  13日 (木)1    懇 談会 ・レクリェーション

<懇 談会 (レク)の 経過 >    15:30～

・初めの言葉 (級長会)

・挨拶 (中村学年会長)

一、島ゲーム (内容)

①新聞紙から落ちてはいけない !

②新聞紙の上に両足が乗っていればどんな体勢でもOK!

③新聞紙の上で3秒をいればクリア

④親子 (ペア)で 協力する

二、伝言ゲーム

親子で交互に並んでお題を伝える、最後の方に伝わったスビートと正確さで順位を決める。
・ゲーム終了結果発表と総評がありました。

※5組 が1位 になりました。
・1位から賞品を選びましたが、クラスによって賞品の違いがありました。 5組 が用意したの

は駄菓子セットでしたが、子供達はジュース、カップラーメン、スナック菓子を選びました。
・最後に宮坂先生よりお話しがあり、生徒達は素敵な笑顔で満足した表情で帰られました。

<懇 談会 (レク)か ら得 られたこと 。今後の課題 >

・知 らないお母 さん達 とお話 しが出来ました。

・レク中、親子供達の笑い声が絶えなかった。

・久び りに子供達 との触れ合いが出来た。

・自分の子供以外にも同年代の子供 とお話 しする機会が得 られた。

・親子 レクを通 してクラスの絆が深 まったと思いました。

・レク終了後にも親から 「楽 しかった、良かった」 と多 くの感想を頂 きました。

課題

・保護者が参加 していないご家庭があ りましたが、次回からは一人でも多 く参加する事を望み

役員としても出席 しやすい環境を作って行 きたいと思いました。
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2019年度実践事例

都市名 諏訪地区 茅 野市 PTA連 合会

単位 PTA名 永明小学校 PTA 学年 5学 年

テーマ 学年合同 飯 食炊暴親子レクレーション

活動の日時 令和元年 6月  8日 (土) 懇談会 ロレクレーシヨン

〈活動の経過〉

当日は小雨が,い配される中、始めの会後早速各クラス必要な薪を運び、炊飯練で講師

の先生より火おこしのレクチャーを受けました。子どもたちも、一緒に参加した親も身

を乗り出し、あっという間に火が起きる様子を見せていただいた後、それぞれの活動場

所に移動し飯食炊築 ・豚汁づくりをがんばりました。予定した時間内には各クラス調理

を終わり、親子でおいしくいただきました。自分たちで火を起こし、調理をし、自然の中

でいただくご飯 ・豚汁は格別 !どのクラスも完食でした。

籍算の先生から

レク〒ャー中

親子で一播に女おこし

東劇です ff

おいしくむ～れ

ないしくむ～れ

てきたatむ～?

〈活動から得られたこと口今後の課題〉
1当日は小雨のため、炊飯棟での飯食炊桑、宿泊練での豚汁作り・会食と活動場所がわ

かれましたが、他のクラス役員のみなさんを中心に、子どもたち保護者の方のご協力

のもと楽しく活動を行うことができました。片付けも最後までスムーズに行え、子ど

もたちのために保護者の管さんの協力のありがたさを感じた活動となりました。
1天候に左右される行事でもあるので、施設予約の際、宿泊練 。炊飯棟を両方予約する、

他団体の予約も入るので、早めに連絡を取るなど引き継ぎたいと思います。
1駐車場が少ないため、道路片側にも駐車をしてもらいました (施設管理者とも確認済

み)。しかし、帰りが混乱するのではないかとの声もありました。実際は各クラスの解

散時間に時間差があったため困るほどではなかつたのですが、保護者の駐車場をどの

ように確保するか、駐車の仕方についての検討が必要と感じました。



平成31年 度 実践事例

都  市  名 諏訪地区 茅野市PTA連 合会

単 位 PTA名 茅野市立米沢小学校PTA 可学年 (1組2組合同)

テ  ー  マ 親子レクレーション 【ミニ運動会】

活 動 期 日 令和元年 6月 23日 (日)米 沢小学校体育館 懇議会・QクレーカンいずれかにO)
<活 動の経過>   児 童 (1組 18名 、2組 18名 計36名 )・平井侑先生Ⅲ縫谷美峡先生・保護者口兄弟

9時10分開始

◆整列・先生のお話  整 列、注意事項等の説明(役員)、美咲先生のお話。

◆準備体操     美 咲先生に号令をかけていただだき、全員で準備体操を行いました。

◆しつぱとリゲーム  ・ 1回戦…1組 対 2組 (児童と先生)

・2回戦…保護者 対 保護者

・3回線…1組 対 2組 (児童と先生)

各1分30秒 で3回戦行いました。

勝ち負けの判定はつけずに、最後まで残った人に拍手を贈りました。

O水 分補給

◆先生OXク イズ   ロ 先生の紹介…氏名、生年月日、年齢、血液型、出身地を役員より紹介。

・1組侑先生についてのOXク イズを5間、2組美咲先生についてのOXク イズを5問出題。

事前に先生にお聞きした内容をOXク イズにして出題し、児童と保護者に、Oか Xか で

分かれてもらい、答えは先生に言つていただきました。

O休 憩

◆じゃんけん列車   親 子対抗で、となりの卜卜回の音楽に合わせて行いました。

最後は全員で1つの長い列車の輸になりました。

◆ハンカチ落とし   ク ラスごとに分かれて、児童、先生、保護者全員で大きな輪になり行いました。

O休 憩

◆ドッジボール   '1回 戦…1組 対 2組 (児童のみ)
・2回戦…1組 対 2組 (児童と保護者)

先生に審判をしていただき、2回戦行いました。

◆敬 『さんぽ』   と なりの卜卜回の『さんぽ』を、児童全員で歌いました。

◆整列。先生のお話  侑 先生のお話、終わりのあいさつ(役員)。

1 1時 1 0分 終 了

<成 果と課題>

口1組、2組共に児童全員が参加することができました。怪我や事故もなく、スケジュール通り終えることができました。
口熱中症対策として休憩をこまめに取り、水分補給をしていただくように呼びかけました。
日最後に全員での集合写真を撮り、残りの活動費の中で印刷し、配布ができたら良かつたと思いました。

・しっぽとリゲームの保護者対保護者の勝負、ハンカチ落としでは、子供たちが親を応援する可愛らしい姿が見られました。
・音楽会でも歌う『さんぼ』を、最後に歌うことでまとまり感があり、また、子供たちの成長も態じることができました。



平成31年口令和元年度 実践事例

都市名 PTA連 合会

単位PTA名 北山小学校PTA 学 年 4学年

テーマ 親子レクレーション

懇談会の期日 令和元年6月15日(土) レクレーション

日時   6月 15日 (土)13:00～ 15:00

場所   北 山小学校体育館

内容   ア ルティメット競技を体験してみよう!

アルティメットというフリスビーを使つた競技を森友紀さん(2012年世界一になつた時の監督兼選手)に

教えて頂き、親子でチャレンジしました。

ウォーミングアップ、フリスビーの投げる練習を親子、先生みんなで行いました。

最後は4チームに分かれて試合ができました 1

収支報告  補 助全 24名 X200円 =4800円

集金分 20名 X200円 =4000円

合計8800円を森さんへの交通費として渡しました。

皆さん初めての競技だったと思いますが、森さんの素晴らしいご指導のもと楽しく行うことができました。

終了後にはフリスビー2枚をプレゼントしていただきました。

「またいつか森さんに来てほしい」「またやってみたい」「たのしかつた」「素晴らしい指導者だつた」

など保護者の方からお言葉をいただき、森さんに伝えると大変喜んでくださいました。

そして「みんな素直で私も楽しかった !お母さんたちも頑張つてやつてましたね !」とのことでした。

終了後撮つた集合写真をみると子供たちがみんな笑顔だつたのが印象的でした !



平成 」′年度 実 践事例

茅野市 PTA連 合会

単位 PTA名 湖東小学校 PTA
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平成 31年 度実践事例

都市名 茅野市 PTA連 合会

単位 PTA名 豊平小学校 PTA 学年 +      4 学 年

テーマ 親子で味噌づ くり体験

(丸井伊藤商店)

懇談会の期日 Rl年 5月 25日 (土) 親子 レク リエーション

<親 子 レクリエーションの経過>

9:40 役 員集合 (駐車場の誘導 口出欠確認 ・お茶の配布)

10,00 現 地集合 (31家庭十先生 合 計 70名参加)

10:15 レ クリエーション開始

① 丸井伊藤商店工場見学

② 役員挨拶

③ 担任の先生挨拶

④ 味噌づくリビデオ鑑賞

⑤ 味噌づくり体験
・3グ ループに分かれて材料を混ぜる
・親子で味噌をこねる
・味噌を容器に入れ、持ち帰る

⑥ 味噌汁試飲

② 集合写真撮影

11:30 自 由解散

11:40 役 員解散

<親 子 レクリエーションから得 られたこと>
・個人ではなく、グループで分かれての作業だつたこともあり、ワイワイ感があり、

親子で楽 しく過 ごせるレクリエーションで した。
・役員以外の保護者の方々も協力 してくれたお陰で無事に終えることができま した。
・欠席者へも味噌の配布を行い、クラス費を公平に消化できま した。

<今 後の課題>
・グループに分かれて味噌の材料をこねる際は役員を各テーブルに配置するべきで した。

(材料を均等に分ける為)
・味噌の持ち帰 り時期など、一部打ち合わせ内容と違いが発生 し、戸惑いま した。

親子 レクリエーション実績のない体験プログラムでは、当日になつて打ち合わせ

通 りにいかないこともあるのかもしれません。



令和元年度実践事例

郡 市 名 諏訪郡 PTA連 合会

単位 PTA名 玉川小学校 PTA 学 年 4   学 年

ア  ー  マ クラス対抗 ミニ運動会

懇談会の期 日 元 年 9月 14日 (土 ) 懇談会

<懇 談会の経過 >

玉川小学校 大 体育館にて

8:30 役 員集合、準備

9:30 受 付

10:00 競 技開始
・体操 (パプ リカ)
。けん玉 (子ども :も しかめ、大人 :大皿 一発勝負
・キンボール
・①×クイズ
・歌 (子どもたちの音楽会の歌の発表)

結果発表

先生のお話

11:30 終 了、解散

<懇 談会から得 られたこと ・今後の課題 >

・4学 年児童 とその保護者、兄弟など大勢の方が参加 してくださり、にぎやかなミニ

運動会になりました。
・参加者の皆様のご協力もあり、大きなケガ等もなく、楽 しく体を動かすことができ

ました。
・運動会の 1週 間前の開催になって しまいましたが、元気に盛 り上がってよかったで

す。
・けん玉の個人競技や親子で協力するキンボール、○×クイズがあり、 「楽 しかった」

との声が子 どもからも保護者からもありました。
・学年の親子 レクレーションの際に、役員全員 と先生方全員の予定を合わせることが

なかなか大変でした。
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年度実践事例
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令和1年度実践事例

郡市名 茅野市PTA連 合会

単位PTA名 金沢小学校PTA 学年 4学年

ァ
ー マ 親子で運動遊びをしよう

懇談会の期日 令和1年7月6日 (土) 懇談会 ・レクレーション

く懇談会の経過〉

国時     令 和1年7月6国 (上)9:30～ 11:30

場所    金 沢小学校 体育館

参加人数  子 供21名 大 人20名

内容       9:30～    ボ ール送 リゲーム

ラインナップゲーム

10:00～     ドッジボール

10:40～  自 由遊び

11:20   解 散

〈懇談会から得られたこと。今後の課題〉

・卒園以来親子で運動遊びをする機会がなかったので、子供の成長を

感じる良い機会になった。

・子供たちが体育館で自由に遊ぶ姿も見え、普段の様子を知ることもで

・ラインナップゲームでは参加者の名前や誕生日を発表 し、クラスの保

護者や子供達の事をより知ることができた。
・担任の先生はドッジボールが上手なんだと知 り、先生の意外な一面

も見ることができた。
・普段の参観日では気付けなかった事にいっぱい気がつけた、楽 しい

親子レクでした。
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令和元年度実践事例

郡 市 名 茅野市 PTA連 合会

単位 PTA名 永明中学校 PTA 学 年 1学 年

ア  ー  マ クラス ・学年の親睦を深める。親子 レクリエーション 「ふ らば―る」

懇談会の期 日 令和元年 7月 6日 (土) 懇談会 <エヒクリエーシヨ沙

<活 動の経過 >

。なるべ く多くの生徒、保護者が参加できるよう、親子作業後に実施することにした。
・学年で開催することにしたため、クラス役員で役割を分けて準備、当日の運営を行つ
た。

・運動が得意な子、苦手な子などいる中で皆が楽 しめるスポーツとして 「ふ らば―る」を
選択 した。

<タ イムスケジュール>
11:00 受 付、軽食配布
11:50 開 会式 (ルール説明及びデモンス トレーション、準備体操)
12:05 試 合開始 (クラス総当た り戦)

13:00 試 合終了、整列
閉会式 (結果発表、表彰)
片付け、解散

<得 られたこと ・今後の課題 >

・学年で行ったことで、他のクラスの役員 とも仲良くなることができた。
・先生方にご協力いただき、各クラスを盛 り上げていただいたので子 どもたちも楽 しそ う
だった。

・どのクラスも多数の生徒、保護者、先生方にも参加 していただき、笑い声の絶えないレ
クリエーションとなった。

・あまり馴染みのないスポーツであったが、変わった形のボールでどこへ飛んでいくか予
測不能で、初めての子も大勢いたと思 う。

・あま り経験のない競技のため、運動が苦手な子も参加できたと思 う。
・同じチームの選手を応援する姿があちこちで見られ、親睦を深めるよい機会になつた。

保護者だけでなく企画段階で子 どもが入つても面白く、開催の目的を達成する企画を考
えられるかもしれないと思つた。
部活、大会があり参加できない生徒もいた。



年度実践事例

郡   市   名 諏訪地区PTA連 合会

単 位  PTA 名 茅野市立北部中学校PTA 学  年 2   学 年
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懇 談 会 の 期 日 2θガ  年 ″月ィ日(上) 懇談会 B レ
タ

ション

<懇 談会の経過>                   ~      /

。2峰生1,聡り、甲ぅR tt t転ヽ)手し桂 ,

純乾 t吟 が3仁ち、キ札吾レ9こ ■ら尭 卜けリク

犯旺ゴそ背 ぃ 、猛来能乾 ws s傘 卜ぅJゴ 矢ホ
°へ均紺 来 t

付3,と 卜惨り有しキ。

粘辞巽!名ハキt ttQし や奇uメ う、札 吾作 家維 ト

早鳳催し争じキ。

oみ燃 こう公各礼屯象り次い 、ド、デギーtけじ|じドボースギーゃ|と

)来提しなしに。

<懇 談会から得られたこと。今後の課題>

。純3作り食後の払ヽ魚れぃゼ分2 じキがで、十てヽハ七トゴみ加い十存Lき
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令和元年度実践事例

郡 市 名 諏訪 PTA連 合会

単位 PTA名 茅野市立長峰中学校 PTA 学 年 全学年 希 望者

ア  ー  マ 「食事 と健康について」 (給食試食会)

懇談会の期 日 元 年 10月 15日 (火 ) 建談牟)・ レクリエーション

<懇 談会の経過 >

11:50-12

12:10-12

12:30-13

10

25

受付 ・開会行事

生徒の配膳見学

給食試食

山田栄養教諭から学校給食についての話 と懇談

00
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｀`
買丙丁丁需所中で高血圧ワースト1位

ミ  平 成30年 度、 学 校給食摂取基準が改正された。主な改正点の一つに、塩分が

ミ あ る。塩分は主に家庭で過剰摂取されるので、薄味の習慣化を図ることが大切。

ミ 今 回の試食会は、家庭への啓発も目的に行われた。

ミ

ミ2 本 日の献立について  ,米 粉パン」 「牛字L」 「豆乳ポテ トグラタン」
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<懇 談会から得 られたこと 。今後の課題 >

1 懇 談会から得 られたこと

・給食試食会について、好意的な意見を多数いただいた。

・子 どもたちのことを考えて色々やっていただきありがとうございます。

・材料の種類が多 くて、毎 日食べにきたいぐらい美味 しかったです。

・給食室の様子もわか り、美味 しい食事を提供 してくださり、有難 く思いました。

・毎回、試食会出席後は家での食生活を改めようと思 うのですが続きません。

2 今 後の課題

・昨年度は 6月 21日 、本年度は 10月 30日 の開催であった。時期については検討。

・参力日者は、 1回 目10名 、 2回 目10名 、 3回 目3名 、4回 目3名 (兄弟関係から)で

合計 30名 (アンケー ト回収数 22)で あった。学年別では 1学 年 3名 、 2学 年 5名

3学 年 22名 であった。 1学 年保護者の参加が増えるとよいか。
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平成 31年 度1実践事例

都 市 名 諏訪郡 PTA連 合会ノ点イ守
単位 PTA名 原小 学校PTA 学 年 1 学年

ア  ー マ ミニ運動会で親子間の交流を楽しむ

懇談会の期日 31年 10月  6日 (日) 奪孝会 ・セ ジエーシヨク
<懇議会の経過>

ミニ運動会では、以下の競技を実施いたしました。すべてを3時間以内で実施することができました。

①フラフエプ(親子・兄弟)                        ‐
親子(兄弟)2人一組になり、フラフープの周りを音楽にあわせて歩く。音楽が止まつたら空いている
フラフープの中に親子はいる。だんだん減らしていき、最後に残つたチームの勝ち
②ビニールテープつなぎ
親子(兄弟)2人1組になり、チーム別に並び、箱まで走り、箱の中からビニール紐を1つ選んで、結
ぶ。早く終わつたチニム、一番長い紐ができたチームにそれぞれ点数がはいる
③玉入れ(子ども)
クラス対抗(2チームずつ)で玉入れ。2回
④玉入れ(大人)
クラス対抗(2チームずつ)で玉入れ。2回
⑤全員リレー

全員でタッチリレT。六人、子どもと両端に並び人数合わせをしてから、タッチリレー

⑥おもちゃぱうくん(子どものみ)‐
おもちゃをパン食い競争のようなイメージで。最初は小学1年生から。全員終わつたら、未就学、そ
の他兄弟で各クラスで2列になって行う
②パプリカダンス(1年生全員)
運動会で踊つたパプリカダンスを踊つてもらう
※終了後に、1年生全員と希望の兄弟にはあらかじめ手配したお菓子を配布

<懇 議会から得られたこと。今後の謀題>

初めての学年合同レクリエーションということで、親子の参加率も高く、盛り上がりました。

親子、兄弟、すべての人々が楽しんでいただけるよう競技内容、時間配分も役員で話し合つて組立
てたので、大変楽しく実施することができました。
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令和元年度実践事例

郡市名 諏訪郡PTA連合会 (好 ィ守 )

単位PTA名 原村立原小学校PTA 学年 2年 (3組 )

ア
ー マ 交流を深めよう | チ ーム対抗 レクリエーション&ホ ットドックパーティー

レクの期 日 令和元年 7月  6日 レクリエーション

(レクの経過)

【開催時間】午前9時半～13時

【場所】原村社会体育館および原小学校図書館
【参加人数】児童24名 兄弟10名 保護者30名 担任
【内容】
A:レクリエーション

社会体育館にて6チームに分かれた対抗戦
①風船バレー

②フラフープくぐり
③ひも結び競争
④しつぽ取リゲーム

上記4種目を親子参加型で行い、得点を競う。
どの種目にも保護者も一緒に参加して交流を
深める。
総合得点が上位のチームから、お菓子のつかみ
取りができる。

1名 合計65名

IB:ホットドックパーティー

レクリエーション種目終了後、図書館へ移動

パン、レタス、ウインナー、ケチャップ等を準備し
セルフ方式で、ホットドックを作る。
食べながら歓談して交流。

※アレルギーに関しては、事前に調査済み。

(レクから得られたこと・今後の課題)

実施内容を事前にアンケートしたところ、工作や調理などもあつたが、今回はクラス内での親子の

交流に主8昆を置き、親子参加型のレクリエーションを企画した。事前に開催希望時期も調査したことで
クラス全員が参加することができた。
雨の可能性も考え、天候の影響を受けない内容で検討した。
事前アンケートからは、「腰痛があるため運動は避けたい」等の声もあつたため、すべての参加者が
無理なく楽しめるレクリエーション種 目を考えた。
また、役員負担や費用軽減にも留意した。

実施後の参加者の声は、
子どもからは、「またやりたい !」 「楽しかった !」
保護者からも、「大人も楽しめた」 「子どもと一緒に熱中できた」 「ホットドックが美味しかった」
等、非常に好評であつた。

学年人数の増加によつて、1年時2クラスから2年時は3クラスとなり、クラス替えもあつたことで
「顔と名前が一致しない」等の声もあつたため、実施時には大人にも、どの子の保護者か分かるように
名札をつける工夫も良かつたと思う。

終始楽しそうな笑顔が見られて、実施して良かった。楽しい一 日となりました。



平成 31年 度 実践事例

群 市 名 原村 PTA連 合会

単位 PTA名 原小 学校 PTA 学 年  +        2学 年

テーマ 親子ドッジボール大会 &ハ ンバーガーパーティー

懇談会の期日 H31年 9月 7日 (土) 懇 談 会
口
Cク リエ

王 堂
ヨE》

<懇 談会の経過>

○場所 :原 小学校 体育館コ調理室

〇時間 :9:30～12i30

0会 費 :1人 150円

○参加人数 :50名 (児童22名、兄弟5名、保護者27名、先生 1名)

〇内容

【親子ドッジボール大会】保護者対子供の対戦で楽しむドッジボール大会(9i30～11:00)

① 子供ABチーム、保護者CDチームに振り分け、2回戦の試合

② エキシビションマッチで全子供対全保護者で1回戦の試合

③ 終わり次第、参加賞のお菓子詰め合わせを配る

【ハンバーガーパーティー】ハンバーガーを作つてみんなで食べる(11:00～13:00)

① クラスレク前日にパテである豚ひき肉と玉ねぎみじん切りをコネコネ混ぜておく

② 当日朝、役員でパテを計量して丸めてバットに置いて冷蔵庫に保管

③ レタス、トマト、など間に挟む野菜の下準備

④ ドッジボール大会終了後、みんなで調理室に移動して、パテを焼く

⑤ パテ焼きあがつたら、各自セルフでバンズにパテ、野菜、チーズを挟む

⑥ 12:10いただきます

② 片付けをして、集合写真を撮り13:00に解散。

<懇 談会から得られたことB今後の課題 >

○ドッチボールは普段対戦することが出来ない、保護者対子供の対戦にしたが、一緒に来たお兄ちやん

お姉ちゃんを保護者チームに入れてしまったことにより、保護者チームがものすごく強くなつてしまい、

子供チームが勝てないという事態になつてしまつた。お兄ちゃんお姉ちゃんは子供チームに入れるべき

でした。なので、最後にエキシビションマッチとして、保護者対子供+お 兄ちやんお姉ちゃんで一回戦行

い無事に子供チームが勝ち、子供たちが笑顔で終われたので良かつたです。

①事前準備で、豚ひき肉にたまねぎみじん切りを混ぜてタネを作つておき、当日朝、軽量と丸める作業を

済ませ、あとは焼くだけの状態にしておいたので、スムーズにパテを焼くことが出来た。

①近くのパン屋さんのパン、豚ひき肉をこねた手作りのパテ、間に挟む野菜はレタス、トマト、チーズ

の手作リハンバーガーはとても美味しかつたです。



食オロ

ん 年度実践事例

郡 市 名 孫 が 旅 汗寸 PTA連 合 会
「／
河

／^
ク
印レ

単位 PTA名
旅 減 多 旅  学

校 PTA 学 年 3 学 年

ア  ー  マ

7ラボ ノポ リ7/)
懇談会の期 日 食待だ算 皆月立ヶ日しと) 懇談会

<懇 談会の経過>
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ヱタヵ＼ノKてィ年末、今ろ。(字～b―人のわし-71ブ
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<懇 談会から得られたこと。今後の課題>
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令和元年度実践事例

諏 訪 郡 P TA撃 合 会  し 係本寸)
単位 PTA名 原 村 立 原 小 学 校 PTA

普年含同さュ運効公
レクの期 日 令和元年/θ月 占  日 レクリェーション

h(国
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(レクから得られたこと・今後の課題)

o社 季初なセちがし焼 tごく名ユリ多ともハヤ農て物 力して

や北■専パ農ぶ卜ばしR 、`おしr_―っ
…
協托かた」などう声と、)作,1冬年争rい )て十{彰卜しきtF

＼レワリヮ
θ`
)二卜七イ乍るっ|ェ甘シしきした。

イワヽ1文付ぜ、プルヽトセ4年ろ↓チう予り人気ば'すね古
1府

げ村、)支&

ブrよ寿桶待し・ちがg、クロし1汽∫とさ屯1りきしf―~。



令和元年度実践事例

郡市名 諏訪郡PTA連 合会

単位PTA名 原村立 原小学校PTA 学年 5学年

テーマ 収穫祭

レクの期日 令和元年 11月 15日 レクリエーション

(レクの経過)

≪目的≫一年を通して育ててきたお米の収穫を祝うとともにお手伝いしてくださった地域の方々にお礼
をし、また今年の米作り体験のまとめをする。

≪場所》 校内(家庭科室、図書室)     ≪ 時間》9時～12時 45分

≪参加費》 PTA活 動費より 併、おはぎ用きな粉 豚汁材料を購入

≪当日の流れ》

1145収 穫祭開始

1、始めの言葉

2、発表[5年生のあゆみ]

3、[いただきます。]

4、おわりの言葉

1245片 付け。清掃

(レクから得られたこと・今後の課題)

・/湖りを、ヽ▼―ガじが
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PTA連 合会

単位 PTA名
学校 PTA

え手捧Fギ斉気
懇談会の期 日てえ年′十月′ダ日c) レク(リェプシ ョン

<懇 談会の経過 >
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<懇 談会から得 られたこと 今後の課題 >
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2019年 度実践事例

郡市名 富士見町PTA連 合会

単位PTA名 富士見中学校 PTA 学 年 2年  1部

テ ー  マ 第 2回 学級懇談会

懇談会の期日 1年  6 月  18日 (火) どちら? OHリ
クリエーション ・その他

<懇 談会の経過 >        参 カロ人数  10人

<先 生よ り>ク ラスの様子

・声がでかい。授業中はとても活発で、発言、つぶやきも多い。みんなで集まつて話し合いをしている。

とにかく仲が良い。

・テスト勉強大文夫?テ スト勉強計画表に書かれたことに比べるとノートに書かれていることが全然足りないのにやつた

ことになつている。たまに、ノート覗しヽて見て<だ さい。

テスト期間は勉強へ向かう。授業は良くできているので、点数につなげ、自信につなげてほしい。

<ク ラス役員より>

事故について ・・・最近、刺殺事件、交通事故など報道されていますが、心配なことがあつたら子伊求(学 校へ連絡を。

子供を守るために何か対策はあるか?

・歩いているときは周囲をよく見て歩く。

危ない人がいたら、逃げる。または、どこのうちでもよいので駆け込み、助けを求める。など。

・大人と話す機会が少ない。おかししヽ人かどうか見分けられないのでは?心 配。

・歩道にガードレールをつけてほししヽ。

・防犯数室を設けてほしい。

講演会について ・・・

・範囲が少し広かつたのでは?も う少し内容を絞つてもよかつたと思う。

・この講演をきつかけにトラブルにつしヽて家族で話し合いたい。

<学 年 レクについて >

・後日プリント配布します。

<懇 談会から得られたこと ・今後の課題>

事故や、事件が予期せぬところで予期せぬ時に起こる。子供たちがそれに対応できるように学校でも指導、

教室など関き、対応してほしい。

暗しヽ道や、車通りの多しヽ道は、歩道にガードレールや街灯をつけてもらえるよう、子供たちに何か起こる

前に、町に掛け含つてほししヽと思う。

前□より、参加者が多かった。次□は、もっと参力8者が増えるとよいと思う。もつと大勢で話し合いたい

ですね。



平成31年 ・令和元年度案践事例

郡 市 名 彰こえ協丁 PTA連 合会

懇談会｀ レク リエエ1や一シ ョン

会の経過>
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<懇 談会から得 られたこぃと 。今後の課題 >
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平成31年 ・令和元年度実践事例

郡 市 名 富士見町 諏 訪地区PTA連 合会

単位 PTA名 本郷小 学 校 PTA 学 年 2-1   学 年

ア  ー  マ 親子ふれあいレクリエーション (ミニ運動会)

懇談会の期 日 令 和 1年 7月 13日 (土 ) 懇談会 ・0エ
ーシヨン>

<懇 談会の経過 >   参 加人数  1組 ・2組 合同 80名 (児童、保護者、兄弟、先生)

開催時間 9:00～ 11:30
内容
受付    8:30～ 9:00
開会の挨拶 9:00
・ラジオ体操
・写真撮影
ミニ運動会開始 9:30   す べて対戦形式でゲーム
・フラフープ送 り
手を繋いで列を作 り、手を離さずフラフープを送つていきます。

・人間知恵の輪
6人～9人位の輪になり隣の人以外の人と手を繋ぎ、手を離さず1つまたは2つの輪になる様に
くぐりつたり、またいだりして解きます。

・手つなぎ鬼
2人以上の鬼を決め、手を繋いでタッチされたら鬼に加わり手を繋いで捕まえに行きます。

・ボール運びリレー

2人の体でボールを挟み、手を使わずスター トからゴールまで走り、ジレーします。
・キャタピラリレー

ダンボールのキャタピラに2人は入 り、片道づつリレーします。
・大根抜き
うつぶせになって円を描 くように腕を結び、鬼が1人づつ引き抜きます。

閉会の挨拶 11:20

<懇 談会から得られたこと。今後の課題>

ほぼ全員の児童と保護者、また兄弟にも参加頂き、楽しんでミニ運動会ができました。
児童は、汗だくになり夢中で参加してくれました。
手を繋いだり、2人以上で協力するゲームを用意しましたので、親子や友達同士、
保護者同士のふれあい (スキンシップ)を 実感できたと思います。
途中退場したい親子もいましたが、写真撮影を最初にしたので、皆さん写ることが
できました。
普段運動に縁のない保護者もいましたので、開催時間は休憩を挟みながら2時間位が
妥当 (限界)だ と考えます。
参加者の皆さんの表情から、楽しんで頂けたと感じました。
参カロ保護者はお母さんが多かったのですが、お父さんにも参加してもらえるように、
日時設定と開催通知の内容が重要だと考えます。



単位 PTA名

ア ー  マ

富士見中学校 PTA

身憐作 容材ハ Y物で、れ久
懇談会<レ ク>

の期日

2019年 度実践事例

富士見町PTA連 含会

ご 年 /部

浴半p薄辛 /月 ュ″日(河)|どちら 懇誰対ルリθション
|       _   |   _

<懇 談会の経過><レ クリエーションの内容>
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<懇 談会から得られたこと ・今後の課題><レ クリエーションでの生徒の様子 ・課題>
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平成31年_。令和元年度実践事例
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W▲ば品1午 。令和元年度賀践事例

「
辞サ民″Qtt  PTA連 合会

と
資シム1ヽ 学 校 PTAI 学

1田十¥紙 築ぃ竜尭食

①

年
~
□
判
判
引
―
―
―

レクジェーション

/

自分ならtだ`安 レ1合ち、う車
S、

念花ィ鷲、,こ号銀ュレクご小3ら9ごご
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平成31年 。令和元年度実践事例
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令和元年度 実 践事例

郡 市 名 富士見町 PTA連 合会
単 位 PTA名 境 小 学校 PTA 学 年 6 々評

ア  ー マ 見子 レク リエー シ ョン

懇 談 会 の期 日 6月  22日 (土 )～ 23日 (日 )1ど ちら? 懇 談会 ・メ埜塑 エ ー シ ヨン ゴ

<レ クリエーションの経過 >

6/22(土 )1日 目
14:30  多 摩市立八ヶ岳少年自然の家 集 合
15:00  オ リエンテーション ・・・施設の方にお話を聞く

テン ト設営 ・・・テン トを親子で協力 して立てる。
キャンプファイヤー準備 ・・・お父さんたちが協力 して本を組み作る。

17:00  バ ーベキュー ・・・新聞紙を丸めて火をつけるところから、
子供達で協力 して行 う

19:00  キ ャンプファイヤー ・・・点火する。
火を囲んでマイムマイムやジンギスカンを踊る。
音楽を聴きながら、マシュマロを焼いた り、
花火をした り、大人も子供も一

緒に楽 しむ。
21 :00   夕(ち岱

就寝

6/23(日 )2日 目
7:00  起 床
7:30  朝 食 ・・・準備、片づけ等 親 子で行 う
8:30  片 付け ・清掃 ・・・テン トや寝袋、部屋の片づけを親子で行 う
10:00 解 散

<親 子 レクリエーションから得 られたこと ・今後の課題 >
①野外活動を通 して
・テン トを設営する、バーベキューで火を起こす、キャンプファイヤーをする、
寝袋で寝る等、それ らを初めて体験する子もいて、慣れない事も保護者や友達と
協力 して、楽 しい経験にすることができた。

・子 どもが大人に頼 らず、自分たちでやってみよう。 と言 う姿勢を感 じた。
成長 し、自立 していく子 どもの姿がたくましく思えた。
バーベキューでは、大人に教えてもらってからは、自分たちで火を起こしたり、
焼いて食べた り、子供同士が声を掛け合い、協力 して行つている姿も見られた。

・子 ども自身も、安全に気を付ける意識を持つて行動 し、怪我なく過ごすことが出来た。
・子供たちは、喧嘩をして、仲直 りしたようだ。 自分たちで、もめ事を解決 していた。
みんな楽 しかった。 とい う声が聞けたので、良かった。
子供同士の絆も深まったのではないかと思 う。

①保護者同士の交流
・野外活動では、皆で協力 しないと出来ない作業が多く、必然的に会話も増え、
普段交流の少ないお父さん同士も力作業など協力 して行 うことで親 しくなれたと思 う。

・毎年、境小 6年 の親子 レクはお泊 り会なので、経験のある保護者からのア ドバイスや
来て下さつた保護者の皆さんの手助けに大いに助けられた。 ご協力に深 く感謝 したい。

。また、バーベキューやキャンプファイヤーで火を囲みながら、食事をしながら、
保護者同士がゅっくり話せた。親 しくなれた。

①今後の課題
・時間にゆとりを持つて計画 したつもりだつたが、バーベキューの時間が短 く感 じた。
保護者同士がゅっくり話せる場でもあるので、もう少 し長 く時間が持てたら良かつた。



平成 31年 ・令和元年度実践事例

郡市名 PTA連 合会

単位 PTA名 富士見小学校 PTA 学年 6学 年

ァ
ー マ 親子レクリエーション

期 日 令和元年 5月 25日 (土) 懇談会〈ヒクリエーションゴ》
〈経過〉

1 場 所 井 戸尻考古館 富 士見町境

2 時 間 午 前 9:30～ 11:30

3 会 費 免 除(学習目的のため)

4 参 加者 児 童 ク ラス ・兄弟 ・大人 59名   先 生 1名

5 内 容

(1)挨拶

(2)担任の先生から

(3)井戸尻考古館 学芸員の方からのお話、注意事項

(つ井戸尻考古館 見学

(5)飾 り玉つくり

(0お 礼のあいさつ

(7)解散

(D歴 史博物館、井戸尻遺跡の見学は個人にて

〈レクリエーションから得られたこと・今後の課題〉

天候にも恵まれ、クラスのほぼ全員欲 席された 1名 の方は他の行事と日程が重なつた)の方が、ご兄弟と

共に参加 しくださった。 日程調整等ご協力いただきましたことに感謝いたします。

担当学芸員の方始め、館の方々が親身に対応 してくださつたことに感謝 してお ります。

パー トの方まで雇用していただき、人数が所定の 25名 を大幅に超える60名 に対応 していただいきました。

特に、飾 り玉の素となる石を、始めはクラスの児童の分 しか用意できないとおっしゃっていたが、当日

は親や兄弟の分まで沢出準備 してくださったため、皆が参加できました。黒曜石の削る方の石も数多く準

備 してくださつたおかげで、大人数でも滞 りなく作業を進めることができました。

クラスの児童が、担当学芸員の先生の説明を集中して聞き、そして親子や仲間で協力し合い飾 り玉を作

成 しました。担当学芸員の先生のお話が、大変面白く興味深かつたので井戸尻考古館内の展示物の内容が

良く理解できました。クラスの児童の挨拶が快く、また、声掛けがなくても片付けに動いてくれたことが

嬉 しく思いました。

富士見町の郷土の史跡 井 戸尻遺跡を井戸尻考古館にて学び、国重要文化財や県宝を目に触れ、郷土に

親 しみを持つことができたのでよかったと思います。関係者の方々を初め、多くの方々のご支援ご協力の

基で富士見町を誇 りに思える機会となれたことに感謝申し上げます。



令和元年度 諏訪地区各校  

講演会実施報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本ＰＴＡ全国協議会 2019 年度「楽しい子育て全国キャンペーン」  

～家庭で話そう！わが家のルール・家族のきずな・命の大切さ～三行詩 入賞作品 



 

 

 

 

それぞれの地区、学校単位で行った講演会についてまとめました。 

良く見かける講師や、斬新な講師、など講師についてはもちろん、 

日程についてもそれぞれに特徴があります。 

今後の参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講演会調査票

学校名 岡谷北部中学校

開催日 2019年 10月23日(水)

演 題 「今、北中生に伝えたいこと !」

講師名(所属名

職業名)

松山三四六さん

内容“感想

【内容】

中学生という時間は一番成長しているときであり、不安定な時である。

楽しい時でもあり、1番苦しい時でもある。体も変化してくるし心も成長する。

周りに不満があったり、何かを変えたいと思つたら周りを変え様とするのではなく

自分が変わらないとならない。そうしないと何も変わらない。

人は支えあつていかないと生きられないものである。

産まれてから人間はずつと誰かに支えてもらつて生きている。

あなたたちも今までずっと家族に支えて貰つて生きてきた。

そしてあなたたちはご両親や家族の支えになつている。

「有難う」という意味は漢字のとおり
″
難しい事が有つた

″
という事。

だから有難うと言つて頂ける。人に有難うと言つて貰うには難しい事をしなくては

ならない。

また、人に有難うと言うには難しい事をしてくれたと思える心がなくては言えない。

やってくれて当たり前と思つていたら有難うとは言えない。

人の痛みが分かるのは、自分もその痛みを味わつた事があるからである。

だから失敗したり勝負に負けることは悪い事ではない。

人の痛みを分かる人は、人に優しくできる。

今、自分の目の前にいる人の事を大切にしよう。

【感想】

三四六さんの講演は子供と触れ合いながらの講演でとても楽しく聞くことが

出来ました。

子供の目を見て、意見を聞いての講演は子供達も楽しんでくれたと思います。

内容も今の中学生が1番悩むであろう問題を取り入れながら話していただき

分かりやすく、心に残る講演でした。



学校名 Q塗 衡杉マヤレ旅
開催日 冷ねクれ舛 |1月騎倒
演題 I¥ケwし ゴミ十谷ヽ  `～ ―ちし済みュT身 亀～ 」

講師名
(所属名、職業名) わ | 多 れヒれ

内容口感想

比し′ヾヮ7をレてrェネtレギ′わば鋒とIDてぃ、聞ぃ化メTとチイズ災受hュう
イス協るものρゞ み砕のを↓トーじ飛げラレトで

白ケ 1・む 註る予と
rp Xらボ つ毛み うA… た の十京ふと砕 の 夫じ″く し用 しも としが

で泣r・ヵで,tゃ めTSt 2ヽご仰 張 つい θI卜 し いTて注も、と民しヽル ト

講演会調査票

学校名 風 容 函 夢Tャ サ旅
開催 日 えll え4 11月 20周 (ガく)今

演 題 彩 とあを歩め殉tコ″度看―風白弱 彦“処 けにお、業 との衆 しt～

講師名(所属名

職業名) )]ヽl_n 家

擁
卑払臼／ｔ

ヽ牛
｛

と
抱

平え

内容・感想

玄カサタRに宮掬韓カラ切―風21/す0イなコ較とがj控0弔―妬へ瑠じ学ゼと

丁つと 7ヽうノゞ 命ヤザ丘■た目的 。日酒“ジル向か 工重七うと

沈応 すうメ手 宅ヽんと文須 で
‐をЭ身パ リヽ子

′
じい)>〕亀t みヽした。

ユん姥欣裁 の手ザのえンヽ名‐9終 竹ガゑ輸氏な湧巧べ たくtん

あっとを乃久 ,ル也″発の,巧としごと見也可,界)メみ公マルた。

講演会調査票

学校名 岡谷東部中学校

開催 日 令和元年11月15日(金)

演 題 あなたの勇気が笑顔をつくる

講師名(所属名

職業名)

笠原千夏子 先生 (骨髄バンク長野ひまわりの会代表)

内容・感想

白血病を発症し、骨髄移植を受けて病気を克服した講師自身の体験談と、骨髄バンク・ドナー登録について

のお話をしていただきました。また、種麻子さんによる

闘病の辛さや患者を支える家族の大変さも伝えてい)

送れることがとても幸せなことだということに改めて気

勇気が誰かの命を助けたり誰かを笑顔にすることができるという講師の言葉も子供達に届いたと思います1



講演会調査票

学校名 小井川小学校

開催 日 //A Z7回 tネ )折!り
〈

演 題 T人 生 る
｀
こ 1ざ亀

｀
る称 〕イプメが承、|夕Zトダ4卜/ル玄_へ

講師名

(所属名・職業名) 夕従 tイち)ぃヽ)じ
玉
をナ色'タレ>卜)久 ざん

内容・感想

彬
掬

頼
多

　

軒

箭玖
点の
　
　
　
中

″
ル
レ
求

制
約拘
柳

わ

ィ

不

密

ｒ
亨
　

い
　

　

フ
）

　

ラ

講演会調査票

紳 明 /1＼|二
9開 24B`沢 )令郷 花年

托崇 米 へつ像
｀
があ乞 ≧ととたたい!

「
日午

力 げ引 わ 9塁 KC』 対的 刊
講師名(所属名

職業名)
らJど 予ちしL  t t  tツi夫王'夢 Zワうヽ にRいし` (ユひ

品ど:ユ,!号|を!放皆ひ鋭fを費E千芋理 こ景喝

ょからにt礎生逢舟し3しこ・

誰尭 21曜ぃ払 ち宅静ふ 生 で□ っらB義や 号蛙い ととわヾ泳ぅ乙t激 ご Xゞら いな きめ 己!]

考え■堤じこ へ叶卜げみ匙しヽ3 tttr

内容口感想

講演会調査票

学校名 岡谷田中小学校

開催 日 令和元年7月9日(火)

演 題 夢をあきらめないで～世界一周自転車旅をして感じたふるさとの美しさ～

講師名(所属名

職業名)

小日良平 先生

(自転車冒険家&サ イクルアドバイザー)

内容・感想

8年半にも及ぶ自転車による世界一周旅のきつかけや実現までの過程、また

実際の旅の様子を写真や動画、多様なエピソード共に講演して頂きました。低
学年の児童から保護者まで誰もが分かり易く楽しめる内容で、ひとりひとりが

夢を持ち、それを表明し発信することの大切さを感じられる貴重な機会となりま

した。



講演会調査票

学校名 チ秦ノ|＼とを扶
開催 日 基≧ネコル午 ワガュ牛β て

'大`
)

演 題 ポ<汚ゎェィ叉チぅ ゲ上ゑ、スマ/Txやイ)ターネレト
講師名(所属名

職業名)

松不手立ゼ野ヤサ秋乏
丁叔 レメデカ7花 川な

｀
え

私島 イt互るヽ 先生

内容・感想

揚た ,1彰生の仁孝午降ど'幼膨Σ免ぁ孝ド多、、ヵザす。テ核r―/ぅのコ半レ府,マ
レ`わキ 多くの問題購、L子松た多!うか 、りあて上げ耗下ごit手した,初 タドル効ぼ

劾 堵 3協 醜 乳
t乾

そ ぅ妥
汁 なば ヤ稚 か 続 夕 だ埼湖

場隷智操乱躍宙ど犠 騒
れar統ヽ務安、蟹多伴
卜聞")―/ar二同じ球と携れ〃ごと殻析詩的すした.

講演会調査票

学校名 1剰ハ待ユ援閃 小学校

開催日 容 トヮ鬼 年 7月 ダ 日 (本 )
演 題 すヾ てしまチずt手せのrであt《

講師名(所属名

職業名)

駒 十衆口方
(ねヮ哺隷t緋ズ紳将様 揚1嬢 )

内容・感想
諏簾撤i  溜

議演会調査票

学校名 炎本》＼
ａ
ｌ

ｗ
ノ旅の工

一開催 日 そ lθ 円|?宮 (二)
演 題 多さガ毛学メ了`

ぶ

講師名(所属名

職業名) 八 日 彰光 ュ

内容口感想
字緒後盟浮ギこ

何猪rN側ミヰ・回脇こ赫繰lit河竣陽雛_重処埜ゃえ久、十碁しさ/J―ザたくこんのことを教えていた「ゴ冬ここた↑



講演会調査票

学校名 川岸小学校

開催 日 令和元年11月 29日

演 題 コミュニケーションスキル

講師名(所属名

職業名)
古瀬英之先生 (松本盲学校)

内容・感想

3種類の対人ゲーユ、を行つた。ゲー立、を通して自然とコミュニケーションが生まれ、

皆で心を一つにして取り組むことが出来た。又、ゲームの1つにバースデーチェーン

ゲームがあり、言葉を使わずにコミョニケーションを取ることで普段では出来ない

お、れあいが出来た。

講演会調査票

学校名
巧
―
＼
勃来、訪 町

開催 日 ノ野移を井 呂|ぢ月
演 題 天切■多占介 サ畝 位1紺 ～人掃裁奮|コ沸1脇あ修

講師名(所属名

職業名) 絡片仏欠払%新所 lクみ iを多J〈衆

内容白感想

肪吾i企♪卜》採ごと、わかを務毅えて
( 准ヽ ぼ 斉き 〔 主 ぅ



講演会調査票

学校名 不物魚ああげて れャツ液
開催 日 か絡ぇ井, ″協 1の以
演 題 蕗、1■、ェ名%塚ヒ広

講師名(所属名

職業名) すじキ名チ,確 依
シ
う

召
明
―

Ａ
ｒ

ｉ酵
ヽ

介

、
、

　

一

ぇ

／

／

さ

移 ル拐才 符為―え町

内容口感想

保護拓紗説 べ,第p―

シリ悔客のクら予β調否`
レイ多レ、

つか7ラをイヽあうゼ寸
4が
イτがこ

とわヽれてと予ル千う1クげや妖
りす
・飾仔1,oイクレらそ`すに

品 ,

玉玉ヒ 白冷が、代′とす乗する.

1～でき卜Aと″八句飛郵 凸じ

のメ品がf強できる人「7ダろク0

みじ奔気ぜ<移八ヽす_ハの屯LRド

;妥
一ご

「み
ゼ 脅 町物gr θ 戸 ♪ 控 びゃ竹う 予



講演会調査票

学校名 ヤ汀ホイ本ん
開催 日 ダ月21日 rユ塚B♪
演 題 ま〈かんカミえてがら っがあう スマ月トマィ〉ダウ y卜

講師名(所属名

職業名)
みごt嫁廉猟擁

内容白感想

宗えTどげで'」侠 /十夕をもズにヵ功p、ズ/tス老なのィ瑠鱒坊安し第笏
)Fんさ/どuぅィタクれてが、ボ〃パ

講演会調査票

学校名 ケパヶ6,1 汐`な究

開催 日 2θl夕年 7円 12日

演 題 人々p塚族がうが"′トツなのたえ
講師名(所属名

職業名) t卜早イ薇行率 (夕がチ6′」ヽ冴な資θ夕月々孝ヶ♪

内容宜感想

択先′トツ行校区tダ好切めて姥夕がそが
'て`

争″安のtど、tg″(q円務す)年g月ご「努気捉許
繰%|。な〕↓ヽ本鬼 として明多影チ ク切家勃 ど縁脅 tイ

i古
√=ラ族 ″ケレク ル スが

そ核 分マ ク スを 口た、しT鼻 ケねば
｀
な らび

H、
夕伏 1ヽえ ttつヽ

｀
あ ,T,ダ ぶ

`わ
わtろ。

そタイタ
rズ

なP夢 不奔 」と傍 r_‐ヵギ t↓ヽ塚本次令(α歩ッ ig旨夕(資円移夕2)好 t=た レ ざねr_―。

そ仏つ場▼あ坪名糸委て,が ,しょ|(ライ奈夕＼`でき,ヒ→久a汐本舞が解 された7とが多口ご
作T'ク 初 ヵて材歌ちみで

｀
喫 才塚 く が チb】ヽの「ど名末η t夕し作、tしえ ルヽ ク

講演会調査票

学校名 身ヽデダ/'ヽ

開催 日 海汁口えネ |1円1う回〔ホ)
演 題

「
|く
｀
t177り“r“ ネェ杉茉とめざして J

講師名(所属名

職業名)
口日拝ら、ヽん換ヵ、

内容白感想

右1どJ威4ろう`ら早ば夢すとてこrr)√fネテ、石奮を適イ;馬1技そ(て、(「とだご

すtた し 白 ゲ の イ 戸こ↑I啓 ノル 1亡どつ`
す DEて 、

r万
日子 が イイをすhケ ぱ

( あヽ的｀
門てこてJらバ〔″ざモ%ヌ支てヽR「=た

｀
tキ丁tた,

|イス′ギネケ,卜日 の身入の1不鞍 ギ ギ Fみたt、 手キつ/ヽ
し
ク')'rυソ t

拐遊l二舞じらなュプ ‐、多すと



講演会調査票

学校名 ガ的〕■炊
開催 日 7β レ脚卜l千

演 題 夕殺匁 トウ可久β“ileぁ 務 笠 ギ字女″ら|ヘメJキ 玖 のた 史、
講師名(所属名

職業名) ど卜,竹依_先生

内容口感想

幾杷渓碁歓i▼F  t立
申 む ,メ らけ 轍 Z ttみ文 Aれ 考じ

堪機翻額私ぁ頻"た

講演会調査票

議演会調査裏

学校名
ネ
く下

ド
ア

チ
】

サ
‐

，

れ
す

よ

，

ぜ
て

才月
ろ

ヽ
／
〓

々
ヽ

開催日 ギギ「t子 崩Pp

演 題 |どP規予をごう|るr ズ覧を3を?ごとこう  ｀

講師名(所属名

職業名)
Ｌ
十
一

ヤ
々
，４

いけ
つ

一十一ｆ十徹
“丁

【」一．人
十
一
ム「

内容B感想 そtlゴ i比 拝 基まを,軍密 !モ
4… 13抑 ホ十卜市 哺 じ

鐘どを1乾墨麦告ま乳荘整i i夏ffゑ―Fまダ:寄3番を最:|‐
ろおt'ⅢⅢ軍…イギ予ヤすl T')十す

卜

， ヒ ! と一ど



講演会調査票

学校名 茅野市立東部中学校

開催 日 令和元年7月 18日 (木)

演 題 インターネット・スマートフォンの犯罪防止について(

講師名(所属名

職業名)

長野県教育委員会事務局 南信教育事務所 生涯学習課

指導主事  水 野 直昭 様

内容・感想

【内容】
口男女の様々な人間関係のあり方を学び、対等な男女関係を実現させる態度
を培うと
ともに、自分らしさを大事にする態度を育む。
・ネット、SNSを 契機とする性被害等に関する情報をもとに、その要員及び防
止策を理解し、被害者にも加害者にもならないための実践力を育む。
【感想】
白最新の情報をもとに中学生に寄り添つてお話いただけてよかった。

講演会調査票

学校名 永明中学校

開催 日 令和元年5月 10日

演 題 『自然の楽しさと不思議さ』

講師名(所属名

職業名)

西村 豊氏  自 然写真家

内容口感想

・普段の生活で意識したことのない視点での自然の見方や捉え方を

ユニークな例えを交えながらスライドで紹介して頂きました。

口今年観測された環水平アーク&幻 日環の解説から、ヤマネの生態、草木の

揺らめき、道端の残雪、雲の流れ、と話は際限なく広がりを見せ、最後に

全ての生きるものの命の価値は皆等しい、という示唆に富む教えを頂きました。

講演会調査票

学校名 茅野市立長峰中学校

開催 日 令和元年10月 15日 (火)

演 題 「明日を生きる貴方たちへ」

講師名(所属名

職業名)

ゴスペルシンガー ′J 松ヽ チヒ回 様

内容白感想

日本物のゴスペルに触れることができ、生徒も感動していた。

日講演会というより、コンサートに近かつたが、すごい迫力を感じられ

とてもよかった。



講演会調査票

学校名 先介 マ好女寿鋳守ユ
開催 日 令御 1舛 lo lネ3d t不 )

演 題 友納る呼び` 埼
講師名(所属名

職業名) 残各也 (伏工孫 新午年延紺 太次女)係 旅

内容口感想

ホ女ぶ身のえ上十ギわ 認 ラ|スを ど々白タクVんR氏ヒいる
舶

′
料 呼 セ ′ヾ 双 1毛八 領 と券p能 ′tr丁称 リ ル紺Tそ、夕

,べ子うザくりしくみ

ヒ→じうラ■3す(じべおをt子ちをと,すじくか、、彦rうい)ダイミ〕ナでヴ,ととす史久は
'後

ぜが,コひ拓えるヽ について孝 字 負々%や町イ【々多く攻1ご」築―t?わ末、、

許れとtといた“ご3tみ。歯どぅ考え会lJ示女 eJとと伊可子
多
丹

サ

ウ
〕

３

念
紳

託

ど

午何A家乏 次合苛泥,さ,tス公 と
tr_―け

講藻会調査裏

学校名 ユヽ lt l 率維′い

開催 日 塔来″れ作ID買み叶切(ホ)

演 題
rFx,り

河 の 飛
Jド育ヒ上を ,ユイすごか ら4う久Jア ンと て在ノ

｀
メント

講師名(所属名

職業名) オ公 矢生 (タタ久多々ャ来海P久族夕の小歿笑

内容 ・感想

F亨体ヅJリエネルギ″セタント▼′rレイみ入でrvセ″ええてvt rt rゴぜユレrてo

l終、ろド傘りある口争t'tみ工な1ラ採ヽり、終ちげ々 夕だけ1,とロィ愁うrトロよう1,すろ】

OA″ミン後ぶ`傷和,イつヤ竹せろ砕回のみ夕れ、安蒋ゼイゑみろ

り琢りうイろ場でヽィラィラするとガ ウリユつヾ 、ムボン後で
｀
裸"lkセ

タントロ″′レどやみようt,、夕分セ角ユレていでr4ロピ平懸ヅルrr。

講演会調査票

学校名 牙靖守二あ tギ炊
開催日 力和 た妹 9氏 十留日 (ァ【め

演 題 量岳協ふ幹十岸¶才%かせ親ぱユ
i偽節締卜tしう】

講師名(所属名

職業名)
痴 殻 軟 紹燃芳々乾麺彰ジ野ろ題獲F/脅不

~夕~

内容・感想

た遵ケ援李多ぃとヾぶィ(%/之打消 深絡.

樋
ヤ樟黎項みの態 ヒビ捕 鵡 イろこが

ぶ健iど料紙

、、 タヽト r



講演会調査票

学校名 茅野市立豊平小学校

開催 日 10月25日(金)

演 題 星を観る会

講師名(所属名

職業名)
藤森 宏一 先生(永明小学校教諭)

内容・感想

内容 :天体望遠鏡の見方、合わせ方口秋の星座
感想 :
・子どもが興味を持つ、よい機会だったし、明るく楽しい解説で、大人も子どもも
十分楽しめた。
・子どもにとって、小学校での特別な思い出になる。
口季節を変更して、星空観察に適した時期を試してみるとよい。

講演会調査票

学校名 茅野市立豊平小学校

開催 日 11月19日(火)

演 題
身体を整えることと,いを整えること

～ 体幹を鍛えて～

講師名(所属名

職業名)
関 賢一 先生 (信濃グランセローズコンディショエングアドバイザー)

内容白感想

内容 :体幹を鍛えることによる、心の変化コ実技
感想 :
・親子で身体を動かし、気持ちがよかつた。
・ちょっとしたストレッチをすることで、身体が柔らかくなることが実感できた。
口土台をしつかりとし、身体の幹を伸ばすことが、頑張る気持ちや集中力に繋が
ることが実感できた。
・続けることが大切であるという一言が、心にギュッと残った。

講演会調査票

学校名 茅野市立永明小学校

開催 日 11月7日(木)

演 題 障がいのある人もない人も共に生きる社会を目指して

講師名(所属名

職業名)
長野県健康福祉部障がい者支援課障がい者差別解消推進員 依 田 哲郎 先生

内容口感想

障害者差別解消法について,パヮーポイントを見ながらの講演となつた。様々な差別があること

を知り,周囲から分かりにくい発達障害に(識字障害,書字障害,聴覚過敏等)についてもその

特性の一端を知ることができた。ノーマライゼーシヨンの理念に基づき,合理的配慮について学
んだ。障害を理由とした不当な差別的な扱いの事例から,障害者差別解消法のもとでの合理

的な配慮の必要性を強く感じた。また,共生社会をテーマとした絵本『トビーとペラー』の読み聞
かせは,子ども達が共生社会の大切さを理解する手立てとして大変有効であると思つた。世の

中にある差別を他人事とせず自分ごととして差別について考え続ける姿勢を持ちたいと思つ

た。



講演会調査票

学校名 北山小学校

開催 日 令和元年11月12日(火)

演題 人権教育 ガイドヘルプ体験とアイマスク体験

講師名 小平嘉清(視覚障害の方)社 会福祉協議会の皆様

内容口感想

視覚障害者が普段どのように暮らしているかをお話いただき、

ガイドヘルプ体験とアイマスク体験を行いました。普段何気なく歩いている

校舎内ですが、アイマスクをして歩くと怖くてなかなか前に進むことができません。

ガイドヘルプをしてくれる人がいても、子供たちはおつかなびつくりでした。

ガイドヘルプをしている人も、状況を言葉にして伝えることの難しさ、

「こつち」「あっち」が伝わらないもどかしさを感じ、

普段からもっと具体的な言葉を使わないといけないということに気づきました。

色々なことが体験から学べた1時間でした。

講演会調査票

学校名 茅野市立 湖東小学校

開催 日 令和元年(2019年)10月 19日(土)

演 題 「チンパンジーのベッドに魅せられて」

講師名(所属名

職業名)

長野県看護大学 准教授

座馬耕一郎先生

内容・感想

チンパンジーは毎日、木の上にベッドを作る。チンパンジーの毛に寄生する虫の研究を行うた
め、ベッドに残された抜け毛を採取していたが、ベッドそのものに関心が移つていった。テンパン
ジーは人間にとても近い動物で、寝心地をよくする工夫をしたベッドでの睡眠、声によるコミュニ

ケーション等、とても似ている。
チンパンジーの生態を観察することで、我々自身の社会や生活を容観視できるお話でもあり

ました。また、先生は学究の道に入られた当時とは違うことを現在研究されており、学校での学
習を超えた、生き生きした知的好奇心のあり方を学ぶ機会になりました。

講演会調査票

学校名 茅野市立米沢小学校

開催 日 令和元年11月 22日

演 題 夢はかなう でつかくいこう

講師名(所属名

職業名)

グレート無茶(信州プロレス代表 長野市議会議員)

内容・感想

グレート無茶さんをお迎えして、トークと簡単な運動しながら

夢を持つて生きる事の素晴らしさを講演頂きました。

コミカルなトークに生徒も保護者も喜んで頂きました。



講演会調査票

学校名 泉野小学校

開催 日 11月 29日 (首苫)

演 超 スポーツってすばらしい「バリアフリーな社会をめざして」

講師名(所属名

職業名)

奥原明男さん(長野県障害者スポーツ協会副理事長)

内容・感想

ご自身の体験からパラリンピックの魅力を車椅子バスケットを通してお話しいた

だいた。講演の中で、「具体的な目標を立てることにより、目標を達成させるた

めに自分がやることが明確になる」「相手の話を気持ちを考えながら聞くこと」
「友だちのことを大切にすること」「親や周りの人に感謝すること」等教えていた

だき、保護者や子どもたちの心に残つた。5,6年 生は実際に車椅子バスケット

に触れ、競技の難しさや奥原さんの技の素晴らしさを肌で感じることができた。

講演会調査票

学校名 宮川小学校

開催 日 11月 16日 (上ェ)

演 題 「お笑い人権講座 ～ないものねだりより、いいとこさがし」

講師名(所属名

職業名)

金子 ボボ

新潟お笑い集団所属

内容口感想

周りの友だちと自分のちがいやうまくいかないことに悩みながら大きくなって
きたボボさんと、そんなボボさんをどんなときも認め励まし、愛してくださったご
両親の話をユーモアたっポリにお聞きました。「世の中、いいところしかないとう
人はいないし、だめなところだけという人もいない。自分のもつている『いいとこ
ろ』を大切にし、自信をもって生きていこう。」という、ボボさんの言葉に、子ども
たちはもちろん大人も勇気をもらうことができました。笑いとたくさんの気づ
き。…素敵な時間をいただきました。

講演会調査票

学校名 原村立 原中学校 /原 小学校

開催 日
原中学校 令和元年 11月14日

原小学校 令和元年 11月15日

演 題

原中学校 「激動の時代、自分らしい人生を生きる」
～これからはCAN人 材ではなく、WiLL人材になる～

原小学校 「今を一所懸命に生きる」
～人間は体験を積み重ねて強く口優しくなれる～

講師名(所属名

職業名)

結城 貴暁
(ビスタヮークス研究所 伝え役 ネッツトヨタ南国採用口共育担当)

内容B感想

口これからの世の中(社会)はどうなつていくか、また人生をどう生きるべきか、と
いう内容でした。小中学生に向けに写真や図、グラフ、動画を多く示しての議演
でした。
口「正解を探すより、問題を探すこと」「計画して実行するより、まずやってみるこ
と」「自分勝手な行動や人に頼るということより、人や社会のために自分の意思
で行動する」という『主体性』が大事であることという内容でした。
・生徒の感想には「チャレンジすることが大切」「自分たちで考えて実現させる」
「失敗することもよい、失敗することで自分から絶対に奪われない財産の経験
を得ることができる」など、前向きな感想や決意が多くみられました。
・保護者の感想にも「豊かな経験を積み重ね、何歳になつても常に向上心を
持つてゆきたい」とのご意見もありました。



講演会調査票

学校名 彰子玖ノ)|＼平不歓
開催 日 う円ユDtt t斉こう
演 題

講師名(所属名

職業名)
ヤ不ざ絡 う窃 托ケ に本多“静トマ不安

ヽ
―

ノ

タ／レＦ考

内容口感想 「
黎?後翔あ騒

杉糾イエ > き qみ ン て レ |タチ ク

講演会調査票

学校名 枕〕|桜ヽた
開催 日 之θ/タヤ /、/ダ

演 題 ネットな炊害からチどもたらと守るたわtミ～7ん|トセーフティヤナダと文′ミ

講師名(所属名

職業名) 孝守娑察%仕 ルサ本来 ウ7久糸サ称どん

内容8感想

わターネツト穐好谷|ミ便うため の` 6ワの各"

講演会調査票

学校名

開催 日 る月 18日 (火ノ
演 題 イン/Tネ/卜の世界ヤ,ぁ作たばねうわれるヽますだ1身歓修↓でぁゎ/」ゃ子ヵ!

講師名(所属名

職業名)
寸擁    キ タヾ/係索移万房巧弓死克フ所覇房譲石万

とこy多浴嘔勢ヒdん

内容J感想

協れぞわ輔れ″ヴ.SNs鶴乙し'て1ラ抜
ιrf.ゥの著髪注左徳生も郷確H
%↓=もわ体作所ド.Sたt考鈍

殊評物;羅綴締ぞJを脅り多
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あとがき 

令和元年度 諏訪地区 PTA 連合会 

子育て委員会 副委員長 伊藤淳（下諏訪社中学校） 

 

なかなかこのページまで見る方は居ないと思うので、少々ぶっちゃけますが、この冊子「花いちりん」は、

知名度が全くありません。が、しかし。諏訪地区 PTA 連合会の活動報告はさておき、「実践事例集」は、各校の

PTA 役員さん、とりわけ、クラス役員さんや母親委員会に相当する皆さんには、大変参考になると思いますの

で、会長・副会長のような役の方だけで無い皆さんの一人でも多くの方の目にも触れると嬉しく思います。 

年度初めに各校の役員さんへ配られる「実践事例」「講演会調査票」といった書類を集めたものが、この

「実践事例集」です。今年度の諏訪地区は 6 市町村、小中学校合わせて 45 校あり、毎年それぞれの市町村

PTA 連合会、学校、クラスが様々なイベントを開催しています。そのたびに担当になった役員さんは頭を悩ま

せていることでしょう。そんなとき、「実践事例集」が少しでも役に立つよう、編集したつもりです。 

 

また「活動報告」も、以前の諏訪地区 PTA 連合会（郡 P）「母親委員会」・「教育問題研究委員会」合同の活動

報告でしたが、諏訪地区 PTA 連合会の組織も長い時間を掛けて変化し、いくつかあった委員会も現在では

「子育て委員会」だけとなり、実質的に『子育て委員会の活動イコール諏訪地区 PTA 連合会の活動』となりま

した。（各市町村 PTA 連合会でも似た状況だと思います） そこで今年度は、大多数の皆さんに『なんだかよ

く分からない郡 PTA』だと思われている、活動を少しでも知って頂けるように、「諏訪地区 PTA 連合会の活動

報告」とする事にしました。 

特に、郡 PTA の新役員になる方への参考になれば幸いです。 

 

 

 

 

私が思う、郡 PTA の役員最大のメリットは「他市町村役員との情報交換」です。 

講演会で誰を呼んだか？クラスのレクリエーションで何をしたか？等のほか、行事の運営時期ひとつ取って

みても自分の町や学校とは違う理由があったりと、私にとっては「なるほど！」の多い、実りのある 1 年でし

た。 




